
いたる所で煙がたちのぼる長田区（朝日新聞社提供）

1つのまちがすっかりなくなってしまった

アーケードだけ残った長田区の商店街

一面ガレキの灘区
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中間階が崩れた明治生命ビル

倒壊 した木造家厖 （灘区）
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＇ 
1階部分がなくなった兵庫苦察客



擁壁が崩れ避難勧告がでた造成地（東灘区）

ガケくずれとともに家も崩壊した （灘区）

河川沿いの曲がりくねったガードレール（東灘区）

護岸が崩壊した妙法寺川（須磨区）

屋根をおおう一面のビニールシート (1月26日須磨区）



倒壊した阪神高速道路神戸線（東灘区） （読売新聞社提供）

倒壊したピルが道路をふさぐ（中央区）
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落下した阪神新在家近辺の高架橋

陥没した神戸高速大開駅

＾ 

新交通ポートアイランド線の桁（けた）落下

線路だけが宙ぶらり (JR六甲道～住吉間）

...駅ピルも崩壊した阪急電車



約2mもの段差のできた岸壁

倒壌したガントリークレーン（東灘区）

陥没したK-CATの岸壁

饂遍
液状化のため泥の川となった道路（中央区）

水没した水辺



座屈した市役所内の柱

6踏が押しつぶされた神戸市役所

6階部分に穴を開け資料の搬出

市営住宅の渡り廊下も 1t皆ずつ下に（中央区）

5階が押しつぶされた西市民病院（長田区）



校舎の渡り廊下が崩壊した御影中学校

天井が抜け落ちた白鶴酒造資料館

瓦が落ちたシュウエケ邸

縦横に波打つみなとの異人館



第 1章 被害状況

1.被害の総括

(1)地震の特徴と被害の特徴

「地震の概要」の項でも触れたように、 今回

の地製の特徴は、

①神戸市を含む阪神地域で発生した大都市直下

型地窟であった

②深さ20kmという比較的浅い部分で発生し、長

さ12km、深さ 6kmにわたり断層が横にずれる

ことにより起こ ったもので、大きなエネル

ギーが一挙に開放されるタイプであった。 こ

のため、地震の継続時間が短い反面、揺れの

振幅が18cmと観測史上最大になるという強い

地震であっ た

ことである。

このため、過去に経験したことのない大災害

となった。被害の特徴としては、次のようなこ

とがあげられる。

①平成 7年 8月31日現在で、市内の死者4,319

人（県下5,480人）、行方不明者 l人（県下

2人）、負偽者 1万4,679人（県下 3万4,900

人）、家屋の全・半壊12万2,566棟（県下19万

2,706棟）、全 ・半焼7,388棟（県下7,456棟）

となるなど、関東大震災以来の大きな被害を

もたらした。

②大都市を直撃した地震のため、電気、上 ・下

水道、ガスなどの被害が広範囲になるととも

に、道路や鉄道等も遮断されるなどライフラ

インに壊滅的な打撃を与えた。

③古い木造住宅の密集した地域において、地震

による大規模な樹壊、火災が発生し、兵庫区、

長田区などでは火災が同時多発した。

④設計上想定していた地震をはるかに上回る揺

れのため、大規模構造物にも甚大な被害が発

生した。

⑤市役所 (2号館）や病院、消防署等の施設が

倒壊したほか、市場、商店街、工場、 事務所

等の倒壊・焼失により、経済基盤が崩壊した。

27 

(2) 神戸市の被害状況一覧

（平成7年 8月31日現在）

被害区分 単位 被害状況 備 考

死 者 ・人 4,319 12月26日現在4.484

人 行方不明者 人 I 

負 傷 者 人 14,679 

全 壊 棟 67.421 
建

半 壊 棟 55, 145 

全 焼 棟 6.975 

物
半 焼 棟 413 

市立学校等 カ所 297 
市立幼 ・小・中（分校含
む）・高・高専・外大

病 院 カ所 l03 

そ
道 路 カ所 960 

橋 切木 カ所 74 

の 河 J I l カ所 53 河川数

港 湾 カ所 239 大型岸壁のみ、パース数

他
漁 港 カ所 2 漁港数

クリーンセンクーカ所 5 クリーンセンター数

鉄 道 カ所 9 鉄道数

の
水 道 戸 650,000 

汚水 ：27幹線・約4.5km 
雨水：マンホールの損傷約I.I 30カ所

被 下 水 迫 管渠約6.3km 
処理場：東涎 （機能停止）、中部 （機能
50％低下）、西部(80％低下）

電 話 回線 121. 950 市内回線数517.000回線
宰c 

電 気 軒 1.000.000 
関西電力向管内、 一時
の停電は除く

ガ ス 軒 493.050 市内供給軒数626.370軒

（市災害対策本部調ぺ）

(3)被害の概要

①避難者数 236,899人

(589避難所、 1月24日最多）

②火災発生件数 175件 (1月17日～27日）

③焼損延べ面積 約82ヘクタール

④宅地の被害 擁壁の損壊等約3,000件



⑤ライフラインの被害

ライフライン 地 .... 威 発 生 時 の 状 況 復旧状況

水 道 地震発生と同時に市街地を中心に断水 4/17応急復旧完了

下 水 道 地震発生と同時に市街地を中心に管路一部破損 5/31応急復1B完了
電 気 地震発生と同時に市街地を中心に停電 1/23応急復旧完了
ガ ス 地震発生と同時に供給停止 4/ 11復旧宣言

電 話 地震発生と同時に市街地を中心に不通、約12万回線 1/31復旧宣言

道 路
長田楠日尾線、東魚崎橋等陥没、屯裂、崩壊等約2,600カ所 阪神高速道路神戸

道路への倒壊家屋約 1万件、高架道路途絶 線は平成 8年内

地震発生と
（全線復1日）北神急行電鉄： 1/18、市営地下鉄： 2/16

鉄 道 同時に全鉄
JR.在来線： 4/1、新幹線： 4/8、阪急電鉄： 6/12、

道途絶
山陽電鉄： 6/18、神戸電鉄： 6/22、阪神電鉄 ：6/26、

神戸高速鉄道： 8/13、ボートライナー ：7/31、六甲ライナー ：8/23

⑥医療機関の被害

〇市立病院

ア．西市民病院

本館 5階部分完全損壊、使用不能

イ．中央市民病院

建物 ・設備大規模改修必要、医療機器被

害大

〇保健所

建物 ・外壁 ・柱亀裂、機器破損等

〇民間医療施設等

ア．病院

112病院のうち、全壊・全焼4、半壊 ・

半焼 8、被害軽微88、被害なし12

イ．診療所

1, 363機関のうち、全壊 ・全焼122、半壊

・半焼137、被害軽微及び被害なし926

ウ．歯科診療所

807機関のうち、全 ・半壊、全 ・半焼188、

被害軽微229

⑦公衆浴場の被害

194施設のうち、 全壊 ・全焼56、半壊60、

一部損壊43

⑧中央卸売市場及び公設市場の被害

〇中央卸売市場

ア．本場

一部損壊、 一部建替必要

イ．東部市場

一部使用不能、 一部建替必要

28 

ウ．西部市場

一部損壊

〇公設市場

長田は倒壊、使用不能

宇治川は被害甚大、補強工事必要

月見山及び西須磨は一部使用不能

灘及び鈴面台は被害なし

⑨産業界の被害

0大手企業等

ア．神戸製鋼所

設備被害総額約740億円、 4月 2日に高

炉に火入れ、 8、 9月に本格稼動

イ．川崎製鉄

神戸工場のカラー鋼販製造ラインに被害、

復旧断念、撤退（震災前の計画より 1年前

倒し）

ウ． 三菱重工

建物 ・クレーン ・岸壁の損壊等被害総額

数百億円

工．住友ゴム

神戸工場半壊、工場閉鎖、跡地は研究所

集約の予定

〇中小製造業

ア．機械金属工業会

407社のうち、全壊 ・全焼72社

イ．集団化団地

29団地 ・352社のうち、全 ・半壊 5団地

• 35社、設備破損 3 団地 • 6社



〇地場産業

ア．ケミカル

日本ケミカルシューズ工業組合加盟192

社のうち、全・半焼158社、長田・須磨区

内関連企業約1,600社のうち全 ・半焼は約

80% 

イ．清酒

灘五郷酒造組合加盟31社のうち全・半壊

17社、設備被害甚大14社、約 1割の企業が

業務再開困難

ウ．洋菓子

中堅 ・大手は本社、工場、店舗等のいず

れかが全 ・半壊

工．紳士服

神戸洋服商工業協同組合加盟70名のうち

全 ・半壊47名、業務再開困難

オ．靴

神戸靴メーカー協同組合加盟6社のうち

全・半壊 5社

カ．アパレル

kFA加盟49社のうち全 ・半壊4社

キ．真珠

日本真珠輸出組合加盟97社のうち全・ 半

壊 5社

〇農漁業

ア．塩屋漁港 ・垂水漁港等で護岸移動 ・陥没、

道路亀裂・陥没等の被害

イ．水産業共同利用施設（のり加工場、採苗

施設、給油施設）の損壊

ウ．農業用ため池堤体亀裂等、北区37件、西

区146件

工．水路 ・パイプラインの一部破損330カ所、

農道亀裂25件

〇百貨店等

ア．そごう神戸店

本館2階北側部分圧潰、 2階以上を撤去

し復旧 (9階建） 。被害甚大

イ．大丸神戸店

本館の半分は建替必要。本館西側及び新

館は被害小

ウ．三宮阪急

被害甚大、建物撤去し撤退

工．神戸デパート

被害甚大、建物撤去し撤退
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〇市場・商店街

東灘 ・灘・中央 ・兵庫 ・長田 ・須磨の 6区

では、商店街に属する店舗の33%、市場に属

する店舗の45％が全壊。半壊及び一部損壊を

加えるとほとんどの店舗が甚大な被害

〇貿易業界

市内に拠点の在る神戸貿易協会会員489社

のうち全壊57社、半壊50社。神戸港での荷揚

げ・船積みや交通網に支障をきたしているた

め、営業に大きな影密

o.ホテル・旅館
主要ホテル内部損楊甚大

⑩市営住宅の被害

解体： 34棟 ・2,308戸、大規模補修 ：166棟

• 6,644戸、補修： 452棟・16,144戸

⑪港湾施設の被害

〇岸 壁

岸壁本体の滑動 ・傾斜、エプロン舗装の沈

下 ・陥没

〇埠頭用地

ヤード舗装の沈下・陥没、クレーン基礎の

破損

〇防波堤・護岸

本体の沈下 ・傾斜・破損

〇橋梁 ・高架道路

下部エの変位に伴う支承の損傷、橋脚の破

損・鉄筋の露出

〇上屋

沈下・傾斜・破損

〇荷役機械

クレーン本体の脱輪 ・破損

〇緑地

緑地護岸の滑動・傾斜、舗装の沈下・陥没

〇海岸保全施設

防潮護岸の沈下、防潮堤の沈下 ・破損、水

門・鉄扉損傷

⑫下水道施設の被害

〇下水処理場

ア．東灘処理場

導水管路の破断、水処理施設の漏水等に



より処理不能

イ．中部処理場 ・西部処理場

機能低下

〇汚水幹線

37幹線で一部損傷、管梁被災延長約3.1km 

（シールドの軽微なクラックは除く）

〇雨水幹線

一部損傷約6.3km 

⑬教育施設等の被害

〇学校園

建替要21校園27棟、大規模改修要10校園10

棟、中規模改修要35校園47棟、計50校園（延

66校園） 84棟、小規模改修要 ・設備備品損似

等245校園 2分校

〇博物館等

博物館は被害大、小磯記念美術館及び青少

年科学館は一部損傷

〇図書館

中央・ 1日館、長田は被害大

〇公民館

一部損傷

〇体育館

ア．中央体育館

内外壁亀裂、天井吸音パネル落下等

イ．ポー トアイランドスポーッセンター

外周部陥没、競技場部分の沈下、水槽破

損等

ウ．ポートアイランドホール

アリーナセンタースピーカー落下、床面

損傷

工．東灘体育館等地区体育館

内外壁クラック及び外溝破損

オ．市民運動場

野球場プロック塀倒壊、プールサイド亀

裂

〇文化財（指定建造物）

ア．国宝、国指定重要文化財

・旧神戸居留地十五番館は倒壊

・風見鶏の館（旧トーマス住宅）は煙突落

下、屋根損傷、壁面亀裂

イ．県指定重要有形文化財

• 清盛塚石造十三重塔は五層以上倒壊
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・山邑酒造（樹酒蔵及び山邑家住宅は全壊

ウ．市指定伝統的建造物

• I日アメリカ領事館官舎は煙突落下、屋根

損傷

・キャセリン邸は煙突落下、屋根大破

ェー歴史的建造物

徳光院本堂は壁落下、床柱亀裂

⑭市役所 ・区役所庁舎等市及び関係団体所管

施設の被害

〇市役所

2号館 6階圧潰、 5階以上を撤去し復旧

(5階建） 。その他壁面亀裂 ・窓ガラス破損、

倉庫書庫開閉不能等

〇区役所等

灘区庁舎外壁・柱等屯裂、一部使用不能、

その他 8 区庁舎 • 8出張所

〇区民センター等

六甲道勤労市民センター ：被害大、勤労会

館：外壁一部損壊、灘区民ホール ：南西角柱

損壊・大ホール天井落下、その他24施設一部

損壊

〇民生施設

総合福祉センター：損壊 ・使用不能、老人

ホーム等 ：全壊 1カ所、保育所：全壊 2カ所

• 一部損壊多数、しあわせの村：破損箇所多

数、地域福祉センター：全壊 l力所、児童

館 ：全壊 1カ所 ・半壊 l力所 ・一部破損多数、

市民福祉交流センター ：柱 ・壁・階段の亀裂、

機械設備の破損、 一般使用不能

〇廃棄物処理施設

ア． クリーンセンター

地盤沈下及び建物一部損傷

イ．空缶リサイクルセンター

被害大、稼動停止

ウ．環境美化機動隊事務所

被害甚大、建物解体

工．その他事業所等一部損傷多数

〇消防庁舎

生田・水上署及び青木出張所は建替必要、

益合署は大規模改修

〇水道庁舎

東部営業所：全壊、西部センター： 一部類



焼、垂水センター： 一部損壊

〇公園施設等

ア．都市公菌

1, 250公園のうち419公園 (34%)で擁壁

崩壊、舗装陥没、液状化、地割れ施設損傷

等

イ． 自然公園

林道 2カ所、ハイキングコース48コース

等に一部被害

〇商工貿易センター

給排水・空調設備等損壊、外周部陥没等

〇産業貿易展示館

汚水管一部損壊、ガラス破損多数、電気空

調設備損壊

〇産業振興センター

壁面一部落下・亀裂、天井・床一部水損、

照明•音密設備一部破損等

〇国際会館

7階部分圧潰、解体撤去

〇地下街

交通センタービル 5 階部分圧潰 • 4階以上

解体撤去、さんちかタウン被害軽微

〇航空旅客ターミナル

固定橋使用不能、ポンツーンドルフィン損

壊、建物外壁亀裂

〇海上アクセス

ポンツーンドルフィン損壊、コンピュータ

使用不能、整備工場破損

〇フェリーセンター

建物傾斜・外壁亀裂等

〇航空貨物ターミナル

上屋の損傷

〇神戸港振興協会

ポートタワーの受水槽破損 ・渡り廊下亀裂、

中突堤中央ビル外壁 ・柱亀裂等

〇神戸交通振興（樹

北野坂一番館ビルの傾斜、エレベーター

シャフトのひずみ等

⑮ コンピナー ト等の被害

〇屋外タンク

タンク本体の変形・座屈、不等沈下、タン

クの基礎 ・地盤の沈下・亀裂・崩壊
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〇防油堤

亀裂、破損、開ロ

〇高圧ガス貯蔵タンク

2万トンLPGタンクからの淵洩 (7万人

の避難勧告）

〇地区護岸

傾斜、沈下、崩壊

⑯その他

上記の直接的被害にとどまらず、避難所生活

の長期化、それに伴う精神的疲労や子ども・高

齢者、障害者等への心理的影響、学校等教育機

能の低下、ライフラインの復旧の遅れ ・交通渋

滞などによる不便な生活の長期化や都市機能の

低下、雇用の不安定化など市民の生活に対する

震災の影響はさまざまな面に現れた。

また、産業面においても、企業の市外への移

転や被災による生産量の低下、港湾施設の被害

に伴うコンテナ貨物の他港へのシフト、高速道

路の寸断や復旧工事による交通容整の不足等に

より、神戸のみならず日本経済へ深刻な影密を

及ぼした。

さらに、大塁の災害廃棄物処理の長期化や、

これに伴う環境への影響など、 展災がもたらし

た被害は広範囲で多方面にわたる深刻なものと

なった。



2. 火災の状況

(1)地震と火災

日本の都市における震災対策は、各種防災対

策のうちでも最も重要であり、なかでも火災防

止対策は極めて重要視されている。 しかし、こ

の度の兵庫県南部地震にあっては、瞬時にして

木造建物の多 くが形もなく倒壊し、耐火建物や

高速道路が座屈 ・倒壊、さらに、被災各都市で

は火災が多発したものであり、神戸市において

も火災が多発し、その発生件数は、地震が発生

した平成7年 1月17日午前 5時46分から平成7

年 1月27日午前 5時45分までの10日間に175件、

焼失棟数7,388棟、焼損延べ面積819,223 m'（平

成 7年11月15日現在）となっており、中には 1

件の火災で10万面を超える規模となったものが

ある。

その発生状況は、以下のとおりである。

表 1-1 発生日別 ・消防署別火災状況

所鼠 合計 178 18B 198 aa 218 22日23日24日ぉa26日 械数 只9員祉ペ
面 積

合It1 75 59 68 7S 8、!09 lヽ l5 8 5 3 6 3 9 3 1. 388 819．四3d

賣暴 28 10 i 1 1 3 14 17 2 、1 l 2 2 390 38. uonl 

員 22 13 13 14 l5 t7 2 I I I 埠I 65．勾9d

II合 19 S 7 9 9 12 2 I l 2 I 87 8098d 

生l!I 11 3 ` 4 4 8 I 3 I n 1.91on1 

＊上 5 I I 2 2 I I I l 3. 686.t 

R• 28 II 11 13 I 0 1? 4 S I I I I 1053 128, 228,r/ 

北 2 1 I 3 55nl 

艮l!l 27 12 13 13 Iヽ 17 I 4 2 I I I 4,834 52!. 546nl 

須•， 20 4 7 7 11 13 2 I I I 2 “2 so. 025oi 

貞水 II 6 2 2 I ， 16ヽd
怪 1 I I I I I I 2 77d 

口累計
6: 00までの8累計
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表 1-2 建物火災の規模別発生状況

区 分 17日6時 17日中 10日間

総 数 5 6 l O 3 1 5 7 
火 4ヽ 火 4 1 4 3 l 
災
1. 000吋未満 2 l 4 7 7 7 

規

模
1万 n12未満 2 2 3 l 3 8 

1万付以上 ， l 1 l 1 

図 1-1 火災種別毎の発生状況

(]7日6時〕 （17日中）

(2)多発火災と出火原因

〔10日間）

●総 数
圃建物
口車両
瓢その他

この度の震災で神戸市においては、地震が発

生した午前 5時46分から 6時までの僅か14分間

に59件、 17日中に109件のほか、数日に渡って

次々に火災が発生し、これに加えて建物倒壊や

道路損壊、さらに、水道配管の被災で断水し、

消火栓が使用不能となったため、消火活動に大

きな障害となり、火災の拡大を早期に制圧する

ことができなかったことから、過去に類を見な

い大規模火災となったのである。

地震発生後10日間に、神戸市内で発生した火

災は175件であり、その火災原因をみると、調

査の結果、原因が判明したものが67件、不明と

なったものが108件となっている。また、原因

が判明した火災はいずれも小規模の火災で、そ

の原因をみると、電気製品の落下、転倒や物品

の落下による電源コードの損似から火災になっ

たと判定されたものが33件で約49%、電気関係

以外によるものが34件で約72％となっている。

これは、過去の震災では例を見ない状況で、

生活様式の変化から生じたものと考えられる。

すなわち、一般的に地震火災の要因と考えられ

る暖房器具やコンロ等の裸火の利用数よりも、

各種電気製品の利用数の方が圧側的に多いため



である。さらに、家庭電化製品をはじめ、多種

多様の電気製品の多 くには、マイクロ コン

ピューターが組み込まれており、メモリ 一回路

やタイマー機能が設けられているため、その電

源はコンセン トに差し込まれたままになってい

るのが日常的である。

地震によってこれら電気製品が転倒落下して

破損し、そこに縫気が回復通電すれば、容易に

火災となることは推測でき、また、原因不明の

火災の殆どが数千、数万平方メー トルを焼失し

た火災であり、その多くが出火後短時間に大き

＜炎上していることから、ガス ・電気等のライ

フラインの被災と応急復旧が火災に影響したこ

とも否めない事実であると言える。これら地震

後10日間に発生した火災の原因は、表 l-3の

とおりである。

表 1-3 火災の発生日別•原因別状況

区 分 合計 17日 18日 19日

合 計 175 109 14 

電気ス トー プ 8 5 1 

I 
熱帯魚用ヒーター 3 2 

オープン トースター 2 2 

電 気 コ ン ロ 2 l 

賃電 子 レ ン ジ l 

電気スタン ド 3 2 1 

ビデオデッキ l l 
電
冷 蔵 庫 1 1 

源
熱帯魚用器具類 3 1 
コ
印 刷 機 1 
I 
歯科技工用機器 l l 
ド
その他の電気コード 3 1 

層
屋 内 配線 類 3 l 

配 電 盤 等 l l 

燃 ガ ス コ ン ロ 3 2 

焼 石油ス トープ 5 4 

器 ガ ス 風 呂 釜 2 2 

具 そ の 他 器 具 3 3 

漏洩ガスに引火 2 2 
そ
薬 品 の化学反応 2 2 
の
放火 ・放火の疑 ， 1 

他
他そ の 8 3 

不 明 108 74 ， 

(3)出火原因別の概要

出火原因について、それぞれの原因概要をみ

ると、以下のとおりである。

①電気に起因するもの

15 

3 

l 

11 

・電気ストープ、熱帯魚用ヒーター等を使用中、

地震によって室内の物品とともに転倒したの
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（平成 7年 1月17日5:46～平成7年 1月27日5:46)

20日

8 

j 

1 

j 

1 

1 

l 

2 

21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日

5 3 6 3 ， 3 
1 

1 

l. l 

l 

1 1 

l 1 

l 

1 3 

l 2 

l 2 4 1 1 3 

ち、電気の回復により周囲の可燃物に着火し、

出火。

・電気器具等を使用中、地震により落下した物

品等によって電源コー ドが損傷したため、雀

気の回復により発熱、短絡して出火。



②ガスに起因するもの

・地震によって建物壁体及びガス配管が破損し

たため、漏洩したガスが室内に入り、何らか

の火源で引火し、出火。

・地震によって建物が倒壊したためにガス配管

が破損し、ガスが漏洩しているところへ電気

が回復したため、転倒した家屋内の電気配線

が損傷し、短絡状態となって生じた火花が引

火して出火。

③燃焼器具に起因するもの

• 石油ストープを使用中、地震によ って室内の

物品類とともに転倒したため、周囲の可燃物

に着火し、出火。

• 朝食準備のため使用中のガスコンロの上に、

地震によって物品類が落下したため、コンロ

の火が可燃物に着火し、出火。

• 朝食準備中、地展によって建物が｛到壊し、落

下 した可燃物にガスコンロの火が着火し、出

火。

・地震によって建物の基礎部分が損壊した際に

ガス配管が破損し、淵洩したガスに風呂釜の

種火が引火して出火。

石油ストーブからの出火

④薬品類に起因したもの

大学等の理化学実験室の薬品棚に保管されて

・いた化学薬品類が落下し、破損したため、それ

ら薬品類の間で化学反応が起こり、出火。

⑤その他

その他の火源としては、神棚のローソク、倒
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壊建物解体中の溶断火、暖房用の練炭火鉢、た

ばこ火等による出火のほか、放火や放火の疑い

のある火災が発生した。

(4)火災の延焼拡大と焼け止まり

地震後の火災が大規模に延焼拡大した主な要

因としては、次の点が挙げられる。

①市内全域に渡って同時多発の火災が発生し

た。

②建物1到壊による多数の生き埋めに対し、人

命救助優先の活動を行わざるを得なかった。

③道路損壊や瓦礫による通行障害、交通渋滞

により、円滑な活動が出来なかった。

④被災程度の強い防火木造の殆どが、瓦やモ

ルタル壁等が脱落 ・倒壊し、裸木造となっ

たため、輻射熱や飛び火等で容易に延焼した。

⑤ 6~8m道路へ木造建物が瓦礫状にi到壊し

たため、道路を含めて一面が可燃物の山に

なった。

⑥水道破損による消火栓使用不能、建物i~J壊

による防火水槽の使用蹄害等消火活動に困

難を極めた。

⑦長田区の大火の特徴として、 地場産業であ

るゴム工場が密集し、内部にはゴム類と危

険物が多かった。

⑧市内の大規模火災発生地には、大規模で古

い市場や商店街が存在していた。

市内各所で発生した火災

また、火災の焼け止まり状況を見ると、公園

や屋外駐車場等の空地、幅員 8~10m以上の道

路、開口部の小さい耐火建物の外壁等が有効な

延焼阻止要因となっている。



3. り災状況

(1)り災証明書の発行

①発行の経緯

従来、災害による被害に関する証明は、被災

者からの申し出内容を 「被災届出証明沓」とし

て被災地の区長が発行するというものであった。

区長が被災の状況を調査し証明するというもの

ではなかった。

震災後間もない時期から区役所窓口へ、この

証明書を数多くの市民がとりに来られ、混雑を

きたす状況となった。

一方、市災害対策本部に各局の部長級を構成

員とする調整会議が設けられ、 「り災証明書」

の発行にむけた協議が重ねられた。

検討の結果、以下のことが確認された。

神戸市内の全建物を対象に現地調査を行う。

調査によって、各建物のり災の程度を判定し、

住宅地図にり災の程度を表示する 「り災台帳」

を作成する。台帳にもとづいて「り災証明書」

を発行する。

ア．り災調査の実施

平成7年 1月29日～ 2月3日

イ． り災調査の担当

焼失建物の調査は消防局が担当。その他は

次のとおり。

区名 担 当

東灘 消防局

灘 理財局・区役所 • 他都市

中央 理財局・区役所•他都市

兵庫 消防局

北 区役所 ・消防局

長田 消防局

須磨 理財局 ・ 区役所 •他都市

垂水 区役所 ・消防局

西 区役所・消防局

ウ． り災台帳の作成

平成7年 2月4日～ 2月5日

工． り災証明害の発行開始・

平成7年 2月6日

オ． り災証明書の様式

焼失分は消防署長が、損壊分は区長が証明

する 2種類の統一証明様式を作成。

（証明密様式は下のとおり）

〔消防署長名のり災証明書〕

り 災証 明 書

.. 
f£ 所If."”“""出曇して《9さヽ...，m9 J 

甲 1肩者 ー・.. ... .疇• -~ ..-~ --• -9 —• 
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兵庫県南部地窟に伴い生じた「り災」の状況は

上記のとおり相違ないことを証明します。

平成 年 月 日

神 戸市 区長印
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カ．証明書の発行窓口

区役所と消防署の合同のり災証明書交付窓

ロを開設。

キ．発行枚数

1世帯あたり 1枚とする。 （複数枚数必要

なときは複写していただく 。）

ク．市民向け広報

「1月28日号災害広報」

り災証明書の発行にむけ調査を実施中と

の記事掲載。

「2月 3日号災害広報」

2月6日から各区役所でり災証明書・義

援金の申請受付を開始するとの記事掲載。

※ 「り災証明書」発行の根拠

・法律、条例で発行にあたっての規定はな

いが、 「防災に関する事務が市町村の事

務」 （地方自治法第 2条）との規定をも

とに、災害対策の一環と位置付け、事実

行為として、神戸市が発行する。

(2)り災調査

①り災の程度の調査基準

大規模な災害の発生に伴う災害救助法（昭和

22年法律第118号）の適用にあたっての被害の

認定は、「災害の認定基準の統一について」（昭

和43年6月14日付内閣総理大臣官房審議室長通

知）にもとづいて行われる。今回のり災の程度

の判定は、この通達の定義によることとした。

全 壊：住宅が滅失したもの。あるい

は、補修しても家屋として再使

用することが困難なもの。 （損

害の程度が50％以上のもの）

半 壊：損壊が甚だしいが、補修すれば

家屋として再使用できる程度の

もの。 （損害の程度が20％以上

50％未満のもの）

一部破損 ：損壊が局部的なもので、補修を

要する程度のもの。 （損害の程

度が20％未満のもの）

・判定は建物を 1棟単位に行う。

・具体的な損害割合の算定は、今回の窟災によ

る｛到壊家屋が昭和40年代以前の建物であろう
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との想定で、同年代の固定資産税の家屋の評

価実績をもとに建物の部位別構成比を求め、

各部位の損壊割合を乗じ、その合計を建物全

体の損害割合とした。

木 造 非 木 逗.,.,_ 

部 位 構成比 部 位 構成比

屋 根 20 % 構（躯体造・基礎体） 40 % 

辟二 60 % 仕（外装 ・屋根上） 24 % 

構（柱・基造礎・床組体） 20 % 設 備 36 % 

• 1月下旬から 2月上旬の被災者の状況は、建

物の倒損壊や焼失に加え、電気 ・ガス ・水道

の完全復1日に至っておらず、数多くの方々が

避難所で生活しておられることから、建物内

部に立ち入っての調査は困難と判断し、外観

目視の方法をとることとした。(2月3日迄に

調査を終えねばならないため、時問的にも建物

内部の調査は行えなかった。）

②調査の実施

短期間に調査を行うためには、できるだけ数

多くの調査員を確保する必要があった。このた

め、他都市（政令指定都市）に応援を求めた。

あらかじめ、 l月27日の午前には他都市への

応援予告を行った。最終方針が確定した同日タ

刻の調整会議後の他都市への正式応援要請は午

後5時を過ぎていた。一方、区役所へは、この

間の経過、調査の目的等報告し、要員の確保の

依頼を行った。

調査に出務した他都市からの応援状況（計

l 一閑~)
区別の調査担当及び出務者数は次のとおり。

区名 担 当 出席者数

東 灘 消防局 4 0 0 

灘 理財局・区役所 • 他都市 3 0 0 

中 央 理財局・区役所 • 他都市 3 0 0 

兵 庫 消防局 4 0 0 

北 区役所 ・消防局 4 6 0 

長 田 消防局 4 0 0 

須 磨 理財局 ・ 区役所•他都市 3 0 0 

垂 水 区役所 ・消防局 6 0 0 

西 区役所・消防局 5 0 0 



灘区、中央区及び須磨区の担当者は、しあわ

せの村で宿泊し、朝 8時にバスで出発し、 5時

過ぎから 6時30分頃迄の間に帰ってくるという

もので、朝 ・昼食の弁当を リュックに詰めて出

かける状況であった。

表1-4 り災調査結果 （当初集計、平成1年2月5日現在）

（単位 ：棟）
~ ~ • ~ 

区名 全壊 半壊 全焼 半焼 合計

東灘 11. 171 3,098 326 54 14.649 

灘 11. 693 3,559 462 102 15,816 

中央 4,947 3,420 68 47 8,482 

兵庫 8,374 4,422 1. 084 13 13,893 

北 117 l. 177 3 1. 297 

長 田 12,515 4,994 3,986 87 21. 582 

須磨 6,042 4,093 1.127 22 11. 284 

垂水 90 5,520 4 5 5,619 

西 1. 500 1 1 1. 502 

合計 54,949 31. 783 7,061 331 94. 124 

③り災再調査の実施

前述のとおり、り災調査を外観目視の方法で

行ったこともあり、り災の程度の判定結果に対

する不服については再調査の申請によって、建

物内部も含めた「再調査」を行うこととしてい

た。 2月6日のり災証明書の発行と同時に、再

調査の申請を受付け、 2月13日から調査を行った。

相当数の再調査申し出は予測していたが、り

災の程度が全半壊・全半焼の場合には、行政の

救済措置に留まらず、私立学校の授業料・入学

金の免除等の措置がなされ、借家人・家主の間

での思惑等も相まって、相当数の再調査を行っ

たが、結果としてり災証明魯発行総数の 1割強

に留まった。

再調査は区役所が担当した。区役所の税務担

当職員の状況は、避難所や救援物資の配送等の

業務に従事し、 一方では、平成7年度の課税事

務も行わねばならず、調査体制づくりは相当の

困難が伴った。

再調査の申し出は、

ア． 1月17日の震災の発生後、相当の日数が経

過し、家屋の修復が進み、正確な被害状況が

把握しにくい。

イ．給付 ．貸付 ．融資等に関連する再々調査の

申し出の増加、家主と借家人、所有者と施工

者をめぐる民事紛争などによる再々調査の申

し出の増加など、再調査本来の目的から逸脱

したケースが目立つ。

ウ．り災証明書を受取り、り災の程度の判定に

ついて、不服と感じるのにそう日数も要しな

いのではないか。すでに50余万通のり災証明

書を発行し、圧倒的多数の方々に届いている。

との状況から、受付を 4月7日で打ち切ること

となった。

再調査件数及び従事戦員数は以下のとおり。

（平成 7年 8月31日現在）

区 名 再調査受付件数 従事朧員数（人・日）
東 灘 6,218 約 479 
灘 6. 526 l, 200 

中 央 6,693 1. 013 

兵 庫 9,385 l, 984 
北 4. 807 l. l 84 
長 田 6,732 1. 370 
須 磨 7,571 1. 072 

垂 水 7,878 I. 700 

西 5會 593 4,000 
計 6 1, 403 14,002 

り災証明書の発行状況は表 I-5のとおりで

ある。

表 1-5 り災証明書の発行状況 （平成7年 8月31日現在）

.. 冒— .-（単位：枚）
区 名 発行総数 全 壊 半 壊 一部破損 保）壊分計 全 焼 半 焼 水 損 火災分計
東 灘 77,211 33,353 17,577 25,661 76,591 524 73 23 620 
灘 60,461 29,223 13,031 17,299 59,553 863 43 2 908 
中 央 84,408 24,957 28,210 30,997 84,164 202 39 3 244 
兵 庫 65. 484 21, 867 19.201 22.317 63,385 1,989 99 11 2,099 
北 33,030 632 4,789 27,609 33.030 

゜ ゜ ゜ ゜長 田 74,825 32,051 19, 036 16,672 67,759 6. 845 215 6 7,066 
須 磨 50. 897 13,091 9,715 26,006 48.812 2,040 29 16 2,085 
垂 水 58,352 1. 485 11. 028 45.833 58, 346 2 4 

゜
6 

西 33,835 765 4. 703 28,366 33,834 

゜
l 

゜
1 

計 538,503 157.424 127,290 240,760 525,474 12,465 503 61 13, 029 
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0外国マスコミの報道

神戸市シアトル事務所によると、裳災に関す

る米国の新聞等の報道状況は次のとおりである。

■概況
一般紙、経済紙を問わず主要各紙とも地震発

生後の数日間は被害状況を詳しく伝える大型報

道を続け、写真入りの一面トップ記事とともに

国際面等では見開きの特集記事も組まれ、米国

メディアの異例の関心の高さが示された。

巨大な黒煙に覆われる神戸の市街地、奇跡的

に落下を免れた高速道路上のバス、煙の中を着

の身着のままで避難する被災者や水を求めて並

ぶ人の長い列、崩壊した自宅の前で肉親を失い

涙にくれる女性や焼け跡をさまよう市民の放心

した姿等が報じられ、想像を絶する地震被害の

大きさに米国人は一様に驚きの声を上げた。

日本を、また神戸を知らない米国人が多数い

ることから神戸の位置、人口、港街としての長

い歴史、企業活動や人工島に代表される優れた

都市デザイン等、神戸市の概要を紹介する記事

も掲載された。また世界最高水準にあると信じ

られていた日本の耐震設計基準や地震対策につ

いての日本の自信が崩壊したという記事ととも

に、この地震を教訓として米国各都市の地震対

策を見直そうという趣旨の記事も多く掲載され

た。

その後、被災者の悲しみの声を伝える現地特

派員のルポルタージュ形式の報告が多く掲載さ

れるとともに、政府の救援活動の対応の遅さに

国内で批判が強まっていること、水、食料等の

救援物資がなかなか避難者の手元に届かないこ

と、避難所での不自由な暮らし等行政対応と被

災者の生活に焦点を当てた記事が中心となった。

また被災者の秩序だった行動と商品略奪行為が

皆無に近いこと等を称賛するものも多く、日本

人の特性にまで踏み込んで旧来の日本人観を変

えるべきではないかとする意見も幾つかの新聞

で見られた。

震災後一週間を経過すると、記事の大半は神

戸の産業への被害の分析や神戸港閉鎮の内外へ

の影響、今後の復興の見込みと復興事業の規模、
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米国企業の参入の可否等経済的内容のものに変

わっていった。

なお、テレビを含め報道上の問題としては当

初の避難所での物資不足が配付の困難さに起因

することにあまり触れずに物資の不足という形

で報道されたことであり、これが日本で物資が

不足しているとの誤解を生み、米国をはじめと

する救援物資送付の動きを加速する一つの原因

になったと推測される。

以下、米国内主要紙の記事の内容を紹介する。

地震の発生をトップ ・ニュースで報じる米国の新
聞各紙

■日本の耐震設計について
建設省の技官等が日米技術協力会議等の場で、

日本の建築基準や各種規制が米国に比して厳し

い内容であるのは大地震から人命を保護するた

めである等と従来より主張していたこと、また

ロサンゼルス地震時に日本側がアメリカの基準

や施工を問題視するコメン トを行った経緯も

あって、その意趣返し的にかなり手厳しい記事

や社説が掲載された。

「今回の地震は、日本では地震への備えは万

全であると誇ってきた日本人の幻覚にも痛撃を

与えた。日本の人々は子供の頃から大地震が起

こった時の対応を教えられ、道路や建物は十分

な耐震設計がなされていると繰り返し聞かされ

てきた。しかし、火曜日の地震は自然の力を改

めて思い起こさせ、地農の衝撃を減殺するビル

は作れても完全な耐震ビルは決して作れないこ

とを明らかにした。 1年前のロサンゼルス地簾



の被害状況を見てこんなことは日本では起こり

えないと確信していた多くの日本人は、実際に

それが日本で起こり得るのだということを身を

持って知らされたのである。」(l/18 ニュー

ヨーク・タイムス 1面）

「1987年のカリフォルニア ・オークランドの

地震同様、今回の地震で日本の橋や高速道路は

大きな被害を受けた。近年の一連のカリフォル

ニア地震の被害状況を見た日本の技術者は、

『日本の橋梁や建物の設計は優れており、大地

震が起きても十分耐えられる。』と自慢げに

語っていたが、今回のマグニチュー ド7.2の地

震はそうした高慢な日本の技術者達にとっては

十分過ぎる教訓となった。 … • •：技術者達はより

耐震能力の高い建築方法を考えだし、また地震

のより正確な予知も可能になるかもしれない。

しかし今回神戸を襲ったような大地震が起きた

場合、その被害を完全に避けることは将来にお

いても恐らく絶対に不可能であろう。 」 (1 / 

18 ジャーナル ・オプ・コマース社 社説）

「神戸の地震は日本人が自ら考えていた程に

は地震についてよく知らなかったということを

暴露した。 ……人口140万人の大都市神戸は道

路も建物もマグニチュー ド8.0以上の地農にも

耐え得るように設計されていたが、……火に巻

かれて燃え上がった木造の古い家々と同様に近

代的なビル群も倒壊してしまった。……日本は

おそらく世界で最良の地震に関する緊急対応シ

ステムと公教育制度を備えているはずだ。日本

にないのはこの種の災害に対する保険制度であ

る。日本は今後更なるより大きな災害に見舞わ

れる可能性もある。日本を始めとして地震災害

を経験した地域はその経験を活かし、来たるべ

き災害に対して早急な備えを行うべきであ

る。」 (1 /18 ボルチモア ・サン 社説）

「日本とアメリカはそれぞれ独自の異なる耐

震設計基準を持っていたが、火曜日の神戸の大

地震と昨年の南カリフォルニアの地震はこ うし

た日米の最先端の耐震技術を打ち壊してしまっ

た。我々の技術のどの部分が有効に機能し、ど
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の部分が役に立たなかったかを検証することは

非常に重要である。……しかし耐震構造物を作

る技術が存在しても政治的、財政的問題をクリ

アしない限りその技術は実際に適用され得ない。

耐震構造化のために多額の経費を支出しようと

すれば政府の財政支出の削減を要求している多

くの国民の強い反対に直面するであろう。」

(l /18 シアトル ・タイムス 社説）

「先週大阪で開かれた地震会議で、ある米国

人の参加者は、 『日本は常に日本の建築基準は

世界のどの国よりも厳しいから地震による大き

な被害などあり得ない、という傲慢な態度を

取ってきた。』と話し、また 1年前のカリフォ

ルニア地震の後、日本の建設省は、 『アメリカ

の高速道路の設計は日本とは違っている（注：

これは 「劣っている」という意味である） 。日

本の高速道路は安全である。』とうそぶいた。

こうした独りよがりの自己満足は、 20秒間続い

たTNT240キロ トン以上の地霞によって吹き

飛ばされてしまったのである。」 （ニューズ ・

ウィ ーク 1 /30号）

●被災者の悲しみの声

被害に遭った被災者の悲嘆に暮れる姿を報じ

る記事は連日紙面を埋め尽くした。余りの被害

の大きさと悲惨さに多くのアメリカ人は心を打

たれ、義援金口座には大口の企業等からの寄付

とあわせ10ドル、 20ドルという決して豊かでな

い層からの生活費を切り詰めての少額の義援金

も多く寄せられたと聞いている。一部の記事を

紹介する。

「アバー トが崩れて生き埋めになった時、私

は下の階に住んでいた家主さんに『助けて ！』

と叫びました。その時は彼の奥さんと12歳の子

供が死んでしまっていたことが分からなかった

のです。彼の奥さんは子供をかばうように倒れ

ていましたが、もう 2人とも死んでしま ってい

ました。私たちは心臓マッサージをして生き返

らそうとしたのですかもう遅すぎました。即死

だったのです。」 涙で目を瞬かせながら彼女は

小さな声で話した。 (1 /20 ニューヨーク・

タイムス）



「黒こげになりまだ煙のくすぶる家の焼け跡

の前で、彼女は数珠をしっかりと握りしめ、頭

を垂れて祈っていた。地震の後、すぐに家が燃

え始め、彼女の叫び声を聞いた近所の人達は瓦

礫の中から彼女と 2人の親戚の人を助け出した。

しかし彼女の両親は瓦礫に完全に埋まってし

まっていた。彼らは両親を助け出そうとしたが、

物凄い火勢の中でそれ以上その場所に留まるこ

とはできなかった。 『近所の人達は私の両親を

助けようとしてくれました。私は彼らの名前も

知りません。でも彼らはここに駆け寄り必死に

なって両親を助けようとしてくれました。』 彼

女は静かに語った。」 (1 /19 シアトル・タ

イムス）

「生き埋めになった人の救出作業に当たる24

歳の自衛隊員はこう語った。 『今日私は 3人の

人を瓦礫の下から引き出しました。しかし皆死

んでいました。こんな仕事は初めてです。私の

義務ですからやります。でもみんな生きていて

ほしかった。』 」 (1 /20 ニューヨーク ・タ

イムス）

■行政の対応
行政の救助・救援措置については、政府の対

応を批判する日本の新聞報道の論調をそのまま

伝える形で報道されており、批判一色という状

況である。このため見出し等でも行政対応への

市民の怒り、不満を表すものが多いが、記事の

本文中ではそうした意見への反対意見も掲載さ

れることが多く、見出しから受ける印象に対し

て比較的客観的な報道内容となっているものが

多い。神戸市等の自治体への批判も一部にはあ

るが、全体的には日本政府の対応への批判が集

中している。神戸市関連の記述があるものを中

心に紹介する。

「行政への怒り高まる 一火曜日の地震は彼の

家を破壊しただけでなく、当局への信頼をも破

壊した。神戸市役所のロビーで足を踏みならし

ながら彼は息巻いた。 『当局にはおにぎりを配

るほかにもやっても らわなければならないこと

は沢山ある。それに保険会社は地震保険に入っ
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ていなかったから保険金の支払いを拒否してい

る。祖父の時代から彼らは保険料を早く払えと

家族に催促し続けていたのに今は姿も見せない。

この社会は一体どうなっているんだ？』……現

在大きな問題となっているのは、この避難者問

題が日本の連立政権を崩壊させるほどの政府不

信を引き起こすかどうか、また長期的に日本の

社会制度への信頼を損なうかどうかということ

である。これまでのところ、彼のような不満を

述べるものはそう多くはない。冷静に自分の置

かれた現状を受け止めている市民もいる。千五

百人が避難している吾妻小学校で彼は、 ・『役所

はよくやっていると思います。救援の遅れと避

難者の問題はこんな状況の下では世界のどこの

国でも起こり得ることです。』 と語る。 ……一

方、日本のテレビ放送は被災者の増大する怒り

の声を全国に流している。日曜日に、神戸地域

の小学校に避難している 5人の被災者と東京の

無表情な顔をした政府閣僚達とのトークショー

があったが、その学校の校長は目に涙をためな

がら、 『あなた方はここで何が起こっているの

か全く分かっていない ！』と叫んだ。行政の能

力を疑問視する者も出始めている。 『行政の

リーダーシップがないから一般の国民が救援活

動に参加するしかないんです。』と東京のOL

は言う。もちろん被災者自身の努力が十分でな

いと言う者もいる。 『人々は行政がオールマイ

ティーだと頭から決め込んでいる。神戸の被災

者は座り込んで不平を言うだけではないです

か。』 と同じく東京の40歳の会社員は言う。現

在のこうした不満がどれだけ広がりをみせ、ま

た変化を嫌う日本人の間に行政への反感を引き

起こすほどに長く続くかはまだ不明である。地

震で大きな被害を受けた神戸周辺の人口二千百

万人を擁する近畿地方においてさえ、住民は多

くの非難を受けている行政に同情的なのであ

る。」(1/24 ウォ ール ・ス トリート ・ジャー

ナル）

■日本人の特性
当初は、不可解な日本人という従来の日本人

観から、皮肉混じりに被災者の行動を取り上げ

るものがあった。以下はその一つであり、肉親



と家をなくしながらも客から預かった衣服の心

配をするクリーニング店主の記事である。

「ビジネス志向で顧客サービスの精神が染み

ついたこの国では、こうした巨大地態でさえも

この性癖を変えられないようだ。クリーニング

店を経営していた森本氏は家と店を失い姉をも

亡くしたが、彼が瓦礫の中で探していたのは家

族の形見ではなく客から預かったシャツや服で

あった。 『お客さんにクリーニングをして返す

のが私の責任です。』 と彼は言い、神戸では略

奪行為は起きていないにも関わらず、客の服を

盗難から守るために彼と彼の家族は凍てつく路

上で寝たのである。 一方で、水も食料もなく快

適でない避難所に居るにもかかわらず、迷惑が

かかるから親戚の家には行かない、という人々

の態度にも日本人の特性が見て取れる。 『日本

の家はその家族が住むだけの大きさしかない。

子供の家にいるより避難所の方が気が楽だ。』

と避難者の一人は言う。」(1/20 ニューヨー

ク・タイムス）

しかしこの種の記事はすぐに姿を消し、こう

した災害があると米国では当たり前のように起

こる略奪行為が殆ど見られないこと、苦境にあ

る被災者同士の国籍を越えた連帯と助け合い、

乏しい物資と劣悪な生活条件の中で忍耐強く秩

序を守る人々の姿が米国人を驚かせ、称賛の記

事が見られるようになる。

「我々の心と祈りが神戸の人々に届けられよ

うとしているこの時にまた、我々は被災地神戸

の人々の勇気と強さと優しさに強く心を動かさ

れる。家をなくした人々は乏しい食料を通りか

かった人々と分け合い、商店主達は商品の価格

を上げるどころか困った人々を助けるために安

売りをしている。地震で壊れて無人になった商

店からの略奪行為は皆無に近い。数えきれない

程多くの人が被災した人達を助けようとしてい

る。そして人々のこうした優しい思いやりの精

神は外国人にも、そして在日韓国人の人々にも

同様にさしのべられている。 …• ••時が経つにつ

れ、神戸のビジネスも交通機関も完全に修復さ

41 

れ、ダメージを受けたビル群も立派に再建され

るであろう。 しかしこの神戸の地に育まれ息づ

いてきた人々の崇高な精神は、この大地震に

よっても壊されることなくしっかりと生き続け

ていることを我々は自らの心に銘記しておくべ

きである。」 (1 /25 クリスチャン・サイエ

ンス・モニター 社説）
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第2章 人的被害の状況

1.死亡者の状況

地震による死亡者は平成7年 8月31日現在県

内で5,480人で、そのうち神戸市内で4,319人（全

体の78.8%）が亡くなっている。4,319人のう

ち身元不明が 9人あり、これについては性別等

判別ができない。 したがって性別等の分析にあ

たっては4,310人をベースにした。

区別の死亡者数は表 2-1のとおりだが、震

災前の市内の人口（平成7年 1月 1日現在）に

占める割合は、市全体で0.3%、死亡者数の多

かった東灘区、灘区、長田区ではそれぞれ0.7 

％と、被害の大きさを物語っている。

表2-1 区別の死亡者数 （平成1年8月31日現在）

（単位：人）` • ,__, ・『-I 

: 区

死亡者数 7. 1. 1現在人口 人口に占める

死亡者数の

(A) (B) 割合 (A/B)

東灘 1. 416 191,716 0. 7% 
灘 904 124,538 0. 7% 
中央 228 111,195 0. 2% 

兵庫 510 117,558 0.4% 
北 8 217. 166 0.0% 
長田 874 129,978 0. 7% 
須磨 (1) 364 188,949 0. 2% 
垂水 8 237,735 0.0% 
西 7 201. 530 0.0% 
合計 (1) 4, 319 l. 520, 365 0.3% 
注：死亡者数欄の(I)は行方不明者

つぎに、死亡者の性別をみてみると、 4,310

人のうち男性が1,794人で41.6%、女性が2,516

人で58.4％となっている。霙災前の人口（平成

7年 1月 1日現在）の男女比が男性48.l%、女

性51.9％なので、女性の死亡者の割合が高く

なっている。

年代別の死亡者数は表 2-3のとおりだが、

多い順から①70歳代 • 869人（全体の20.2%) 

②60歳代 • 836人 (19.4%）③80歳代 ．673人

(15, 6%) ④50歳代 • 6l6人 (14.3%)⑤40歳

代 ・355人 (8.2%）で、以下20歳代、lO歳代、

30歳代、 10歳未満、 90歳以上の順となっており、
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60歳以上が2,484人で全体の57.6％を占めている。

神戸市応には、 震災当時約4万4千人の外国

人が居住していた。市内に住む外国人の約85%

が韓国 ・朝鮮、中国の人々であり、人的被害に

ついても、これらの国が多く、特に在日韓国 ・

朝鮮人が多く住む長田区では、倒壊、 火災の被

害が大きかったため、死亡者も多かった。外国

人の死亡者は173人で全体の4.0％で、表 2-4 

のとおりである。

一方、死因別は表 2-2のとおりだが、これ

をみると圧死及び窒息死が3,150人と全体の

73.0％を占めており、強い地震により瞬時に家

屋が｛到壊し、その下敷になって亡くなった方が

多いことがわかる。

表2-2 死亡者の死因別一覧 （平成7年8月31日現在）

I~ 圧 死 出 血 焼 死窒息死 カ・1り死 火焼死

東灘 l.2訂 31 8 

灘 726 24 78 

中央 140 6 25 

兵 庫 309 10 62 

北 I 

長田 474 7 13 

須磨 272 8 1.2 

垂水 2 

西

合 計 3. l50 87 198 

比（％率） 73. 0 2. 0 4. 6 

損傷等 1. 7% 
＼ 

焼死・火焼死
4. 6% 

出血・m9死
2.0% 

（単位：人）

焼骨 損偏等 その他 合計

34 16 98 I, 414 

20 57 905 

12 45 228 

44 7 76 508 

8 ， 
246 14 l22 876 

4 4 64 364 

7 ， 
2 4 6 

328 75 48l, 4. 319 

7. 6 I. 7 ll.l 100 

（邸県悴察本部、市民知局調ぺ）

圧死・窒息死

73.0% 



表2-3 年代別の死亡者数

（単位：人）

総計 0-9 l0-l9 20-29 30-39 40-49 50-59 60-64 65-69 70-74 75-79 80-84 85-89 90-94 95-99 LOO-

東 男 585 26 40 67 32 64 89 52 61 49 31 40 24 10 

灘 女 831 31 57 66 34 88 118 63 72 8l 65 81 51 18 6 

匿 計 1.416 57 97 133 66 152 207 115 133 130 96 l2l 75 28 6 

灘 男 384 21 16 55 17 31 49 46 33 33 23 32 23 3 2 

女 520 14 26 34 19 35 70 51 63 65 46 57 23 15 2 

区 計 904 35 42 89 36 66 119 97 96 98 69 89 46 l8 4 

中 男 1 1 L 2 5 8 11 27 8 16 7 10 12 4 I 

央 女 117 5 2 II 4 3 14 11 12 14 12 15 12 2 

区 計 228 7 2 16 l2 14 41 19 28 21 22 27 16 2 1 

兵 男 224 10 13 12 ， 22 52 20 17 19 15 25 6 2 2 

庫 女 281 ， 8 12 10 18 36 23 38 38 40 23 20 5 l 

区 計 505 l9 21 24 19 40 邸 43 55 57 55 48 26 7 3 

北 男 3 l I l 

女 5 1 I I l l 

区 計 8 l 2 1 2 l 

長 男 332 11 10 14 12 21 41 38 42 37 39 44 18 5 

田 女 540 l5 、19 18 l7 34 70 46 54 80 76 54 36 16 5 

区 計 872 26 29 32 烈 55 111 84 96 117 ll5 98 54 21 5 

須 男 l46 5 5 10 5 12 18 l2 15 18 15 16 l2 l I I 

磨 女 2l6 7 ， 14 1 l3 28 17 24 20 28 24 17 7 l 

区 計 362 12 l4 24 12 25 46 29 39 38 43 40 29 8 2 t 

垂 男 5 l I I 2 

水 女 3 I 2 

区 計 8 1 1 2 2 2 

西 男 4 l l l l 

女 3 l 2 

区 計 7 1 2 l l 2 

合 男 1. 794 75 85 164 83 162 279 l77 185 165 135 169 87 21 6 I 

女 2.516 81 121 155 91 193 337 211 263 300 269 257 160 63 15 

計 計 4. 310 156 206 319 174 355 616 388 448 465 404 426 247 &i 21 l 

47 



図 2-1 年代別の死亡者数
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表 2- 4 外国人の死亡者数 （平成1年7月25日現在）

（単位：人）

総 計
韓国

中 国 プラジル ミtン'-連邦 7 I 11 t''/ アメリカ インド t -1卜う').f イスう 1)し 不 明
朝鮮

東 男 ， 4 l 3 I 

灘 女 16 4 4 5 2 I 

区 計 25 8 5 8 3 I 

灘 男 12 6 5 l 

女 8 4 4 

区 計 20 10 ， I 

中 男 l4 3 ， 1 .I 

央 女 14 3 10 I 

区 計 28 6 19 1 l l 

兵 男 6 2 3 l 

庫 女 5 3 2 

区 計 11 5 5 I 

北 男

女 l l 

区 計 l 1 

長 男 27 24 3 

田 女 46 44 2 

区 計 73 68 5 

須 男 6 5 l 

磨 女 ， 8 1 

匿 計 15 13 1 1 

垂 男

水 女

区 計

西 男

女

区 計

合 男 74 44 22 3 I J I l l 

女 99 67 22 5 2 2 I 

計 計 173 111 44 8 3 2 l I I i l 
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0新聞に見る被災の状況
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被
災
者
の
方
々
の
、
そ
の
叩
叩

災

け
て
「
助
け
て
、
お
母
さ
ん
が
頼
ん
で
乗
せ
ま
し
た
。
阪
神
庫
に
降
り
る
と
、
消
防
車
や

大

「瞬
潤
」
の
証
言
を
お
寄
せ

i

i

＝

頭

か

ら

布

団

か

ぶ

る

け
が
を
し
て
」
と
叫
ん
で
い

庸
駅
の
あ
た
り
で
焚
は
し
品
、
救
急
閉
な
ど
九

＿

＿

＿

一

震

下
さ
い
。
ど
の
よ
う
な
行
勁

一
[

血
血
中
国
江
蘇
省
無
鰈
市
出
身
さ
せ
、
蛍
光
灯
と
か
い
ろ
ん
ま
し
た
。
通
り
か
か
っ
た
経
事
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も
消
防
車
が
来
台
が
こ
ち
ゃ
r
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ち
ゃ
に
な
っ
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神
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阪

を
と
ら
れ
た
か
、
何
を
覇
切

g

悶
で
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昨
年
四
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か
ら
神
戸
大
な
物
が
落
ち
て
き
た
ん
で
ト
ラ
ッ
ク
に
、
そ
の
母
親
を
な
く
て
私
も
住
民
の
パ
ケ
ッ
て
い
た
。
閣
囲
の
状
況
は
す

＝
学
教
育
学
部
に
自
賣
腎
学
中

す
。
無
錫
に
地
震
は
あ
り
ま
病
院
に
運
ん
で
も
ら
う
よ
う
リ
レ
ー
を
手
伝
い
ま
し
た
。
ぐ
に
は
つ
か
め
な
か
っ
た
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町

い
晨
か
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自
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令
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住

民

の
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声

浴
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が

ら

る
醤
が
咽
り
始
め
て
、
「

最

動
出
め
た
。
卸
製
家
屋
の
視
さ
れ
る
現
想
か
ら
は
、
家
先
は
翡
胃
5
3
9
5
1
=

＝
怖
く
て
怖
く
て
、
布
団
を
け
が
慌
て
る
の
は
恥
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か
し

悪

の

事
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の
輪
郭
が
ぽ
ん
狽
湯
へ
向
か
っ
た
が
、
惨
状
族
や
近
所
の
人
か
ら
激
し
い
毎
日
新
間
大
阪
本
社
「
証
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取
材
班

(F
A
X
0
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＝
頭
か
ら
か
ぷ
っ
て
、
伏
せ

た
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と
、
ま
ず
思
い
ま
し
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ね
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神
戸
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東
灘
区
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東
灘
消
磨
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落
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一
や
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浮
か
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で
き
た
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は
想
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を
超
え
て
い
た
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ぱ
声
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浴
ぴ
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ら
も
後
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追
絡
が
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れ
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必
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~
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お
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し
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な
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倒
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な
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防
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、
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膜
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存
の
し
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十
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出
る
と
、
若
い
っ
た
馨
員
（
救
急
救
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士
）
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だ
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地
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で
は
な
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と
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す
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協
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当
て
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救
可
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享月

I l内は避緬所になっている学校名。
氏名、年齢、男女別の次は住んでいたな
の状況（いずれも本人の判定） • ←咽U」
は一郎損以、 「なし」は被筈なし。政称略

E三l 年 匹

『.柑11I"’3..仕渭司閲漕
＂＂渭区・御影凛汲 J
伊藤年 49男全域不造はあかん。旭四はひとことだった
上田殿 71男なしクンス倒れたが、布団に助けられた
内山弘子 42女 半壊 1919の11.tlll場が崩れ沿もた
江1a1a::賢 49!.IJ 全哀一瞬宙に浮いてベッドに沼ちた感じ
大約防康 45男半製今になって「活雨図Jと言われても....
天谷実治 71!13 全域もう瓦（かわら）は使いたくない
匹潤 42鉛全壌神戸で地震など起きないと屈ってた
環井倫夫 5J!}; 燐矢隣家の2閉部分が即aRんできた
佐藤 昭糾： B69」 全頌却Tを出して通行人に救助された
藤沢良一 469う全痕木途で屋根が1llいのはあかん
幽m 郁干 42女一部ガス爆発かと忍った。吹き叩かされた
舛本 99Il—• 44り； 半填木造、マンションともぷiい昭の方が安全
澗田次郎 51労なし六甲山力1匹火したんかと以うた
クむ9-6893 半慄火災保険は入っていたがi紅夏はまさか．．．．
田田弓雄 71l男半域物をあまり沢いていないのがよかった
（既名） 38男一部ペッドがトランポリンのようやった
（ぼ名） 祇叫全：壌神戸市が家を解体してくれるのを灼つ
（直名） ―女全環注に荻まり動けなかったが救出された
（東漑区 ・四11,-,Jヽ竿拉I
石rrI 昭政 87男全域玄関のドアをけ破ってやっと外に出た
如 IJヽ武 73女 令頌タンスを翌に固定しておらんかった
上巾 敏弘 5193 全娯とうやって逃げたか党えてない
片岡山呈 61女全域 ドスーンときた。少し失神したみたい
小山痘子 訓女 一部まくら元にあった悩中霜灯が役立った
旧谷区央子 61女 命製台騎対策はしてたが、まさか地震は••""｝)t 柑9 79刃 全域いい瓦だったのが裏目に出fc
（ほ 名） 71出全壊 1閉に下りよるとしたらPll'殴なかった
暉名） 65女半墳神戸に地霞はけえへんと忠うとった
（ぼ名） 63女一部今後、金錢的メドは全く立ってない
［潰ぼ ．i!!i漑ヽ J`忙校）
阿双谷英雄 56男 半幽 J也茨というより物が崩れ落ちる感じ
切井由突r-51女 一部注物が住めるかとうか只固めつかない
安flJ tt夫 80男一部ガス・水道なと迎ったら家に戻る
生l:B 悔雄 789!半馘倒れるクンスを仏illが支え、命拾いした
石田順一 収）刃全壊 111ml防籾Sつぷれた。起きてたのが幸い
石本カリ」印男全域はっきり言って他人9J(9Cと忍らてた
井に光江 38女企壌 1111'1にいたが立ち上がると2閉の部訟
巫てる 79女全域暗やみを逃げるとさ慎中霜灯役立った
小倉旧子 75女半壌 ドア閲力）ず、窓ガラス割って救出された
小西亥り3OOりl半域町JS直撃したのかと忍った
後藤沢i 70り全悶見栄え思いが磁根の脳いプレハプがよい
斉藤に心ざ閉全；娯生死はほんの紙ーm
飛田巧 47刃全磁がれさからm出したら円の前に2閉
藤1点 9が司 46刃全哀判1し入れに認れようと忠ったがとても...
船砂江子 58女半製プロックが翻に昭ち、ドアもふさがれた
布Jill 纂ilt OO女半域浜の方はこゎい。山の方へ移りたい
前mゃよい 43女 なし倒れるタンスとテレビが支え合い命拾い
八幡正痙172刃全媒下激きになり0時 lllJ夕動きとれなかった
山下キヨチ 6]女全嫡マンションが音を立てて印き、 11!1念した
古!:!!,f野 59児全蕊体力1部展中をJ；下したような感じだった
和田トンチ鉛女全域 ドーンと突き上げられ、家は一気に崩蕗
（四名） 73刃全壊突さ出たガラス。遠CI9匹灯が役立った
（ぽ名） 65刃半製燦根の下敷きになった衷を救えなかった
（傾名） 51男全製わずかにできた空1111に救われた
（ぼ名） 789う企製布団が招下物から守ってくれた
（四名） 49男一部なるぺく上の11l'1の方がいい
（ぼ名） 79女半戯屈い出したら恐ろしくなって震えがくる
(R2 名） 45女企幽 シロアリに食われてた仕が折れた
（［ば名） 439] なしタンスを諷いていなかったのがSういした
（ぽ名） 43女全填 2閉部分がずれて1閉の前に沼ちた
（長田区・ニ定小学校l
ぶX 窓子沈女なし揺れはジェットコースターの感じだった
奥山のふ=t- 62女全壌 下りようとしたら1階つぷれ即段がない
闊崎炎紐i67仇J 一部ガラス突き出てた。演I‘"電灯ほしかった
後M内 じ 699} 半源 J也誕もなくいい所と思っていたのに••"
小羽追にこ 即9l 全磁［下数きになったoU波で死ぬと忠った
今野な”a)女半製逃げようとしたが窓が1i1lかず動転した
坂本追一~ X)男半磁寝ていたら磁限の木材が珀ちてきfC
新f丑嗣平 62男 Iよし 寝ていたらタンスの下敷きになってた
諏切ヨシチ 6.1女況火今後のことを考える余硲はあらへん
ll!Iぷ戊咲 (i2％半域飛び山していたら瓦に当たっとった
武）卜勲 41リ』なし陀っていたがテープルとと市に存いた
辻 1全次 団男全娯猫が跳びむ滋．手を踏んだので気づいtc:
寺fd 殴広 62刃なし一瞬のことで党えていない
t本一• 269} 全域 1選IunIIに家只を固定しようと話してた
占fIJ 11l位 32女 なしスレー ト盗りの新築で被みはなかった
(Iば 名） 53女半磁木造は弱い。プレハプが残っている
((1i 名） 62ツ ・全填ぶ印＇を出しても波＜鳩mなく困っている
(II! 名） 71男半礫~家主が悶て酸えてくれればいいのだが••••
(1迅名） （｛汝全域タンスの下敷きになり夫に助けられた
(Rf 名） 62り仝頌防災匹の指平なかっ1c．腹が立つ
［長田区・ロ984と校1
赤崎充代 46女．一部前l：Jにも）也沢があり、試にはしていた
大濤炉ひさの82女令域 ドドド••••と店がした。下敷きになった
19嘩淵章 ス児 燐失地霰の対策fふピょるっきし考えなかっ9C
木村垣一 祁り↓全壊 llllltJ激しく起さようにも体を起こせない
三枝＝•-― 夫 46リ」 全域会社も畑け焦切り虚諏になってしもうた
佐紬州宏 62り全幽クト1朽が崩れ玄閲から出られなくなった
OOII襟｝江 75女仝演神戸は住みやすい土地と思うてたのに
武ro通干 印女全製恢ててガラスで足を切り 5針縫 った
名mooo智子お女全域倒れかかる物が途巾支え合いfれ撃追れた
西fJ;( お子 a)女全填限政力1折れ直撃。 30分後、助けられた
筍木やすゑ お女一部血物も古いが地因のぼが過ぎてい9C:
磁村籾雄鴻刃半嬢ガラスが歌乱。靴下はいててよかった
平JII協三 祁男半浪地震は関東より向こう0)砧と忍うとった
脳mニヒ一郎 おリ』 半域仮設住屯の当たる日をただただ符つ
只屯ぷカナ 76女 半磯昭やみのなか床を触ったら憚土だらけ
訟村治夫• 曲）全頌ダンブが飛び込んで来たのかと思った
三て秤払 54リJ 全製りれるタンスがテレビでJヒまりl]/Jか った
山口久邸 55刃全域わすかなすきIll)を行き来して出口深した
山崎 さ配天 659j 全屎ほんのわずかの差で紹下物の屈撃逃れた
(111 名） 53女一部食器叩の下癌さ~0 m団がクッシ＂ンに
（ぼ名） 39り半製余震の度に建物の印斜が激しくなる
(Ill 名） ~l女全域のしかかるttを力をふりしぽりとけた

｀閾疋駅匹1nざi>3.8S0円、l鬱•}償旧)110円（タlll)SOl'I 累珊船慢物はn
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そ
の
一
瞬
で
、
五
千
一
百
人
を
超
え
る
人
が
磁
性
に
な
り
、
十
五
万
戸
を
超
え
る

裔
が
慣
製
し
た
。
「
生
」
と
「
き
を
分
け
た
の
は
、
ほ
ん
の
偶
然
の
鳩
合
も
多
い
．

突
然
の
激
し
い
揺
れ
に
虞
わ
れ
、し
か
し
、
生
還
し
た
人
た
芸
を
g
験
ば
ひ
と
つ
ひ

と
つ
が
生
々
し
く
、
そ
の
体
験
阪
は
災
宙
時
の
対
応
に
つ
い

M
ホ
峻
に
窪
ん
で
い

る
。
神
戸
市
の
中
で
全
拉
に
大
き
な
破
宙
が
出
た
東
瀧
、
潤
、
経
m各
区
の
翌
罰

所
五
カ
所
で
、

被
災
者
百
人
に
体
験
rぷ
四
い
た
．
一
覧
衷
と
グ
ラ
フ
の
通
り
だ
。

一国疇曙． M聞一
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布
で
避
け
た
ガ
ラ
ス
片

っ
さ
に
ベ
ッ
ド
の
下

を
頭
か
ら
か
ぶ
り
、
吻
が
飛
び
イ
ト
を
つ
け
る
と
邪
足
の
あ
ち

交
ろ
腐
か
ら
庭
へ
隠
よ
う
こ
ち
に
切
れ
て
先
姻
の
と
が
っ

に
し
て
逃
げ
出
し
た
．
た
ガ
ラ
ス
や
陶
器
の
破
片
が
が

必
死
で
り
を
と
う
し
た
か
よ
か
び
上
が
っ
た
．
も
し
、
暗
や

く
丸
え
て
い
な
い
。
家
は
＾
占
壌
み
の
中
を
動
い
て
い
た
ら
・
・
・

だ
っ
た
。
沼
為
急
多
少
と

'
90

り
戻
し
た
と
こ
ろ
で
、

薄
明
か
長
田
区
の
讚
村
＂
雄
さ
ん

り
の
虫
で
、
ふ
と
毛
布
を
与
9

全
＾
沼
前
の
節
の
寒
さ
了
虹
下

と
一
面
に
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
突

を
は
い
て
寝
た
の
が
よ
か
っ

名

さ

っ
て
い
lc.
「も
し
、
た
．
出
目
を
倒
れ
た
タ
ン
ス
な

あ
れ
を
か
ぷ
っ
て
い
な
か
っ
た
ど
で
ふ
さ
が
れ
た
た
め
、
床
に

ら・・
・・・
・」
。
福
井
さ
ん
は
思
い
ガ
ラ
ス
片
が
散
乱
す
る
中
を
出

山

t
g霰
い
す
る
。
口
を
求
め
て
歩
き
回
っ
た
が
、

同

の

上

m厳
さ
ん
（8
-
滋

け
が
を
せ
ず
に
す
ん
だ
．

布
団
に
救
わ
れ
た
。

幽
℃

い

拙

灘

区
C

マハ
t
畑正
m
8
Uん（
3
-
ー）

れ
で
伺
も
で
き
ず
、
た
だ
三
枚
は
全
悶
し
た
家
応
の
中
か
ら
六

の
翔
惇
乏
る
ま
っ
て
、
身
を
匝
叫
後
に
救
出
さ
れ
た
。
囚
阻

小
さ
く
し
た
。
タ
ン
ス
が
倒
の
は
り
が

mれ
沼
ち
る
の
を
見

れ
、
四
撃
存
た
が
、
布
団
て
と
っ
さ
に
ベ
ッ
ド
の
下
に
も

が
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
。
け
ぐ
り
込
ん
た
。
そ
の
ま
ま
一

が
は
な
か
っ
た
．

切
、
身
動
き
で
き
な
く
な
っ
た

や
は
り
塞
躙
区
の
小
届
子
も
の
の
、
落
下
物
の
収
撃
は
追

さ
ん
（お巴
は
枕
R

（
ま
く
ら
も
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

神
戸
市
東
沼
区
の
福
井
沼
さ
と
）
に
繊
い
て
い
た
懐
巾
霞
灯

ん
（
だ
）
は
口
宅
（
木
造
平
競
）
が
、
ガ
ラ
ス
か
ら
身
を
守
る
の

の
窪
箪
で
震
て
い
た
。
敵
し
い
に
役
立
っ
た
。

タ
ン
ス
が
も
の

涸
れ
で
家
は
ギ
シ
ギ
シ
と
音
を
す
C
い
勢
い
で
割
れ
、
ガ
う
ス

た
て
、
庄
や
児
が
大
き

4
笞
の
飛
び
散
る
音
で
目
を
況
よ
し

始
め
た
。
慌
て
て
跳
び
起
き
た
。
部
展
は
真
っ
昭
。
手
探
り

た
。
と
っ
さ
に
手
に
し
た
毛
布
で
碑
中
霞
け

2と
探
し
5
℃
｀
ラ

ヘ

朝日新聞 2月9日 朝刊
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第3章物的被害の状況

第 1節建築物の被害

(1)市街地の建築物被災

被災市街地の面的な建築物被災が一律に調査

されたものとして、日本都市計画学会関西支部

と日本建築学会近畿支部都市計画部会が合同し

ての震災復輿都市づくり特別委員会による被害

実態緊急調査（被災度別建物分布状況）がある。

この調査では、被災地の約54万 3千棟が現地

調査され、 ABCランク（一部損壊・ 半壊 ・全

壊に相当） 別に色分けされた図集が印刷発行さ

れているが、数巣 ・位置などのデータは現在ま

だクリーニング中で、中間集計の速報によれば、

中高屈建築物に比べて低層建築物の被災が多く、

以下のとおりである（建設省建築研究所で集計

中） 。

図3-1-1 被災度別棟数

I ■全壊睡中程度 閏 軽微 □無被害I

中高屈建築物

低僭建築物

t
 

―

--l"
 

合

0 5 IO I 5 20 25 30 35 

棟数（万棟）

図3-1-2 被災度別棟数比

I ■全壊睡 中程度 軽微 □無被害 ！

中高恩建築物

また、これらのデータを街区毎に解析した街

区別の被災状況図（製作：建設省建築研究所ほ

か）によれば、 90％以上倒壊地区は須磨区 ・長

田区 ・兵庫区の中央から山手にかけ、灘区 ・東

灘区では中央から浜手にかけて分布している。

また、 50％以上倒壊街区は、六甲山麓から南に、

中央区の一部を除いて神戸既成市街地全域に広

がっているのがわかる。

須磨区の半壊地区

中央区のピル崩壊

低貯建築物

,
1
 

m
-n 

合

0% 20% 40% 60% 80% 100% 
棟数比 （％）
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表 3-1 -1 建築物被災度調査 （棟数、延床面積）

全壊又は大破 中程度の損似 軽微な損傷 被害なし 未 調 査

西宮市 低層 9.、164 7.460 16,291 30,533 18,215 ........... 
ー 一 ー・・疇•一— ............-.. --.... -........ “・ー・・・・・ー・・・・........疇•一...ーー・・冒・・・・・・・·トー 一 .... -- .. .．疇•.．． ．． --• 

86,798 中高屈 180 26] 766 3,671 257 
芦屋市 低 陪 2,805 l. 437 2. 983 4,214 3,518 ........... ・・・・・・・・・・・・-------・ ................ "'..・ . -........ -..―・・・..-・・・・・・・-・・・・-・・・・・・・ ............. ー・....
17,355 中高層 134 110 427 1. 473 254 

東灘区 低眉 8,130 3. 766 4, 141 7,884 6,361 ........... . ---- ....ー・•-----囀............. ...-------・・・・・．.. -... -. -. -............. --. -. •.••.•.•.• ·• +........ 
35.078 中高屈 490 413 913 2,483 497 

灘区 低 圏 5會259 2,396 4.517 5,278 6,650 .......... .................... ... ..．．．．.... --.. -會.........----...... .．．・ • • ・ • .底...., .-• ~ * ▼ 會會●ー・.--.ー・-........
28,106 中高層 282 173 387 1. 338 1.826 

中央区 低層 l. 539 2. 064 4,348 5,849 3,526 . -........ - . ---............... 
一三 一 “•疇•●ー・一▼ー・...............● ● ●ー・・....-.. .. -*• ● ＊・・・・・・・・....~一 ．． ．＊・・・—...... ...--. 

25,088 中高陪 545 612 I. 547 4,469 589 

兵庫区 低 層 5,088 4,493 7,428 6,301 2,804 ．．．▲ • --— ー ・ ............ -.....．̀ • ・・・・・・・・-・・・・・-----・ ........... --...... -・・・・・・・-・・--・・ー・・・・・ ........雫...........
31, 185 中高層 681 517 1. 293 2. 253 327 

長田区 低屈 9,336 5,758 8. 796 6, 110 3,139 ー・・●● ● ● ● 9一．．... -......・・・....-.. .................... .. --＊・・・・・・・・・・・ー・＊囀 -.・・・・・・..--. ---..ー・ ●疇●＊・・・・-.-. -... -.. -
36,670 中高屈 746 393 976 1. 175 241 

須磨区 低層 4,462 3,992 3,520 4,531 2,029 ... ----. -.' ・・・・・・・・・・・・---・・・・● ．．．．場~．．．． ．．ー・ ・ ・ ..-.. -.. ---・・ー・・--.... -. -. -----..... -....... ••. + + -. -... -......事•
20,748 中高層 303 204 503 1,040 164 

垂水区 低屈 207 l, 471 8,770 9,032 7,349 ........... ........・...........ー“.．．．．．．．．.．．．.．..金→-・・・・・・ー・・・・-・・・・・・・ ..・・・・・・ • * • ------• • • ....旱．．．．．．．．．．．．＊・・
29.366 中高屈 21 54 509 I, 433 520 

全壊又は大破 中程度の損傷 軽微な損傷 被害なし 未 調 査

西宮市 低層 826,286.0 607,226.0 I. 336, 160. 0 2,921. 770. 0 1. 043. 550. 0 ・---------------・・・・ ....ヽ・・』＊ ・・・ ・ ·~ —•-... -................ ー・~ ・ー 一 ー・・・........... .................... 
8,599,304.5 中高岡 52,235.0 92,679.5 246,784.0 l. 360. 050. 0 L 12. 564. 0 

芦屋市 低図 245,676, 0 117,715.0 255,994.0 390,795.0 207. 015. 0 . --.＊・・・・・・ .．．．.．-・ • -------• --＊ 會• .．．.． ．•·ー・ ----一●ーー・・＊・・ー・・・・・----・ --.. -...... -・・・......... .曇 • . ~.噸......

1. 872, I 09. 5 中高屈 26,524.0 23,494.5 129,928.0 393,958.0 81. 010. 0 

東灘区 低囲 763.825.0 374,860.0 538,958.0 l, 342, 950. 0 467,208.0 
--・---・・ー・ ....・・・・・...........• - ................  - + ・・曇. . -. . . .. ． ． ．． . .. .. ．． ---.......疇,..．.．．．．． .. -.. +雫●● ●曹・・ ・・ ・・•--

4,957. 154.0 中高囲 105,052.0 115,813. 0 275,002.0 796,020.0 177, 466. 0 

灘区 低層 447,190.0 189. 718.0 678,962.0 538,4.10.0 533,872.0 .......... . . . . .. .......疇~． ． ． ．．
+ -.. ..... ...  --・・・・・・ ．．．疇一・..................• -• -........ ．．．．亭ー疇會ー・--.. -.・・・・

3, 283. 841. 0 中高層 65,882.5 34. 226. 5 107,625.0 352, 641. 0 335. 314.0 

中央区 低層 115,038.0 179,945.0 621. 531. 0 677,838.0 387,591. 0 .......... .................... ..雫・・・-・・・----・---・・ .......... -......... 疇．．．幽.------... -.... .......・・・＊・ ・“•●----
3,947,783.0 中高屈 143,992.0 287,164.0 449,054.0 935,872, 0 149, 758. 0 

兵庫区 低屈 367. 745.0 359,117.0 721. 910. 0 682. 176.0 187,597.0 ..........' ------------ー・・・・・・ ...雫― ― ·-· · —— ....... ・・・・ ・・ユ疇•-. ・-・-・・雫 .....・・・傘• --.. ... ・・・・・・-・-----・-----
3,390,988.0 中高居 104,167.0 85,567.5 219,224.0 582,275.0 81. 209. 5 

長田区 低屈 723,825.0 427,040.0 666,883.0 468,878.0 168,954.0 ..........' ．． ．． 傘· 尋—··- - -- ······ ・・・・・・・・・-----------・・・・・・・・------------・・・・・・・・・--------・一・ ・・・・・・・・-・--・------疇
3,236,887.0 中高屈 118, 818. 0 72,345.0 209,355.0 300,681.0 80,108.0 

須磨区 低層 355. 195. 0 319,709.0 301. 800. 0 391. 137. 0 122,720.0 ・・・-------・ ・・・・・・・・・・・------------—ー・・・・··-·---- - -- ............. -..... ............ -... -. ..... ・・・--・・・--
1. B23, 180. 5 中高層 49,440.5 31. 272. 0 94,111.5 252,635.0 5,160.5 

垂水区 低層 19,278.5 118,080.0 676,628.0 680,702.0 500,108.0 ........... ー● 一ー・....... •—- ---- -•······..... ----疇•一ー一 疇•.．. .．．．·・ー・.. --........ -.... -. -----・・ー・・・・・・・・---
2,702,392.0 中高屑 5,870.0 9, 641. 5 129, 446. 0 389, 151. 0 173,487.0 

注 ：1.現在データクリーニング中 （あと 2カ月程度かかる見込み）の暫定的な集計結果である。

2.現在までのクリーニングの状況から推察して、 2~3割程度の修正がある見込み。

3.火災のデータは現在のところ未入力。消失した建物は全壊に分類されている。

4. 低層とは2階建て以下、中高恩とは3階建て以上の建物を指す。

5.建築面積は、 l/2.500の図上計測値。

資料：建設省建築研究所による集計
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（単位 ：棟）

計

81. 663 
・・~●ー・・....雫．．．．....-
5,135 

14,957 ......... -.. -....... 
2,398 

30,282 
........。．．．．.．．．--• 
4,796 

24, 100 
....... -. ---... -.... 
4,006 

17,326 
..... -.....＊疇●ー・・・”.
7,762 

26. 114 .................... 
5,071 

33,139 
.................... 

3,531 

18,534 
疇 •... . . . ............

2,214 

26,829 
・ -．．．．＊ ・ • *.．．．-•ー・・・
2,537 

（単位 ：吋）

計

6. 734,992.0 
．．．．．．← → • -＊ • ＊・・.....
1. 864, 312. 5 

1. 217, 195. 0 
・・ー・・・ー・・・......疇●疇麟
654,914.5 

3,487,801.0 
・ • -•三 •-．----・.．．.．.． 
1. 469, 353. 0 

2,388,152.0 
.....・・・・・一●● ●ー・ー・・・
895,689.0 

1. 981. 943. 0 
--・・・・・・・・・・・・------
l. 965, 840. 0 

2,318,545.0 
ー・・..・・・・・・---------
L 072. 443. 0 

2,455,580.0 
・・・・・・・・・・・・・・----一
781,307.0 

1, 490. 561. 0 
......... -.... -ー・・――
432,619.5 

I. 994, 796. 5 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
707,595.5 



― ' ‘`―̀..-‘‘ 炊災による被害の有無＞

仁］ 火災による被害あり

Iニニロニ：；：：囲
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阪神・淡路大震災被害実態緊急調査

被災度別建物分布状況図

1 9 9 5年 3月



阪神 ・淡路大震災被害実態緊急調蓋

被災度別建物分布状況図

1 9 9 5年 3月

日本都市計画学会関西支部

日本建築学会近畿支部都市計画部会
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凡例：

く追物の被災賓ランク＞

ー 外観上の被害なし

に］ ランクA（経微な損傷）

圏日 ランクB（中暉の損傷）

ー ランクC（全壊または大破）

（火災による被害の打慨＞

D 火災による被害あり

‘̀` 、一．jー／’



(2)住宅被災

霰災復興都市づくり特別委員会による被害実

態緊急調査（被災度別建物分布状況）の元デー

タ（住宅地図に被災度をプロットした野帳）か

ら、住宅形式別の被災戸数を町丁目別に都市住

宅学会阪神大痕災対策特別委員会がカウン トし

たのが、「阪神 ・淡路大震災住宅被災戸数調査J

の表である（全焼は全壊としている） 。調査範

囲は西宮市、芦屋市、神戸市（東灘区～須磨区）

である。

調査対象地区内に456千戸がカウント され、

その内の全半壊戸数は146千戸（神戸市分は274

千戸のうち109千戸）であった。 地区別の全半

壊率が高いのは須磨区(52%）、長田区(49%）、

東灘区 (43%）であり、全体の全半壊率は32%

（神戸市40%）である。

住宅形式別には、長屋建（全半壊率63%)、

共同建低囲 (58%）の被害が大きく、共同建中

思 (14%）高層 (19%）の被害は相対的には低

し‘°

須磨区

長田区

兵廊区

中央区

灘区

東灘区

芦屋市

西宮市

図 3-1-3 全壊戸数

0 5. 000 I 0. 000 15, 000 20. 000 

■戸建 □長屋 罪低屑睡中屈 •：・：高思
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須磨区

長田区

兵庫区

中央区

灘区

図3-1 -4 全半壊戸数

1 _ ： - : ： 

:：：=― 
西宮市I~ 」ェ」..' 

5, 000 1 o. 000 15. 000 20, 000 25. 000 30, 000 
■戸建 □長屋 罪低層睡中暦 ：：：高層

分譲マンションについては棟ごとに詳細な調

査が行われており、マンションリスト1,944物

件のうち L,673物件の被災判定によれば、 J78物

件(10.6%) ・ 10,408戸が全半壊（ランク CとB)

となっている。 うち神戸市分は、 l,191物件の

うち136物件 (11.4%)• 7,217戸が全半壊である。

東灘区の倒壊地区

長田区の焼失地区



く市区別にみた破災度＞
表3-1 -2 市区別にみた被災度
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東灘区 (42.9%)の全半壊率が高い

市区別被災度構成
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表 3-1-3 住宅形式別にみた被災度

く住宅形式別にみた被災度＞
●住宅被災戸数調査 (1995年4月38現在）
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表3-1 -4 阪神大震災による分譲マンション被害調査の結果 （中間集計）

＼ 地域
被 災 判 定 物件合計／

C B A 無被害
マン'I3ンリスト

上の物件数

西 宮 市
10 (3. 2%) 17 (5. 5%) 53 (17. 0%) 231 (74. 3°6) 

311/428 832戸 J, 359戸 2,717戸 11. 214戸

芦 屋 市
8 (4. 7%) 7 (4. I%) 27 (15. 8%) l29 (75.4°0) 

171/216 341戸 659戸 I. 201戸 5,399戸

灘 区
12 (5. 2%) 13 (5. 6°0 27(11.6%) 180 (77. 6°6) 

232/241 713戸（不 l)・ 958戸（不 l)・ 711戸（不3)・ 5. 734戸（不5)・

束 灘 区
38 (8. 6%) 29(6.6°-6) 66 (14. 9%) 309 (69. 9°6) 

442/498 2,359戸 l, 399戸 5.306戸 10. 619戸 （不l)・

兵 庫 区
2(1.6%) 9 (7. 4%) 12(9.9%) 98 (81. 0°()) 

121/129 48戸 413戸 1. 180戸 4,457戸（不5)・

中 央 区
6 (3. 3°0) 9 (7. 4 °6) 36 (19. 9%) 130 (71. 8°0) 

181/196 362戸 370戸 4,490戸 6,325戸神戸市
4 (5. 3%) 5 (6. 6%) LO (l3. 2%) 57 (75. 0%) 長 田 区
191戸 （不 1)・ 170戸 389戸 2,632戸

76/89 

須 磨 区
2 (l. 4°1i) 7 (5.0°0) 10 (7. 2%) 120 (86. 3°6) 

139/147 26戸・ 210戸（不2)・ 570戸 13,240戸
6区平均％ （ 5 °o) （ 6 °o) （ 14%) （ 75°6) (100%) 
垂 水 区

西 区

北 区

尼 崎 市

伊 丹 市 被 中T 會 調 任 実施 中

宝 塚 市

明 石 市

豊 中 市

大 阪 市

82物件 96物件 241物件 1. 254物件
合 計 (4. 90%) (5. 74 °6) (14. 41 °6) (75. 96°i) 1. 673/ I. 944 

4,872戸 （不2)・ 5.538戸（不3)・16,564戸（不3)・59,620戸（不11)・

注 ：① （ ） ・は、戸数が不明な物件数を表している。

② 建物被害詞査の判定基準

ランク 破 壊 状 況 木 構 迫•,t R C 構 疋•As 

C: 
住める見込みは非常に 全面的倒壊、 各階の破壊、 各階の破壊、傾き、椛造材
少ない 明らかな傾き の損倦

B: 
大幅な修理で住める可能性 構造材の破揖、 m柱、隣棟

構造材以外の壁などの揖傷あり による打撃

A: 修理を加えると住める
屋根瓦が落ちているなど 壁の小さなひび割れなど

比較的軽い捐侶 比較的軽い拍似
無被害： 只た目には被害がない

③ 建物被害状況の判定資料

日本都市計画学会、日本建築学会近畿支部都市計画部会の調査資料等を用いた。
④ マンションリス トは神戸市及びCRI、兵眼県住宅供給公社、住宅 ・都市整備公団、大阪市大梶浦
研究室からの探料に基づいて作成した。

資料：阪神大震災マンション復典問題特別研究委員会（市務局：大阪市立大学、梶浦研究室）
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第 2節地盤の被害

1.崖くずれ・地すべりの状況

震災後、山地災害の実態把握のため、国・県・

市がそれぞれ調査を実施した。

調査内容は以下のとおりである。

(1)建設省近畿地方建設局

「兵庫県南部地震に伴う土石流危険渓流緊急調

査業務」

調査期間

平成7年 2月6日～ 5月31日

調査区域

六甲山系全域

調査メンバー

傭）砂防地すべり技術センター

調査 ・検討方法

崩壊地判読に使用するために撮影された航

空写真 (10,000分の 1)と、平成3年に撮影

された航空写真を判読し比較することにより、

新規崩壊地の抽出を行い、 10,000分の L地形

図に整理した。

また、六甲山系における土石流危険渓流

350渓流の概査により発生危険度の高い渓流

を抽出し、さらにそれらの渓流を精査 し土砂

流出の危険のある土砂量を算出した。

検討結果

調査結果により、以下のとおり対策が決定

した。

・堰堤エ

19カ所（神戸市内 5カ所）

・山腹工

2カ所（神戸市内 2カ所）

・除石エ

12カ所（神戸市内10カ所）

・施設災害復旧エ

10カ所（神戸市内 8カ所）

・ワイヤーセンサー設置

16カ所（神戸市内 5カ所）

・伸縮計設置

4カ所（神戸市内 3カ所）
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(2)建設省 ・兵庵県砂防課

「兵庫県南部地震地すべり等緊急支援チーム」

の危険箇所調査

調査期間

平成 7年 1月22日（日） ～27日（金）

調査区域

神戸市（西区は除く、北区は一部区域） 、

芦屋市全域、西宮市全域、 宝塚市全域、淡路

島全域

調査メンバー 資料 lを参照

調査対象

地滑り危険箇所、急傾斜地崩壊危険箇所、

士石流危険渓流の1,101カ所

調査結果

周辺の崩壊や亀裂、湧水の有無、人家との

関係等により緊急度に応じてA、B、Cの3

ランクに区分した。

危険度判定甚準は表3-2 -]のとおり。

表3-2-1 緊急度 （危険度）判定基準

段 階 緊急度 （危険度）判定基準

崩壊 ・地すぺりが発生しており、保全対象が被災

しているか、今後、被災する可能性がある箇所。

Aランク
大規模な“裂等が発生しており、早急な対策を施

さなければ、早晩崩壊・地すぺりが発生する可能

性がある箇所。

擁壁・法枠エ等の防災施設に壊滅的な破壊が見ら

れ、保全対象へ被害をもたらす恐れのあるもの。

亀裂等が発生しており、早晩崩壊 ・地すべりが発

生する可能性があるが、当面保全対象物に被害を

Bランク
もたらす恐れが少ない箇所。

擁壁 ・法枠工等の防災施設に異常が見られるが、

現時点では壊滅的なダメージがなく、保全対象に

被害を及ぼす恐れの少ない箇所。

現時点では異常が確認できない箇所。

Cランク 亀裂等の変状が確認されても軽微であり、早晩崩

壊 ・地すべりが発生する可能性が少ない箇所。

結果は以下のとおりである。

Aランク

Bランク

Cランク

71カ所（神戸市内 58カ所）

127カ所（神戸市内 98カ所）

903カ所

計 1, 10.lカ所



資料 1 「メディ ア砂防 2月号」より
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仁
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岡
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(3)兵庫県治山課

1月17日の震災直後より、県職員と県外応援

者の協力により山地災害調査を継続的に実施し

ており、総被害額は75カ所 ・82億円である。

なお、個別の調査は次のとおりである。

①「兵庫県南部地震森林防災緊急パトロー

ル」による山地災害の実態調査

調査期間

平成7年 1月25日（水） ～27日 （金）

調査区域

神戸市、 西宮市、芦屋市、 宝塚市の六甲山

系山麓部分、淡路島北部の裏山

調査メンバー

林野庁治山課、大阪営林局、岡山県、徳島

県及び県内各農林事務所等の林業関係職員

延べ41班94名

調査結果

震災に係る山地被害箇所54カ所について、

崩壊の規模、危険性等の調査

② 「兵庫県南部地震技術調査団」による調査

調査期間

平成 7年 1月25日（水） ～27日（金）

平成7年 3月8日（水） ～10日（金）

調査箇所

宝塚市、西宮市、芦屋市、 神戸市市街地沿

いの六甲山地南面の東西30kmの山麓部 面積

5, 723ha（神戸市内4,107ha) 

調査団メンバー

東京大学名誉教授

防衛大学教授

三重大学助教授

森林総合研究所水土保全科長

山口伊佐夫

中村 三郎

川辺 洋

梁瀬秀雄

林業土木コンサルタンツ付属研究所長

秋谷孝一

調査結果

・六甲山系の調査対象地域を48の地区に区分

し、荒廃地の現況調査（神戸市No.l3~No.48) 

結果は表 3-2 -2のとおりである。

•神戸市灘区西谷山、神戸市須磨区妙法寺等

危険度の高い箇所の復旧工法の検討
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・警戒基準雨足、余震震度の検討

（連続雨量20mm、霰度3以上）

③ヘリコプターによる山地災害の調査

調査目的

ヘリコプターによる空中探査により地中の

岩盤風化や亀裂など表面に現れず、目視に

よって、確認することのできない危険箇所を

把握する。

調査期間

平成7年度～平成9年度

第 1次調査（神戸市東灘区 ・灘区 ・中央区

の山麓部）

期間平成7年7月3日～10月20日

（内ヘリコプター飛行 7月10日～16

日）

調査区域

六甲山系と淡路北部地域の市街地に隣接す

る山麓部，（16,700ha) 

（図 3-2 -l参照）

調査内容

r線探査（地割れ調査）
地面の割れ目 （表面に現れていないもの

も含む）はr線の放出凪が多いことから 7
線探査でクラック（割れ目）の有無を調査

する。

磁気探査（地質構造調査）

岩石の持つ磁性は造山運動や断層等の動

きにより異状が発生するため、磁気を測定

することで地質構造を解析する。

電磁探査（岩盤の風化、変質及び地下水の状

況調査）

ヘリコプターから電磁波を発し、地下に

発生する渦電流の強さを測定することで岩

盤の風化度、変質帯、地下水の状況を調べ

る。



表3-2-2 山地災害危険度判定表

番号 幹川 支 JII 小支川
面絞 総計対策土砂量

ha 土砂位（mう
l 武庫川 太 多 田 ll|赤 子 川 130.2 

2 弓 納 子 川 60. 2 

3 観音 谷 川 61. 0 

4 支多々 川 102.8 

5 逆瀬／II 224.6 

6 こ J I I 駕 林寺 117. 5 

7 甲 山 205.4 

8 夙 /II 夙 JII 北 山 73. 7 ， 剣 谷 l05. 0 

10 宮 /II 129.0 

11 芦 屋 川 芦屋川 )96. 6 

12 高座川 120. 0 

13 高橋 川 高橋川 57.5 

14 要玄寺 川 57. 2 

15 天上 川 天 上 川 八幡谷 126. 2 

16 打 越 88.3 

17 住吉 川 住吉 JII黒五谷川 194. 5 

18 西滝 谷 214.2 

19 五 助 谷 84. l 

20 大月地獄谷 161. 2 

21 西 谷 川 91 4 

22 石 屋川 135. I 

23 都賀川 六甲 /II 293.8 

24 大月谷 106. 0 

25 柚 谷川 柚 谷 ll| l l l,. 3 

26 摩耶東谷 69.4 

27 箕岡 谷 川 70. 6 

28 西郷 /II肯 谷 川 122. 0 

29 西 谷 lll 林 山 39. 4 

30 生 田 J:1苧 l I I 苧 JII 91. 2 

3 l. 生田 川 地獄 谷 293. 6 

32 天 神 川 33.4 

33 宇 治 川 再度 谷 川 215. 3 

34 平 野 谷 85. 9 

35 新 湊 Ill 天 王谷 川 229.4 

36 石井川 梅 谷 川 96. 2 

37 烏原川 159. l 

38 イヤガ谷川 121. 9 

39 ：h寸u 山 35.6 

40 苅藻川 110.5 

4 I 大 8 Ill 73.6 

42 妙法寺川 横 谷 991 84.5 

43 禅 昌寺 川 84.0 

“ ゴマ谷 川 70.5 

45 天 井 II) 158 2 

46 千 森 川 28. 1 

47 塩 屋 川 125. 2 

48 堺 J l | 69. 7 

合計 5. 723. l 

総計対策土砂呈の危険度 ：a~30. 000> b > 15. 000~ c~ 
山災危険度 ：県指定の上位のもの （指定なしは CとするJ

29,064 

18.499 

30. 961 

30.259 

94.904 

15,846 

66. 112 

2,330 

36.999 

41. 573 

64, 181 

l. 764 

3.304 

11.419 

7,468 

J. 652 

8.033 

8.284 

252 

43,272 

22,759 

37.369 

12, 125 

8. 765 

8. 855 

2.429 

2.296 

16,773 

I. 820 

17.643 

゜8.288 
17, l 75 

6.972 

22. 780 

18. 881 

29.699 

23,481 

7,537 

19. 700 

21. 177 

19,509 

13.685 

LL 990 

28. 719 

728 

12. 118 

14.205 

923,654 
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危険度

b 

b 

a 

a 

a 
b 

a 

C 

a 
a 

a 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

a 
b 

a 

C 

C 

C 

C 

C 

b 

C 

b 

C 

C 

b 

C 

b 

b 

b 

b 

C 

b 

b 

b 

C 

C 

b 

C 

C 

C 

山腹崩壊危険地

箇所 ランク 面積

I A 5. D 

l A 3.0 

3 AB 26.0 

3 AB 25.0 

I A 11. 0 

3 A B 18. 0 

I A 25.0 

I A 26.0 

2 A 31. 0 

2 A 20.0 

l A 19.0 

3 A 62.0 

4 A 46.0 

5 A 77.0 

5 A 61. 0 

1 A 19. 0 

1 A 4.0 

5 AB 72. 0 

4 A 34.0 

4 AB 19. 0 

2 BC 14. 0 

5 AC 54.0 

l 3 ABC 140. 0 

3 AB 18. 0 

8 ABC 64. 0 

J A 23.0 

2 AC 38. 0 

2 B 13.0 

6 AB 28. 0 

5 AB 70.0 

3 AB 29.0 

7 AB 62.0 

3 A 29.0 

5 AB 67.0 

4 AB 35.0 

l A 8.0 

崩土流出危険 山 災

ランク 面積 危険度

C 

C 

A 3.0 a 
A 2.0 a 
A 4.0 a 
B 10.0 b 

A 1.0 a 

C 

a 
A 12.0 a 
C 6. 0 a 
B 10.0 a 

a 
a 

a 

a 
B 17. 0 a 

C 27.0 C 

C 15. 0 C 

C 15. 0 a 
B 12. 0 a 

B 9. 0 a 

C 27.0 a 
AB 12.0 a 
B 18.0 a 

A 15.0 a 

AB 21. 0 a 
BC 11. 0 b 

a 

BC 17.0 a 
ABC 41. 0 a 
B 2.0 a 
BC 8.5 a 

BC 20.0 a 
ABC 15.0 a 
A 12. 0 a 
A 9. 0 a 
AB 16. 0 a 

a 

a 

C 

a 
a 

a 

a 
C 

a 
a 



判定 荒 廃 の 現 況 判定 総 合 判 定 摘 要

］ （説明書参照） 2 判定 危険度の高い地区 （梢査を必要とする地区）

C 崩壊はあるが、保全対策への影響小 C C 

C 大規模崩壊、為裂あり、直撃型 A A H-l. 2~7. 11 危険度の裔い地区周緑部

A 崩壊が多発、既設に余裕なし A A K-1,2.H-l 11-1.K-J.2の周緑部

A 既設に貯砂余裕あり B A H-2~7. 18~23 IJ-2~7.18~23付近一帯

A 大規模崩壊、亀裂あり、直撃型 A A H-21 ~27. 28~30. 40 

B 小規模崩壊、既設余裕有、保全対象影響小 C B 

A 大規模崩壊、緩傾斜で危険性小 A A H-l（仁）,,大崩壊）

C 落石危険地、直撃型 A A H-1 ~3. H-4. 5 

A 直撃型崩壊、落石危険地、堆積土砂多い A A H-1 ~4. 28. 29. K-1 ~10 

A 崩壊多発、堆積土砂多い、既設あり B A K-4. 5 

A 直撃型崩壊、落石危険地、既該満砂 A A IH2.13.18.22,24.K-1~3 H-l8. 22落石危険斜面

B 崩壊多発、既設貯砂余裕大 A A 11-29~34 高座 ・地獄谷一帯

8 既設余裕あり、施設に亀裂あり B B 

B 既設貯砂余裕あり C B 

B 既設貯砂余裕あり、保全対象への影響小 C B 

B 既設貯砂余裕あり、 亀裂箇所精査要 B B 山災危険地 （崩100-9)

B 崩壊集中発生あるが、保全対象の影密小 B B 

C 貯砂余裕あり当面安全、崩壊見込土砂多 B B 

C 既設貯砂余裕あり、谷沿いに崩坂多発 B B 

A 直撃型の大規模崩壊、既設余裕あり A A M-1. 2. 3~8. 38 

A 凸型斜面に崩壊多発、 保全対象に近い A A ll-2~10 

A 直撃型、尾裂、大規模崩壊、施設災あり A A H-3. 4. S-1 

B 小規模崩壊、既設貯砂余裕大 C B 

B 既設あり、急傾斜面精査が必要 C B A-24-3渓流一帯

B 既設貯砂余裕あり、保全対象への影響小 C B 

B 小規模崩壊、保全対象影恕小 C B 

B 短小急渓流であるが既設あり、当面安全 C B A-27-1付近山脚部

B 荒廃地なく急渓流、ダムスペースあり C B 

B 渓流の流末小規模、山脚急傾斜面精査要 B B A-4付近山脚部急傾斜面

A 大規模崩壊集中発生、屯裂、拡大崩壊危険 A A 11-1~4.15 

B 布引貯水池、下流への影響小、落石危険地 A A ll-5 

B 既設工多い、 山脚急傾斜面精査要 B B 山i，1.()部急傾斜面一帯

A 既設貯砂余裕あり B A 

B 既設貯砂余裕あり C B 山脚部急傾斜面

A 既股貯砂余裕あり、下流急傾斜面精査要 C A 国道沿いの危険地区

A 烏原ダム、荒廃地なし、下流河川断面小 C A 

A 烏原ダム、荒廃地なし、保全対象影菩小 C A 

A 荒廃地なし C A 

B 荒廃地なし、急傾斜面精査要 B B 山腹崩壊危険地区

A 既設工に亀裂多数、要施工 A A T-1~5 危険地区の精査

C 岩盤崩れ1箇所、凸型斜面精査要 B B 

A 脆弱急傾斜面、崩壊の兆しあり A A 11-1. 10. K-1. 2 危険地指定箇所

B 崩壊少ないが崩壊発生が見込まれる B B 

B 山麓部宅造中、荒廃地な し C B 

A 既設あり、 H-5亀裂拡大崩壊危険あり A A fl-5 fl-5付近

C 各小谷に既設、貯砂余裕あり C C 

B 周縁崩壊拡大、既設余裕小、河川断而小 A A H-12~14. K-l H-3~8. 12~ l 7 

B 荒廃地なし C B 

判定 l：上記の組み合わせ a a, ab→A、ac. I) b→ B、bc. C C - C 

判定 2 : 大規模崩壊集中型． 直撃型． 等緊急性の高い もの "A" 荒廃地な し ． ダムスペースあ り等 " C " ．その他 '•B.. 
総合判定 ：判定 j.判定2のランクの高いものを採用し、地区の危険度とする。
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図 3-2-1 山地災害調査位置図
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(4)神戸市河川砂防課

急傾斜地崩壊危険箇所（保全対象人家 5戸未

満）の被災調査

調査目的

県の急傾斜地崩壊対策事業の採択基準に満

たない危険箇所を把握し、 二次災害の恐れの

ある箇所については、警戒避難体制等の整備

を図る。

調査期間

平成7年 2月9日（木）～ 2月19日（日）

調査メンバー

河川砂防課が専門業社に委託

調査箇所

神戸市（西区は除く、北区は一部区域）の

147カ所

調査結果

斜面の異状があった箇所 17カ所

斜面の異状なし 130カ所

斜面に異状があった17カ所のうち緊急に対

策が必要と思われる箇所は 2カ所であったが、

それぞれ地権者が対策を予定。
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2. 液状化の状況

ポー トアイランドや六甲アイランドの埋め立

て地においてかなりの範囲で液状化に伴う噴砂

現象が発生した。これは、道路舗装の継ぎ目部

分や、亀裂などから砂分を含んだ泥水が噴き出

し広がったものである。

ボートアイランドでは、被害の大部分は外周

の港湾道路や埠頭関連用地であったが、中央部

の住宅や業務ビルなどが立地する都市機能用地

においても、小学校のグラウンドなどで噴砂現

象が発生した。

また、六甲アイランドでも、北側の港湾関連

用地を中心に噴砂が発生したが、ポートアイラ

ンドに比べると噴砂の発生はかなり少なかった。

道路上の噴砂の状況 （ポートアイランド）

モーターグレーダーによる土砂撤去

（ポートアイランド）

①地下埋設物の被害

液状化に伴う噴砂の発生区域において雨水管



やマンホールなどに土砂が流入する被害があっ

た。 しかし、液状化現象が発生すると、 一般的

に、マンホールや、地下埋設物の浮き上がりな

どの被害が起きるが、ボートアイランドや六甲

アイランドでは、このよう な地下埋設物の被害

は確認されていない。

マンホール内に堆積した土砂

②建築物の被害

ポートアイランドのほぼ中央に位置する神戸

市立中央市民病院では、開放部のある地下階に

おいて、噴き出した泥水が地下階の飲食店など

に侵入する被害があった。

泥水は、最大で地下階の床面から約J.2mの

高さまで達していた。

しかし、ポートアイランドや六甲アイランド

中央部の都市機能用地では、噴砂の発生は確認

されたが、液状化による建築物の倒壊などの大

きな被害は確認されていない。

病院地下部分の噴砂の状況
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、 ③地盤の沈下

液状化に伴う噴砂の発生とともに、地盤の沈

下が確認されている。

ボートアイランド及び六甲アイランドにおけ

る地霰による地表面の沈下星を図 3-2 -4及

び図 3-2 -5に示す。

これは、地震前の平成6年12月末日と地震後

の平成7年 1月末日において道路の交差点など

で行った水準測旦より得られた結果である。

この結果によれば、沈下鼠は、場所によ って

差はあるがボートアイランド中央部の都市機能

用地では、平均30cmの沈下が、また、六甲アイ

ランド中央部の都市機能用地では、平均10cmの

沈下があった。

沈下による道路の不陸などの大きな被害はほ

とんどなかったが、歩道橋や建築物などの杭構

造物の基礎部分における段差により通行に支障

が出るなどの被害があった。



図3-2-2 （航空写真に基づく）ポー トアイランドの噴砂状況
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図3-2-3 （航空写真に基づく）六甲アイランドの噴砂状況
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図3-2-4 ポートアイランドにおける地表面沈下量 （単位： m)
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図3-2-5 六甲アイランドにおける地表面沈下量（単位： m)
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第3節 土木関係施設の被害

1.道路の被害

神戸市域における道路の中で最も顕著な被害

は阪神高速神戸線をはじめ、湾岸線、 2号浜手

バイパス、ハーバーハイウェイ等の高架道路の

被害であった。特に阪神高速神戸線の東灘区深

江付近のピルツ工法によるRC単柱橋脚の倒壊

(L =635m) は、最も象徴的である。阪神高

速の被災内容は表3-3 -1のとおりである。

神戸市内の東西方向の大動脈が断たれ救援 ・救

助や、復旧 ・復興活動に著しい障害が発生した。

また、神戸市が管理する国道 ・県道 ・市道に

おいても、危裂や段差、歩道の損傷などが市内

全域に多数発生した（表 3-3 -2)。橋梁の被

害は、土木局が管理する2,170橋の内、何らか

の被害を受けた橋梁は74橋であった。特に、市

街地東部の埋立地であり、臨海部の工業地帯を

形成している東部第 1・2・3 ・4エ区と市街

地を連絡する橋梁5橋すべてが大きく損偏・した

ほか、市街地西部においても山陽霞鉄をまたぐ

主要地方道神戸明石線の西代跨線橋等の被害が

大きかった。主な被災内容は表 3-3 -3のと

おりである。

表 3- 3-1 阪神高速道路の被災内容

路 線 名 剖オ名 損傷大 a) 損傷軽 (X) 合計

橋脚 279(23. 7) 896(76.3) I. 175 

阪神高速3号神戸線

支承 415(42. 8) 554(57. 2) 969 

（武 lI～月見山）

上部エ 336(25.8) 968(74.2) l. 304 

橋脚 14(3. 8) 352(96.2) 366 

阪神高速5号湾岸線

支承 120(26.6) 331(73.4) 451 

（武庫川～六甲I)

上部工 9(I. 9) 453(98. 1) 462 

注 ：I.橋脚は橋脚基数、上部工は径間数、支承は支承
線数で表示。
2.損倦大は震災対策便覧 (S63. 2日本道路協会）
に準じて比較的損場度が高いBランク以上、損傷
軽はC以下と判定したもの。

資料：日本道路協会月刊誌 「道路J6月号より抜粋。

表 3-3- 2 神戸市管理道路の被災状況 （地震災のみ）

被災内容：舗装の陥没、うねり、亀裂、側溝破損、縁石倒壊、法面崩壊その他

（平成7年10月末現在）

（単位： m、百万円）

橋 切木 災 道 路 災 合 計

道路規格
箇所数 被災延長 復旧金額 箇所数 被災延長 復l日金額 箇所数 被災延長 復旧金額

国 道 1 43 14 15 3,626 1,654 16 3,669 1, 668 

県 道 ， 1. 240 783 102 29,134 5,678 111 30,374 6,461 

(2) (65) (2) (65) 

市 道 64 8,616 16, 123 843 648,530 65,265 907 657. 146 81. 388 

(3) (5,830) (J 1. 282) (37) (6,561) ・ (40) (5. 830) (17,843) 

＾ ロ

計 74 9,899 16,920 960 681. 290 72. 597 1. 034 691, 189 89,517 

(3) (5,830) (11,282) (39) (6,626) (42) (5,830) (17,908) 

注：1. ( )内書は新交通システム高架軌道、地下駐車場、がれき撤去。
2.箇所数は公共土木施設災害復旧事業における査定箇所件数を表示。
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表 3-3-3 神戸市管理の道路橋梁の主な被災状況

名 称 所 在 地

高羽大橋 東灘区御影塚町3
（市道灘浜住吉川線）

御影大橋 東灘区住吉浜町

（市道御影浜町2号線）

魚崎大橋 東灘区魚崎南町3
（市道魚崎浜町 1号線）

東魚崎大橋 東灘区青木 l

（市道魚崎浜町6号線）

深江大橋 東灘区深江浜町

（市道深江浜町 1号線）

岩屋稿 灘区岩屋北町4
（市道西灘原田線）

西代跨線橋 長田区御屋敷通3
（県道神戸明石線）

東魚崎大橋橋台損傷部分

東魚崎大橋橋脚の傾斜

被 災 内 容 備考

橋長 L = 58. 6 m 架替
橋台杭頭座屈、桁移動

橋長 L = 31. 8 m 架替
主桁端部破損、橋台基礎破損

橋長 L = 42. 0 m 架替
橋台破損、主桁移動、橋脚傾斜

橋長 L = 64. 8 m 架替
橋台傾斜、橋脚ケーリン基礎と柱との接合部が座屈

橋長 L = 131. 4.m 補修
橋台破損、橋台パラペット剪断、横桁破捐

橋長 L = 26. 0 m 架替
橋台クラック、主桁破損

橋長 L =178. 7 m 架替
橋脚座屈、上部エ移動、桁端部破揖
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道路舗装の地震による被害は、他の構造物損

傷が原因するものを除けば、通行が不能になる

ほどの構造物被害は発生していないが、国道 ・

県道 ・市道を問わず市内の至る所で亀裂や段差、

歩道の損傷などが数多く見られる。

特徴的な事例としては、地震によって橋台背

後の地盤が沈下して舗装路面に段差を生じたも

のや埋立地における地盤の液状化が主因と見ら

れる大きな波状の凹凸の発生や、歩道舗装等の

ように比較的薄い層構造の舗装のひびわれ破断、

またタイル ・プロック系舗装の壊滅的な被害等

が挙げられる。

他の構造物の被災による道路の被害としては、

国道28号（大開通り ）において、神戸高速鉄道

が地下 トンネルとして通過しており、陥没や亀

裂の被害が大きい。 このうち、大開駅の上部で

は駅舎の中柱が圧壊し、 上床版がMの字状に落

ち込んだため路面に大きな陥没が発生した。

JR高架橋、阪神電鉄高架橋また、神戸高速

鉄道高架橋の落橋により市街地東 ・中部の南北

幹線道路が数多くの箇所で寸断された。

その他にも鉄道高架の被災は甚大であったた



国道28号（大開通り）路面陥没現場

めこれら鉄道に並行する道路は軒並み通行止め

等の何らかの通行節害が生じた。
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2. 河川 ・砂防施設の被害

表六甲河川の多くは掘り込み河追であるため、

今回の地展ではこれら石梢護岸がよく強大な地

緩動に耐え、護岸の局地的な被災は各所に見ら

れたが、大きな延長にわたっての崩壊はあまり

見られなかった。

これらの被災は一部住吉川上流域の山腹地域

を除いて、多くの家屋崩壊のあった阪急線から

国追43号線間の沖租地に集中していた。

一方、市街地には道路下に建設されたトンネ

ル河川が多数存在するが、地下構造物なので、

今回の総災による被害は少なかった。このうち、

千森川、新湊川 （会下山トンネル）及び塩屋谷

川等で多少の断而のズレ、クラック等の被害が

見られた。

ー級河川については被災は無かったが、二級

河川は63河川 (192km)のうち、 36河川117カ所、

延長約17kmが被災を受け、復旧に要する毀用は

約lOl{e<円である。

準用河川 ・普通河川については、 17河川27カ

所が被災を受け、復旧に要する費用は約2.6低

円である。 （平成7年10月末現在）

天上川

要玄寺川



表 3-3 -4 二級河川の被災状況

番号 河 JI[ 名 箇 所 数

l 有馬川 l 

2 有馬川上流六甲川 l 

3 有馬川上流滝川 3 

4 有野川 2 

5 八多川 l 

6 高橋川 3 

7 要玄寺川 2 

8 天上川 6 

， 西天上川 3 

l 0 住吉川 8 

l l 西瀬川 2 

J 2 天神川 5 

l 3 石屋川 I 0 

l 4 新田川 2 

l 5 高羽川 6 

L 6 都賀川 5 

1 7 柚谷川 l 

l 8 西郷川 6 

l 9 観音寺川 8 

2 0 西谷川 2 

2 l 狐川 1 

2 2 鯉川 2 

2 3 城ケロJII 1 

2 4 宇治JII 3 

2 5 新湊｝II 6 

2 6 苅藻川 1 

2 7 石井川 I 

2 8 妙法寺Jll 6 

2 9 天井川 l 

3 0 細沢谷川 2 

3 l 千森川 3 

3 2 ーノ谷川 1 

3 3 塩屋谷川 3 

3 4 明石川 6 

3 5 伊｝II 2 

3 6 櫨谷川 l 

計 3 6河川 1 1 7カ所
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表 3-3-5 準用河川 ・普通河川の被災状況

番号 河 Jil 名 箇 所 数

I 宮谷）,, 3 

2 背谷川 3 

3 鴨子ケ原川 l 

4 太田川 l 

5 岩谷川 l 

6 寺池｝II 3 

7 山田川 l 

8 生田谷川 l ， 大口谷川 1 

1 0 神尻川 l 

1 l 山の谷川 l 

l 2 天井川 l 

l 3 瀬戸川 2 

1 4 矢谷川 l 

l 5 田中川 l 

l 6 寺谷川 3 

l 7 大山谷川 2 

計 1 7河川 2 7カ所

砂防施設関係では、砂防施設 ・地すべり防止

施設 ・急傾斜地崩壊防止施設等で被害があった

が、流路工施設を除いて、クラックが入る程度

で設備を損傷するようなものではなかった。

いずれの箇所も全て災害復旧工事で対応が決

定しており、早期完成を目指し施工中である。

砂防関係施設の被災状況は表 3-3 -6のと

おりである。

六甲川護岸の崩壊状況



竺．
~ . ....,.., 

乙倉谷川流路の被害状況

ーの谷地区（フリーフレーム）の被害状況

表 3-3 -6 砂防関係施設被災状況一覧表

事業名
事業
施設名 場 所 被災状況

主体

稲荷堰提 東灘区森北町 堰堤にクラック発生

西容ll陶羊 灘区住吉山手 護岸にクラック発生

碑 II護岸 灘区桜ケ丘町 石

這妥省 穂高堰堤 瀾区六甲山町 堰堤にクラック発生

六甲砂
防 大 須 堰堤にクラック発生

事務所

U 一の谷護岸 i月露暉 I通 石拗翔収

山回1腋路 j也血田町 護岸にクラック発生

鼓ケ洵囮g i函馬町 堰堤にクラック発生

兵庫県 六甲川護岸 北区有亨J 護

神戸土
木四月 乙g谷川流路 i函馬町 流

所
平只）1護岸 北区有馬町 護岸の帥費 (L=7m)

千只埴区 兵鳥町 モルクI切寸付の剥絹
擁壁にクラック発生

急 4地 兵
崩 神戸土 明泉;'i(2泄区 長月泉寺町 擁壁背面に竹9り発生

事業 木
所 一の谷埴枢： 須窓ヌーの谷町 吹付法臣ぴ忍心封員

二の谷池ス 須咽又一の谷町 九キャスf法枠の損傷
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3. 宅地の被害

被災状況は、大半が宅地造成等規制法が施行

される以前に造成された宅地の空石栢であり、

崩壊 ・はらみ出し ・［阻裂及び盛土地盤の地割れ

等の被害が出ている。また、 一部で溜め池や谷

筋を盛土して造成された所に地盤移動が生じ、

面的に被災を受けた所が見られる。

区別では、長田区が最も多く、次いで東灘区

となっており、西区ではほとんど大きな被害が

見られない。

被災の多い場所は、概略図 3-3 -1のとお

りである。



表3-3-7 宅地被災状況一覧

改善勧告件数 高さ・タイプ別内訳 （カッコ内は石積擁壁、内数）
被災宅地

（改善要請件数） lm未満 1~2m 2~3m 3~4m 4~5m 5m以上

東灘区 589 299 ( 41) 6(5) 67(42) 77( 68) 61(57) 36(36) 52(45) 

灘 区 234 186 ( 65) 

゜
60(57) 62( fi2) 33(31) 14(14) 17(17) 

中央区 252 166 ( 92) 

゜
20(18) 68( 64) 46(43) 24(24) 8(8) 

兵庫区 265 l63 ( 13) 

゜
18(18) 54 ( 50) -42(39) 21(21) 28(27) 

北 区 197 104 ( 1) 

゜
13(10) 31( 29) 29(27) 21(21) 10( 9) 

長田区 1, 089 620 ( 1) 2(1) 95(62) 197( 142) 211(174) 66(53) 49(42) 

須磨区 277 144 ( 48) 

゜
40(34) 52( 48) 39(30) 13(13) 

゜垂水区 214 162 ( 5) 

゜
J 8(10) 31( 20) 37(24) 22(l 0) 54(33) 

西 区 3 l ( 0) 

゜ ゜
. 0 1( 1) 

゜ ゜合 計 3. 120 1, 845 ( 266) 8(6) 331(251) 572(473) 499(4-26) 217(192) 218(181) 

（平成 7年 8月末現在）

注： 1. ( )内の改善要請件数は内数

2. 被災宅地：宅地を構成する擁壁 ．がけが被災したもので、軽易な補修程度では修復できないもの
改善勧告：宅地造成工事規制区域内の宅地で二次災害の恐れのあるものの所有者等に対して、本市

が宅地造成等規制法第15条第 2項に基づき災害防止措骰を勧告したもの
改善要請：宅地造成工事規制区域外の宅地で二次災害の恐れのあるものの所有者等に対して、本市

が行政指導として災害防止措置を要請したもの

図 3-3-1 阪神・淡路大震災による被災宅地分布概略図

ヽ
‘―̀  

市宮―-9 
北区

ヽ
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4.公園の被害

(1)都市公園の種別、役割等

都市公園は、道路 ・広場と一体となって都市

の骨格、良好な都市景観を備えた地域環境を形

成し、市民レクレーションの場となると同時に、

災害時には被害の軽減、また避難 ・救援活動の

場となる。

神戸市内には震災当時、全部で1,250カ所の

公園が供用されていた。

このうち、市民が日常的な利用をする住区墓

幹公園がI,134公園、その他、より広い範囲の

方が利用される公園（離宮公園、神戸総合運動

公園、布引公園など）が116カ所あった。

表 3-3-8 都市公園の種別

（住区基幹公園、都市基幹公園）

住区基幹公園 街区公園 躯に郡封る都り利用に供する頌

標.25ha,誘致距罪お畑

近公園 近隣に居住する者の利用に供する公園

標準面積2.OOha,銹致距膏距OOm

対区公園 主として徒朕函内に居住する人の利用に供する

原幽菰貴4.00ha,餅器姓団罷 I km 

総合公園 都市全域を対象として10-ぷ胆

掛公園

道公園 主として運動乃用に供する1をぞ油

その他の公薗 広域公園、レクレーション都市、特殊公園など

細暉地蔀活抹応易雄乱覇衝訟也訟防ど

今回の震災では大規模な公園だけではなく、

身近な公園が延焼防止や一次避難地として活用

され、公園各々の種別に応じた防災機能が改め

て見直された。

＜震災後の公園の支援拠点としての使用状況〉

ヘリボー トとなった公園

東遊園地、王子公園、御崎公園、海浜公園

など

緊急物資配送拠点

しあわせの森、神戸総合運動公園など

ライフライン復旧拠点

離宮公園、神戸総合運動公園など

自衛隊活動拠点

王子公園、しあわせの森、神戸総合運動公

園など11公園

く仮設住宅等としての利用〉

現在、多くの公園が仮設住宅や仮設教室及

び避難所等に使用されている。これらの部分

の復旧については、仮設施設の解消後に行う

予定である。

・仮設住宅

・仮設教室

130公園 9,334戸

9公園 10校

・公共廃材置場 5公園

・テント等避難所 44公園

（平成7年 7月27日現在）

表 3-3 -9 震災直後における公園の利用実態
(l月24日、 25日調べ）

区名 避難所
テント 自家 緊急 ゴ ミヽ 緊 急

給水所
仮設 緊急

自衛隊
一次
その他

数 用車 車両 置場 物資 トイ レ 医療 避難

東灘 25 246 127 13 18 12 3 11 l 7 8 l 

灘 20 251 163 21 ， 12 3 1 3 2 2 4 

中央 13 124 88 24 17 6 

゜
3 2 l 5 5 

兵庫 14 246 51 50 6 7 

゜
6 

゜゜
3 1 

長 田 16 135 218 53 11 14 l 7 2 

゜
3 4 

須磨 6 94 43 

゜
2 4 

゜
5 

゜
1 2 4 

合計 94 L. 096 690 161 63 55 7 33 8 11 23 19 

注：単位はテントは張、車両は台、その他は箇所 （公園）数
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(2)都市公園の被災状況

神戸市内の都市公園1,250カ所のうち419公園

(34%）が被災した。特に被害の大きかったの

は、東灘、灘、中央、長田の四区であった。

代表的な公園としては、 石屋川公園、灘丸山

公園、相楽園、須磨浦公園などがあげられる。

被害の内容としては、 主として石積崩壊、擁壁

損傷、舗装陥没、休憩所の倒壊などが多く 見ら

れた。

表3-3-10 都市公園の被災状況

（単位：干円）

こ 被災 都市災害復l日事業
公園数 被災額

公園数 公固数 金額

東灘 143 89 I. 9」5.000 47 1. 024. 246 

灘 71 4L 830.000 18 656.689 

中央 74 29 534.000 13 532. 743 

兵庫 58 21 543. 000 3 39. 871 

北 259 42 404.000 17 183. 781 

長田 75 48 243.000 ll 92.322 

須磨 147 39 l. J 18.000 17 269,401 

垂水 206 68 440.000 20 266.867 

西 217 42 70.000 5 18.862 

合計 l曹250 419 6.097. 000 150 3.084. 782 

注 ：石屋川公園は東灘、灘双方に計上

石屋川公園
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表3-3 -11 主な被害公園
（単位：千円）

公 園 名 区 主な被害状況 被害金額

東灘 石積み崩壊
石屋川公園 605.000 

灘 施設損傷

六甲7イうン「公園 東灘 全体地盤のずれ、舗装 266,000 

相楽固 1 中央
正門脇塀倒壊、

189.000 
レンガ塀崩壊

コンクリート擁壁・
灘丸山公園 灘 158.000 

プロックずれ

東遊匿池 中央 全体地盤のずれ、舗装 164.000 

本多聞南公園 垂水 テニスコート石積み崩壊 130.000 

王子公園 灘
スタンド石積み崩壊

テニスコート ・プー／け員傷
125. 000 

布引公園 中央 地滑り、施設崩境 85.000 

大和公園 灘
舗装、石積み、

82.000 
テニスコート

須浦公園 須磨 石積み崩壊 ・舗装損傷他 65.000 

向洋西公園 東灘 地下駐車場損傷他 43,000 

神戸総合運動公固 須磨 グリーンスタジアム損｛射也 41. 000 

松ケ池公園 垂水 池護岸損傷 40,000 

須磨寺公園 須磨 池損傷 40.000 

しあわせの森 北 温泉健康センター破損 33,700 

大丸山公園 長田 擁壁損傷 33. 500 

炭酸泉源広場 北 石積み崩壊、泉源上屋ずれ 31. 000 

今回の震災では、六甲山系のハイキング道に

も多くの被害が発生した。神戸市の管理するハ

ィキングコースにおいては、石切道における落

石、須磨アルプス ・油コプシでの崩落など97

コース中、 48コースに被害を受けた。

復旧工事に要する経費としては、環境庁の補

助事業によるものが約2億円を予定している。



第4節 ライフラインの被害

1. 水道施設の被害

(1)施設概要

神戸市の地形は水道事業にとって不利な条件

になっている。市街地が東西に細長く、また、

高低差の大きい場所に発達 している一方、西北

神では起伏の多い地域に住宅が散在している。

このため、同程度の規模の事業に比べて配水池

やボンプ場などの施設が数多く必要である。

表3-4-1 主な水道施設

主要施設名 数 量

自 貯 水 池 3ヵ所

己
水
源
貯 水 場 8ヵ所

7ヵ所
浄 水 場

3 9池

ポ ン プ 場
4 6ヵ所
2 3 l台

配 水 池
l l 9ヵ所
2 3 9池

導 ・送 ・配水管 （路）延長 4. 305. 102 m 

(2)水源の内訳

神戸市には大きな河川などがないため、現在

の供給能力83.5万m3／日のうち約 4分の 3を阪

神水道企業団を通じて琵琶湖 ・淀川に依存して

いる。

図3-4-1 1日あたり供給能力内訳

布弓12.0万m’¥＼ 呑吐（兵庫県）
(2. 4%） I l. 6万ボ (l.9%） 

その他
（ 

豚`鼻り羞；誓 、
; : ： ： ； : : ： ； ; ； ; ; :’ 
; ： ： : ： ; ; : ： ： i i i : 

自己水源一上＝＝二竺霊各 供給能刀 匹恥，．．．．．．．
: : : : : ； i i ; i ; : ； ： 

20万対 闘祖届産喘罪 83.5万m'
::,:::::::;:::::: 

(24.0%） ¥‘、Sゞ（三），

（平成 7年 4月 1日現在）

施 設 名

有効容量 13,345.105 m'（供給能力 169,000 m'／ 日）
・千苅 11. 612, 538rrf（供給能力 113,000吋／日）
・烏原 l, 315, 139対 （供給能力 36,000吋／日）

・布引 417,428rri'（供給能力 20,000吋／日）
供給能力 31. 000吋／日
・市街地 25, 000 nf （ずい道湧水、本山、住吉）

• 北 神 6, 000 nf （瑞宝寺、滝川、その他）
ろ過能力 308, 500 rr?／日

• 上 ヶ 原 125, 700吋／日 • 千 苅 108,000nf／ 日
・奥平野 60,000吋／ 日 • 有 馬 300 rd／ 日
• 本 山 8, 000 m'／日 • 六甲山 1. ooo nr /日
• 住 吉 5,500吋／日
市街地： 29ヵ所 161台， 北 神： 12ヵ所 59台，
六甲山 ： 5ヵ所 11台
有効容積 501.270吋
・市街地 81ヵ所 166池 401. 210,寸
• 北 神 35ヵ所 65池 98. 480 nf 
• 六甲山 3ヵ所 8池 I. 580吋
導水管 （路） 43.365m、送水管（路） 259. 721 m, 
配水管 4. 002, 016m 
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(3)水道施設の被害の特徴

水道施設の中で、配水管及び給水管には大き

な被害が発生し、市内全域65万戸に断水が生じ、

市民生活に大きな影響を与える原因となった。

管路被害の特徴と しては、橋梁に添架した水道

管が、橋梁の被害の影響を受け破損したことや、

臨海部や旧河川敷等の地盤条件の悪いところで

の継手の抜け出しがあげられる。

これらはいずれも漏水の発生があったため明

らかになったものであるが、道路の変状等から

みて、この他に現在発見できない微小な漏水箇

所や今後漏水が発生する可能性のある被災箇所

も多いと考えられる。

一方、配水池等の構造物の被害は今回の地震

の規模からみれば、思いのほか少なかった。こ

の理由として、概ね良好な地盤に立地していた

り、基礎に十分な配慮がなされていたためと思

われる。



その他の被害としては、水道局本庁が圧漬し

たのをはじめ、東部営業所は上部の市営住宅圧

潰により撤去を余儀なくされ、西部センターは

一部類焼、垂水センターは増築部分の破壊、中

部センタ ー及び資材事務所は一部損壊などの被

害を受けた。 このため、これらの部署において

は情報の収集や発信に多大な支障をきたし、復

旧の諸活動を円滑に実施する大きな妨げとなっ

た。

〔上水道〕

被 害 場所

表 3-4-2 水道施設の被害状況

被 害 内 容

1.貯水池 I① 布引貯水池
堤体天場歩廊の手すり部クラック
② 烏原貯水池
管理用道路コンクリ ート土留壁一部崩壊等
③ 千苅貯水池
左岸側管理用道路の壁一部崩壊

2.浄水場 ① 上ヶ原浄水場
導水路トンネル履エコン クリー ト一部損壊とクラ ック
．緩速ろ過池：集水渠破損、艦体クラ ック
・急速沈澱池：伸縮ジョイント部損傷
・洗浄水槽 ：入水管と洗浄管から漏水、被覆コンクリ ート剥離
・排水処理施設：濃縮槽等損傷
・法面 ・石積崩壊、場内各所陥没
② 本山浄水場

I 
洗浄水槽への入水管 ．i先浄管破損、洗浄水槽 (RC)にクラ ック、原水取水管涸水

3.送水施設 ① 送水トンネル
送水 lヽンネルには大きな漏水はなく、被害は軽微
② ポンプ場
烏原坑内送水ポンプ水没
③ テレメータ施設
奥平野浄水菅理事務所鉄塔一部座屈
④ 送水管
上ヶ原浄水場内送水管、会下山中層、十文字特 L、甲南特 l送水管漏水、本山送水管
路ト ンネル一部圧潰、湧水送水管屯裂等

4.配水池 1会下山低岡配水池
接合井離脱、幅体にクラック漏水、配水池伸縮ジ ョイン トクラ ック、場内舗装・石積
沈下
各所配水池の伸縮ジョイントク ラック （熊内低庖配水池等）

5.配水管 •神戸大橋、六甲大橋、御影大橋、深江大橋添架部分揖傷
その他68橋について要修復
・配水管修繕件数 (8月1日現在）
2.283カ所
・被害件数の態様別集計
①管 （折れ等）
②継手 （抜け等）
③属具（空気弁、消火栓等）

304カ所
960カ所
493カ所

計 l,757カ所

6.給水管 I・給水管修繕件数 (8月1日現在）
公道下での修繕件数 14, 561カ所
宅地内での修緒件数 75,023カ所

計89,584カ所

(l 7%) 
(55%) 
(28%) 
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（庁舎〕

被害場所 被 害 内 容

I. 市役水道所局2号本庁館 6階 圧潰

2.東部営業所 上部 (3階）の市営住宅圧潰により撤去

3.西部センタ ー 一部類焼

4. 垂水センタ ー 増築部分破壊

5. 中部セン材ター ・
資事務所

一部破揖

東部営業所 上ケ原浄水場

e ~一雪一冨

一...’79-E3 

i―--
西部センター 会下山配水池

｀ ` 
＇ 

’̂ 
千苅導水路

85 



図3-4-2 被災基幹施設の位置図
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図3-4-3 配水管被害多発地区の分布図
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配水管の材質は総延長の約9割が耐震性のも

のに整備されていたこともあって、管自体の被

害は約 2割であった。被害の約 6割は継手が想

定を超える振動のためなどにより抜け出したこ

とによるものであった。

表3-4-3

管 の 材

耐震性

質

3. 557. Okm(8il. 9%) 

配水管延長の内訳
（平成6年度末）

手

358.8km(9.0%) 

3. 198. 2km(79. 9%) 

非耐震性 445.0km(ll. 1%) 

合 計 4, 002.0km(100%) 

表3-4-4 配水管口径別被害件数と被害率

（平成7年4月末現在）-・ . - --・---

口径 配水管延長 被害件数 被害率 被害態様別件数

(mm) (m) （件） （｛牛／km) A B C 

50 64,881 11 0.17 5 6 

゜75 167. 893 65 0. 39 14 29 22 

100 796.885 348 0. 43 60 150 138 

150 1. 463. 904 611 0.42 ll4 371 126 

200 753會960 314 0. 42 56 200 58 

250 39. 391 23 0. 58 6 l6 I 

300 394. 182 212 0. 54 26 137 49 

350 17.635 4 0. 23 1 3 

゜400 80.114 50 0. 62 12 20 18 

450 3.082 

゜ ゜゚ ゜゚500 90.855 29 0. 32 4 5 20 

600 45.333 19 0. 42 2 6 ll 

700 47.008 36 0. 77 l 3 32 

800 10.264 8 0. 78 I 4 3 

900 26.131 24 0. 92 2 IO 12 

l. 000 498 3 6. 02 

゜゜
3 

計 4.002,0l6 1. 757 平均0.44 304 960 493 

注 ：被害態様 A:管体の折れ、割れ等

B ：継手の離脱等

c ：屈具の破損等

表3-4-5 水道施設の被害額

（単位：億円）
• -

項 目 内 容 被害額

貯水施設
千苅貯水池・烏原貯水池 ・布引貯水池

5 
の各一部損壊

導水施設 千苅導水路 ・その他導水路の一部損壊 68 

浄水施設
上ヶ原浄水場内ろ過池．沈澱池．汚泥

19 
・排水処理施設等の損壊

送水施設 各所揚水管 ・送水管の破損多数 3 

配水施設 各所配水管 ・弁栓類の損壊多数 183 

給水装置 各所給水装置の担埃多数 24 

その他
本庁舎 (2号館）6階 ・東部営業所庁

14 
舎の全壊．その他庁舎一部捐壊等

ムロ 計 316 

配水管地域別態様別被害率

i ; i i 
9 : 

： ： 
• : 

戸

灘

西

図3-4-4

束灘区

区

中央区

兵庫区

長田区

゜
0.2 

■A：管体の折れ、割れ等□B：継手の離脱等
鵬C：属具の破損等

o. 8 1.0 0. 4 0. 6 
被害率（件／km)

配水管の被害

I. 2 

（継手抜け出し）

配水管の被害 （管体の割れ）
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(4)阪神水道企業団の施設の被害 企業団も大きな被害を受け、送水姐が減少した。

神戸市の水源の多くを依存している阪神水道

表 3-4 -6 阪神水道企業団の施設の被害状況

被害の多くは、コンクリ ー ト構造物の亀裂損傷と沈澱池の池状構造物の伸縮目地部の被害であった。また、
取合部や増築部にも多くの損傷が見られた。猪名川浄水場の沈澱池とフロック形成池の被害は3、4期施設に

構 集中した。

猪名川浄水場 伸縮目地損傷、沈澱池傾斜装置の破損等 15項目
造
浄水場 尼崎浄水場 混和池、ろ過池側壁損傷等 7項目

物 甲山浄水場 地盤崩落による排水処理施設の運転否能等 3項目

ポンプ場 田東ポンプ場 走行ク レーン損傷，電気室梁犯裂等 10項目

被害は、布設年度が古いコンク リート管と鋳鉄管に集中した。ダクタイル鋳鉄管管路の被害はすべて継手の
抜け出しによる漏水であった。鋼管管路は水管橋の伸縮管部が許容鍼を超えたための漏水が1カ所あった他は
被害がなかった。

管 迄水路 1期淀川屯水路の¢1. 200ヒューム管(HP)カラー継手部よりの痛水23カ所

送水路 3期猪名川送水路のrj;l, 700プレストコンクリート(PCP)継手部よりの漏水5カ所、3期芦部谷
送水路の水管橋伸縮部破損l力所等 計12カ所

路
配水管 1期中部配水管の¢300石綿管(ACP)破捐、 2期西部配水管の¢350高級鋳鉄管(CIP)印籠継手

抜け出し33カ所、4期西部配水管の¢600ダクタイル鋳鉄管(DIP)メカニカル継手抜け出し 5カ
所等計90カ所

注：現在の耐震工法指針で設計された5期の施設には機能に影響を及ぼす被害はなかった。

2.工業用水道施設の被害

(1)施設概要

工業用水道の水源は100％琵琶湖 ・淀川 に依

存している。

表 3-4 -7 主な工業用水道施設

主要施設名 数 軍『 施 設 内 容

神崎川供給能力 100, OOOni'／日
取 水 場 2ヵ所

ー津谷供給能力 50, OOOnf／日

3ヵ所 神崎｝l|ポンプ場 5台 (27 0 KW  4台， 350KW 1台）
ポ ン プ 場 利倉ポンプ場 3台 (47 0 KW ) 

l 4台 甲東ポンプ場 6台 (55 0 KW ) 

1ヵ所
浄 水 場 上ヶ原高速凝集沈殿池 4池 （能力 150. 000吋／日）

4 池

3ヵ所 上ヶ原 3池 （有効容積 7, 500niう
調 整 池 本山 2池 （有効容積 5, 0 0 0 m") 

7 池 奥平野 2i也 （有効容積 3, 0 0 0 m') 

導水管 20, 933m 
導 ・送 ・配水管延長 97, 523m 送水管 12. 923m 

配水管 63, 667m 
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図3-4-5 工業用水道施設図

（平成7年3月31日現在）
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(2)被害状況

表3-4-8 工業用水道施設の被害状況

被害場所 被 害 内 容

I.淳水施設I神崎llIポンプ場～上ケ原浄水場
• ¢ 1350管継手漏水（伊丹市御願塚）他
被災箇所14カ所

2.浄水施設 l上ヶ原浄水場
・沈澱池2池伸縮ジョイントクラック
・排水処理施設．濃縮槽．領斜板．配屯

盤等損像

3.送水施設 I上ヶ原浄水場～本山調整池
• 上ヶ原浄水場内送水管破損
• 他潟水 2 カ所．パルプ破損

4.配水施設 I本山調整池～西部第1エ区までの配水管
・管漏水53カ所．バルプ ・空気弁等属具

39カ所
• 水管橋 8 カ所
深江大橋 ・魚崎大橋 ・六甲大橋等添

架部破損、高羽 ・苅藻水管橋落橋

表3-4-9 工業用水道配水管被災状況集計表

（平成7年6月末現在）

継手 仕切弁 空気弁 水管橋 （添

菅割れ 架橋含む） 計

混水 損侶 損侶 損像※

東灘区 ， 2 6 J I I 3 7 6 6 

灘区 2 1 3 3 ， 
中央区 2 2 4 

兵庫区 2 4 6 

長田区 l l l 2 1 l 5 

合計 I l 4 2 L 9 2 0 ※ 8 l O 0 

注：※ 橋部は損傷が2ヵ所以上で{>l橋梁を1ヵ所とした。

表3-4 -10 工業用水道施設の被害
（単位：百万円）

項 目 内 容 被害額

森水施設
利倉ポンプ場～上ヶ原浄水場間、荘水

50 
管破捐等

浄水施設
上ヶ原浄水場内の沈澱池および汚泥 ．

200 
排水処理施設の損壊等

送水施設
上ヶ原浄水場～本山調整池問、送水管

180 
破裂等

配水施設
本山調整池からの配水管、弁栓類の損

2.470 
壊多数、水管橋の損壊等

合 計 2.900 

．． 鳳..

潟水調査 （音聴）

配水管の被害（抜け出し）

配水管の被害（管体の割れ）
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図3-4-6 工業用水道施設の被害状況図
（平成7年:in:11[II;し1t)
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3. 下水道施設の被害

(1)下水道整備状況

神戸市は、昭和26年に下水道事業に着手して

以来、今日まで順次事業を進めてきた。その結

果、平成6年3月末の下水道人口普及率は、 97.4

％に達している。

・排除方式は、地形的特性と従来からあった雨

水排水路の有効利用とを考慮して、分流式が採

用されている。 （東灘処理区に一部合流式があ

る）

神戸市は六甲山を境にして、大きく 2つの区

域に区分される。 1つは六甲山の南側で古くか

ら市街化の進んでいた区域であり、もう 1つは

六甲山の北側と西側で人口の増加に伴って比較

的近年に市街化 した区域である。今回の地震で

大きな被害を受けたのは、前者の区域である。

六甲山の南側と西側の区域に位置する 6つの

処理区は神戸市単独の公共下水道であり、処理

場と管路の全てを神戸市が管理している。一方、

六甲山の北側に位置する区域は武庫川上流流域

処理区と加古川上流流域処理区との 2処理区に

分けられ、兵庫県が管理する流域下水道に接続

している。

神戸市の下水道整備状況を表 3-4-11に示

す。

表3-4-11 神戸市の下水道整備状況
（平成5年度末）

全市 面梢 54. 580 ha 

市街化区域面稜 1 9, 5 0 5 ha 

汚水管渠整備面稜 1 6, 0 2 9 ha 

全 市 人 口 1. 5 0・ 9, 8 0 0 人

処理区域内人口 1, 470, 200 人

人口普及率 9 7. 4 ％ 

稼働中の処理場数 7 カ所

稼働中のポンプ場数 2 3 カ所

汚 水管路延長 3, 3 l 5 km 

雨水管路延長 4 8 4 kIn 

①管渠

神戸市では、分流式を採用しているため、管

渠は汚水管渠と雨水管渠との 2種類に分類され、

それぞれ各処理区別の管渠延長は表 3-4 -12 

のとおりである。

表3-4-12 処理区別の汚水・雨水管渠延長
（平成5年度末）

処理区名
汚水管渠延長 I雨水管渠延長
(km) (km) 

東 灘

ポートアイラン ド

中

~
鈴

~
垂

~
玉

蘭

央

台

水

~
津

武庫）II流域関連
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

加古）I|流域関連

7 l 7 

2 8 

7 8 7 

1 8 5 

6 2 0 

5 6 7 

2 3 7 

1 7 4 

7 5 

4
 

l O 9 

3 3 

l O 9 

l O 2 

4 2 

1 0 

t
 

吾

n合 3, 3 l 5 4 8 4 

②ポンプ場

地形的な理由などにより、汚水や雨水を自然

流下によって流せない場所にボンプ場を設置し

ており、市内に23カ所の施設がある。その内訳

は、雨水中継ポンプ場が12カ所、雨水排除ポン

プ場が 8カ所、汚水中継 ・雨水排除両用ポンプ

場が 3カ所である。

③処理場

神戸市公共下水道の処理場で現在稼働してい

るのは 7カ所である。各処理場の計画諸元は表

3 -4 -13のとおりである。各処理場で発生す

る汚泥は脱水ケーキとして東部スラッジセン

ターに運搬され、そこで一括して焼却され、焼

却灰は尼崎沖にあるフェニックス事業（大阪湾

広域臨海環境整備事業）に埋立て処分されてい

る。
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表3-4-13 各処理場の計画諸元（平成5年度末）

処理場名 運転開始年月
計画処理人口 計画処理区域 計画処理能力 現有処理能力
（人） 面 積 (ha) （吋／日） （吋／日）

東 灘 昭和37年10月 399,000 4,004.0 350. 000 225.000 

ポートアイランド 昭和55年5月 44,600 436.0 40,570 20,300 

中 部 昭和33年11月 77,900 77,900 
411. 000 3. 821. 0 

西 部 昭和40年4月 256,000 161. 500 

鈴 面 台 昭和43年9月 100,000 1. 052. 0 48,000 43,825 

垂 水 昭和49年8月 350,000 3. 295.4 245. 000 133,890 

玉 津 昭和56年8月 206,900 4. 570.0 150. 000 75,000 

計 1. 511. 500 17,178.4 L 167, 470 737,415 

注：中部 ・西部は中央処理区にあって、 1処理区で2処理場となっている。

(2)処理場、ポンプ場の被害状況

①被害状況の調査

ア． 1月17日の緊急調査

各管理事務所では、夜勤者と出勤できた職員

で、緊急調査を行った。この緊急調査は、最低

限の処理場機能が確保されているかどうかと薬

品やガスの流出などで二次災害を起こす恐れが

ないかの 2点に的を絞って、ごく短時間で実施

した。この結果、各被害状況に応じて取り得る

最善の対策を検討し、即座に実施した。

その後、出勤してきた戦員の数が増えるにし

たがって、施設の全体的な調査を行い、被害状

況の把握に努めた。

イ． 1次調査

1次調査は調査期間を 1月18日から 1月25日

までの 1週間程度として、全体のかなり詳細な

被害状況を把握するために実施された。

土木建築施設に関しては、本市職員と設計コ

ンサルタントとで 1班当たり 4~5名の調査班

を数班組織して被害状況を調査した。

機械電気設備の調査は、本市職員とプラント

メーカーとで機器の作動状況等を中心に調査し

た。

この調査により、池の水替えを必要とする調

査や、工事が必要な調査を除き、ほぼ被害の概

略は把握できた。

94 

ウ． 2次調査

2次調査は、池の水替えや工事を実施しなが

ら、被害の全体をより詳細に把握し、復旧工事

の設計作業が進められることを目標とした調査

である。期間は 1月26日より 4月30日頃までで、

約3カ月間である。ただし、稼働している施設

については、部分的にその運転を停止して調査

を行う必要があり、この調査は現在も一部継続

している。

調査は、本市職員と支援の日本下水道事業団

職員に加えて、工事業者、設計コンサルタント

とで実施した。調査に要した労力は明確な数値

では表現できないが、非常に膨大な作業であった。

表 3-4 -l4は日本下水道事業団の支援状況

である。

表3-4 -14 日本下水道事業団の支援状況

期間 延人数

1次調査 平成7年1月18日～1月25日 20名・・-・..........,..・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・---・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・
2次調査平成7年1月26日～3月13日 432名
計 452名

② 被害の状況

機能面で支障をきたすような大きな被害を受

けた箇所は、処理場が 3カ所、ボンプ場が6カ

所、汚泥焼却施設 1カ所であった。処理場では

東淮処理場で処理機能が完全に停止したのをは

じめ、西部処理場が処理機能20％に、中部処理



場が処理機能50％にそれぞれ低下した。ボンプ

場では、大石ポンプ場、ポートアイランド第 1、

第 2、第 3ポンプ場、湊川ポンプ場及び神明ポ

ンプ場の機能が停止した。また、汚泥処理施設

は東灘処理場の処理水を利用して運転している

ため、機能停止をやむなくされた。

他の処理場、ポンプ場でもほとんど何らかの

被害を受けており、全く被害がなかったのはわ

ずか3ポンプ場のみである。表 3-4-15に処

理場の被害状況、表 3-4 -16に機能が停止し

たポンプ場の被害状況の概要を示す。

表 3-4-15 処理場の被害状況

処理場名 処理機能の
被 宝Eコ 状 況 の 概 要

（現有処理能力） 被害状況

東 灘 処 理 場 処理機能が 流入水路破壊、処理施設 ・建築施設の基礎杭破壊、運河護岸崩壊、放流渠破

(225, ooom•／日） 停 止 損、水処理設備水没と破損、連絡橋破損、場内舗装大破

ポートアイランド処理場 機能低 下
放流渠破損、施設不等沈下、場内舗装破損、渡り廊下破損、汚泥脱水機破損

(20,300吋／日 ） なし

中 部 処 理 場 処理機能が 地下室大最漏水、施設不等沈下、処理施設クラック、場内舗装破損、脱臭ダ

( 77.900ボ／日 ） 50％に低下 クト破壊、ガスタンク傾斜
鈴 蘭台処理場 機能低下

エレベーター棟ずれ、場内舗装破損
( 43, 825m3／日 ） なし

西部処理場 処理機能が
初沈流入 ・流出水路破損、エアタン流入管破損、施設不等沈下、処理施設ク

(161, 500 m"／日 ） 20％に低下
ラック、場内舗装大破、放流渠破損、汚水ポンプ等水没、配管類変形、初沈

・終沈汚泥かき寄せ機変形脱落

垂 水処理場 機能低下
護岸破損、施設クラ ック、場内舗装破損

(133, 890m'／日 ） なし

玉 津処理場 機能低下
施設クラック、場内舗装破損、汚泥脱水機被災、配管類変形

( 75, OOOrri,／日 ） なし
東部スラッジセンター 処理機能が

冷却水遮断、煙道破損、場内舗装破損
( 600 l／日 ） 停止

表3-4-16 機能が停止したポンプ場の被害状況

ポンプ場名
能 力

被害 状況
（吋／分）

大石ポンプ場 汚水 81.6 
停電と自家発電機冷却水槽

破損による機能停止

Pl第 1ポンブ場 汚水 13.0 管渠からの泥水流入による

水没での機能停止

Pl第2ポンプ場 汚水 1.0 
管渠からの泥水流入による

水没での機能停止

Pl第3ポンプ場 汚水 1.0 
管渠からの泥水流入による

水没での機能停止

埃）1|ポンプ場 雨水 417.0
燃料配管の破損による機能

停止

神明ポンプ場 汚水 2.3 吐出管破損による機能倅止

注 ：pIはポートアイランドの略

ア．東灘処理場

東灘処理場は、東部第3エ区と称する埋立地

に位置し、その地盤はけっして良好なものでは

ないことや埋立ての護岸の崩壊などの原因によ

り、 神戸市の処理場の中では最大の被害を被っ

た。その被害状況を図 3-4 -7に示す。
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東灘処理場では、魚崎ボンプ場から処理施設

ヘ汚水を送水する導入渠が破壊し、送水不能に

なるとともに、配管廊からの大量の地下水の湧

水により、水処理設備が水没し、通常の処理機

能が全て失われた。

ただ、東灘処理区は一部合流式の処理区があ

り、魚崎ボンプ場では併設されている雨水ポン

プの運転をして急造の消毒設備とスクリーン設

備を介して汚水を排除することができた。

まず、第 1の被害の特徴は、地盤の液状化と

側方流動により、処理施設のすぐ北側に位置す

る運河護岸の横ずれが生じ、処理施設も大きな

被害を受けたことである。護岸と処理施設との

距離は、最も近い場所で10m程度であり、護岸

は最大2.5m程度の横ずれが生じ、処理施設周

辺の地盤も最大2m程度沈下したり、側方に移

動した。 このため、護岸沿いに位置するボンプ

場から最初沈殿池に汚水を送水する管渠がその

継ぎ手部分で完全に破断し、汚水の送水が不可



能となった。また、運河に比較的近い所に位置

する管理棟、発電機棟、脱水機棟、濃縮タンク、

ガスタンク、砂ろ過施設の基礎杭が破壊しそれ

ぞれの施設が傾斜し構造物の安定性が損なわれ

てしまった。この状況の概念図を図 3-4 -8 

に示す。

場内の道路は完全に破壊され、そこに設置さ

れていた配管類は大変形を起こし、ほとんど機

能しない状況となっていた。

図3-4-7 東灘処理場の被害状況
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図3-4 -8 東灘処理場運河護岸の横ずれ、傾斜による処理施設の被害状況
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第 2の特徴として、護岸から離れた場所でも

地震による衝撃と液状化の影密を受け、本場の

エアレーションタンクと最終沈殿池の基礎杭が

破壊されてしまった。また、地下の配管廊のエ

キスパンションが破壊され、大量の地下水が配

管廊に流れ込み、ここに設置されていたポンプ

類や電気の制御盤、操作盤が水没してしまい、

それらが全て使用不能となった。この被害の状

況の概念図を医 3-4 -9に示す。

図3-4-9 東灘処理場配管廊破損に伴うポンプ類、 電気制御盤の水没状況

□三

⑨
同
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ポンプ類

制御盤類 汚泥処理施設

水処理施設

破損箇所

第 3の特徴としては、大きな揺れにより被害

が処理場内全般に及んでいることである。沈殿

池の汚泥かき寄せ機のほとんどがレールから脱

落したり、分場の阻流壁が破壊するといった被

害が生じている。

また、放流管は地盤の変形の大きな箇所で破

損し、 付近の土砂が流入し、断面の大部分が埋

没していた場所もあった。
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東灘処理場流入水路の破壊

イ．ポートアイランド処理場

ポートアイランド処理場は人工の島ポー トア

イランドに位置する。この処理場は沖梢粘土の

圧密沈下を促進するためのサンドドレーンと埋

め立て土の強度を上げるサンドコンパクション

パイルエ法との併用による地盤改良を行い、杭

基礎を用いず建設されている。

処理場周辺の地盤がほとんどの場所で液状化

しているのに対し、処理場の敷地内は全く液状

化しなかった。このため、場内の地盤沈下の程

度も小さく、埋立地の割には非常に小さな被害

で済み、処理機能にはなんら影密を受けること

がなかった。

しかし、処理施設の不等沈下が一部で促進さ

れ、水処理施設の継ぎ手部が拡大した。他には、

管理棟と機械棟との間の連絡通路の破損や放流

管最下流の護岸付近での破新などが見受けられ

た。また、液状化した砂が流入し遠心脱水機の

運転に支障をきたした。

ウ．中部処理場

中部処理場では、最終沈殿池に蓋類、角落し

97 



等が落下し、チェーンが外れるなどして処理機

能が50％に低下したが、被害を受けなかった施

設を使用して全流入汚水を処理することができ

た。

当処理場は比較的基礎地盤がよく 、地盤の沈

下も少なかったため被害も小さかったようであ

る。ただ、神戸市で最も古い処理場であり、施

設が老朽化しており、水処理施設の側壁や建築

物にかなりのクラックが発生 した。また、排気

用の煙突が折れて脱臭設備の上に落下し、施設

を破壊する被害が発生した。

独立 した構造物の間を水路や配管などで接続

している部分は、それぞれの構造物の揺れの違

いにより、過剰な変位を受けて破損した。

エ．鈴蘭台処理場

鈴閾台処理場は比較的内陸部に位四し、強固

な岩盤の上に建設されているため、ほとんど被

害を受けなかった。汚泥脱水機棟の横に増設し

たエレベーター棟のずれと、場内の舗装が一部

沈下した程度の被害であった。

オ．西部処理場

西部処理場は埋立地に建設されたもので、

部地盤改良工事が実施されているものの、ここ

も地盤の条件はよくない場所である。神戸市の

処理場の中では 2番目に大きな被害があった。

ここでは、第 1系列のエアレーションタンク

流入管の破損及び送気配管廊最末端部の座滅に

より送気配管廊に多量の浸水があり、 管廊に接

続している第 1系列の送風機補機室及び汚水ボ

ンプ室へ汚水が逆流し、送風機補機及び汚水ボ

ンプが水没した。このため第 2系列のみしか運

転できない状態となり、全体の処理能力が20%

に低下した。

第 1の被害の特徴としては、第 1系列の最初

沈殿池からエアレーションタンクヘ汚水が流入

する配管が破損したことである。最初沈殿池と

エアレーションタンクとの揺れの違いにより、

これが破損したと考えられる。 8池のうち 6池

はヒューム管であり他の 2池は可撓管が設闘さ

れているが、可撓管にはこのような被害は発生

しなかった。その概念を図3-4 -10に示す。

このエアレーションタンク流人管は地下約3.0 

mにあり、水圧がかかっているため汚水が土中

を通って次に記す送気配管廊末端部へ噴出した。

第2の被害の特徴は、第1系列の汚水ボンプ

室から水処理施設へ汚水を送水する導水管の下

図3-4-10 西部処理場エアレーションタンク流入管の破損状況

空気配管 返送汚泥水路 エアレーションタンク流出水路
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エアレーションタンク

エアレーションタンク流入管

にエアレーションタンクヘの送気配管廊があり、

その末端部は最初沈殿池出口水路の地下部にあ

り、この部分に応力が集中し座滅したことであ

る。この部分からの浸水は激しく毎分 4~5 m3 

であった。都水管の破損や最初沈殿池流入水路

及び流出水路の破損による漏水もこの管廊に流

98 



入した。これらの漏水は管廊を逆流して送風機

補機室及びそれに隣接する汚水ポンプ室に溜ま

り、やがて汚水ポンプ及び送風機の補機を水没

させた。その概念を図 3-4 -l]に示す。

図3-4-11 西部処理場流入水路破損によるポンプ室の水没状況

プロワー

第 3の被害の特徴は、埋立ての護岸の横ずれ

により、場内の地盤が沈下したり側方流動した

ことによる被害である。東灘処理場ほどの大き

な被害は受けなかったが、放流渠の目開きや護

靡沿いの施設の沈下や傾斜を引き起こした。

これらの他にも、汲終沈殿池謳体の傾斜及び

汚泥かき寄せ機の軸心のずれやフライトチェー

ンのレールやスプロケッ トからの脱落 ・変形、

加圧浮上浪縮タンク給泥ボンプ室基礎の破壊、

各種配管類 ・ベルトコンベアのずれや傾斜 ・不

等沈下、場内舗装大破などの被宮があった。

なお、第 2系列及び管理本館については地盤

改良がなされていたので、構造物にはほとんど

被害がなかった。消化タンクの構造物も被害は

ほとんどなかった。

西部処理場エアレーションタンク阻流壁の破壊

最初沈殿池流入水路
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力．垂水処理場

垂水処理場は埋立地の上に建設された処理場

であるが、岩盤の海底面を埋立てたものであり、

それほど大きな被害は受けなかった。場内の舗

装が一部破損したり、施設の一部にクラックが

生じた程度であった。

埋立ての護岸は南東の隅角部を中心に最大 I.

2m程度移動したが、ケーソンが水平移動した

のみで安定しており、また付近に重要な構造物

もなくこれによる大きな被宙はなかった。

キ．玉津処理場

玉津処理場は今回の地震での被害が比較的小

さな地域に位府しており、大きな被害はなかっ

た。一部の地盤の沈下やそれに伴う配管類の変

形、および施設エキスパンションの目開きなど

の被害が発生した程度である。

ク．東部スラッジセンター

東部スラッジセンターでは、東灘処理場の砂

ろ過水を冷却用水として使用していたため、東

灘処理場の機能停止により運転できなくなった。

施設そのものの被害は少ないが、電気集じん

機の碍子の破損、灰出しコンベヤの祖i!,1のほか

煙道の破担と場内迎路の沈下等の被害が発生し



ている。

ケ．大石ポンプ場

大石ポンプ場は、停電と自家発電機の冷却水

槽の破壊に伴い、ボンプの動力を確保すること

ができなくなり、機能が停止した。幸いポンプ

場への流入水凪が少なく、ポンプ場をパイパス

して汚水を流下させることができ、機能停止に

よる大きな問題は生じなかった。

コ．ボートアイランド第 1、第 2、第 3ボンプ

場

ポー トアイランド第 1、第 2、第 3ポンプ場

は、周辺地盤の液状化により汚水管渠が破断し、

ポンプ場に泥水が流入した。これにより機器が

水没し、機能が停止した。

しかし、これらポンプ場の全流入区域が断水

しており、ほとんど流入水がなかったため、機

能停止による問題は発生しなかった。

サ．湊川ボンプ場

天井クレーンが落下し、燃料配管を破損し機

能が停止した。このポンプ場は雨水ポンプ場で

あり、復旧までの間に降雨がなかったことから、

機能停止による直接の問題は生じなかった。

シ．神明ポンプ場

ポンプの吐出管が破損し送水が不能となった。

幸いほとんど流入水がなかったため、機能停止

による問題は発生しなかった。

ス．その他のボンプ場

上記の他のポンプ場では、ポンプの芯ずれや

場内舗装の沈下などの被害が発生したが機能に

直接影響するような被害は発生しなかった。た

だ、圧送管路系統の支障により送水できなく

なったポンプ場に前述の魚崎ポンプ場と深江大

橋ポンプ場及び向洋ボンプ場の 3ポンプ場があ

る。
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(3)管路施設の被害状況の調査

① l月l7日の緊急調査

地震発生当日は、汚水幹線を中心に道路や建

築物の状況から推察できる下水道管路の被害状

況や汚水の大規模な溢水の有無に関して調査し

た。この段階で得た情報は、地下鉄の駅の崩壊

による管路の破壊と阪神高速道路の橋脚の変位

による管路閉塞など、下水の排除機能に大きな

支障がある被害であった。

② l次調査

汚水幹枝線と雨水幹線の 1次調査は迅速に被

害状況を収集することを目的とし、地表面、主

な道路交点にあるマンホール内等の目視によっ

て調査した。北区および西区は道路管理者の道

路情報を基に調査を行った。調査内容は路面の

変状、マンホールの浮上、沈下、構造物（マン

ホール、管渠）の損傷状況、流水状況、土砂の

堆積状況、接続ますの外観、応急措置の方法な

どである。

この調査により、 2次調査を実施する範囲を

決定する資料を作成した。

調査期間は平成 7年 1月18日（水） ～ 1月22

日（日）の 5日間である。調査範囲のうち東灘

区～垂水区の約5,270haは、本市職員と土木工

事業者、管路維持協会の設計ゴンサルタント職

員とで 1班当たり 4~5名の調査班を構成し、

L行政区につき 2班を投入して実施した。北区、

西区の約120haについては本市職員のみの数班

で調査した。

汚水幹線の 1次調査はマンホールからの流水

状況の調査と、深夜の水量が少ない時間帯での

管内調査を実施した。

③汚水枝線の 2次調査

1次調査の結果から管路施設の被害予想区域

図を作成し、 2次調査の実施範囲を決定した。

2次調査は区域内の全てのマンホール及び管

きょを目視し、マンホールの破損、ズレ等の状

況と管きょの破損、ズレ、タルミ等の状況を調

べ、管きょ部にあっては 5cm以上の勾配のタル

ミ、半断面以上のマンホール間の側方ズレ箇所

を対象に管きょの被害状況をテレビカメラで詳



細調査した。調査期間は平成7年 1月23日～3

月10日であるが、家屋倒壊等により調査不能で

あった路線は現在も調査を継続している。なお、

この調査は本市以外に東京都、政令指定都市及

び岡山市 ・倉敷市等の支援を得て実施し、 1日

当たり最大33台のテレビカメラを投入して調査

した。表 3-4-17に各都市の支援状況を示す。

表 3-4-17 各都市の支援状況

都市名
現地闘査 査定設計 延人員

期間 延人員 期間 延人員 計

私．．蝶．．．市．l／2.4了2/!0.．．..．22.．2(l.4了割5...．．．．1.2.6 1.48. 
他．含．．両 ．！［25了初．0．．．.．． ．l52. ．2A．任3歴．．．．．．．．．~.OJ. ．段2.
壬．．葉．．東 ．翌．9沼?!!.Q.l.....．し46.．2ll.4:-:-3!5...．．．．42.．．．!．88.．
衷．．哀．．艇 ．！！l．3翌！!.l.J......~?.4. ．塑．任翌．．．．．．． ．．4．し．．．．．7．し?...
．！ ！ ！．崎．克 ．！！2．5ァ初．0．．．．49.9.2.A.4ご3/4. A3. .4.52. 
横浜市 1/25~2/10I 432 I 2/14~3/5 I 49 I 481 
迄活匿：雨：ih2吾ざ留i.o．．:：：：．ざ剥：互ilせ号材i..••:．：：． :i.4・：::.:~~~ :.
京都市 l/21~2/］1 296 2/14~3/5 68 364 
大阪市 1/23~2/11 I 472 I 2/14~3/5 I 49 I 521 
伝・•島悟滋95迄2万o●●●●・・伯iT2}i4;.:_,3i5"',.....・4・0・,...'311 ....... 
北九州市 1/25~2/JOI 169 I 2/14~3/3 I 38 I 201 
福岡市

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
1/27~2/10 I 158 I 2/14~3/3 I 38 I 196 

大都市計 3. 565 I I GIB I 4. 183 
岡．山．．胴． M2.7ョ笙Q.J......?.H............... 1 .. -..I... J~ .. 
倉敷市 1/27~2/17I 148 I I - I 148 
近隣都市計 2331 I - I 233 
合計 3.7981 I 61814.416 

2次調査の実施範囲は当初の段階で面積4,120 

ha、延長820kmと計画されたがその後の調査に

よって面積5,390ha、延長はl,194. 6 kmに拡大

された。調査対象区域を図3-4 -12に示す。

平成 7年 8月末までの調査の実績は次のとおり

である。

目視による調査

・調査対象延長 l, 194, 600m（完了）

TVカメラによる調査

・調査対象延長 102, 569m 

・調査済延長 100, 281m 

④汚水幹線の 2次調査

2次調査は、 l次調査の結果、再調査を要す

るものについて実施した。汚水幹線は流嚢が多

く内部の調査は実施しにくいため、 非常に苦労

した。 深夜でも水量がそれほど減少しない路線

は潜水夫や、特殊な台船付きテ レビカメラ によ

る調査を実施したり、処理場、ボンプ場の低水

位運転を行って調査を実施 した。調査対象は42

幹線で延長94,OOOmである。
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⑤雨水幹線の 2次調査

2次調査の実施範囲は当初の段階で面積4,120 

ha、延長260kmと計画されたがその後の調査に

よって面梢約6,000ha、延長は約378kmに拡大

した。

調査方法は管内の全スパンを目視で調査した。

調査期間は平成7年 1月23日～3月3日までで

ある。なお、この調査は設計コンサルタン トと

士木工事業者の協力で 1班あたり 3名程度で15

班構成して実施した。

平成7年 8月末までの調査の実績は次のとお

りである。

調査対象幹線 898幹線 377, 600m 

⑥取付管及び接続ますの調査

ア．取付管と接続ますの被害調査とその応急復

旧作業は、神戸市士木協力会70社に応援を求め、

とくに被災の著しい東灘区～垂水区の5,270ha内

に設置している全ての取付菅 ．接続ますを対象

にローラー的に実施した（ロ ーラー作戦） 。調

査の方法は下水道台帳図をもとに接続ますの蓋

を開け、取付菅は手鏡等を用いて目視で被害状

況の確認を行った。また被害箇所は応急復旧を

行うという方法で実施した。

調査 ・復旧体制は、 1班当り調査隊3~ 4名、
作業隊5~6名の編成で、 全市30班を投入して

実施し、 2月 1日から作業開始、 3月10日まで

にほぼ完了した。

調査結果は、対象箇所数約120,000カ所のう

ち倒壊物等で接続ますの位置不明があったが、

約 2分の 1が調査でき、約4,298カ所の応急復

旧を行った。

イ．更に、全市処理区域を対象に、市民から寄

せられる上水道給水装置の応急復旧を行うとき、

同時に排水設備の点検と合わせて取付管及び接

続ますの点検業務を神戸市管工事業協同組合に

緊急委託した。 （委託期間l/23,.._, 3 /11) 

その結果は、 24業者で1,639戸の点検を行い、

取付管55カ所、接続ます121カ所の被害が確認

され、応急復1日を実施した。



図3-4-12 汚水技線2次調査区域 （概略図）

0
2
 

ヽ

.---.、
:、i

． 
. ¥ v 

＇ 

-2入、

i}-.,;：鯰
＜．． 

:・，-ク、'

c:;, 
北区

、．，へ，
‘`  六さ、

:／t 

螂 9

．ヽ

ヽ
9
9

，
 r
、ヽ

9
,
‘
 

9

、

•

ノ

反

一tt
一

央
]

中

、・
，＇ 
r
 9
,

＇‘ 
．
』

ク
ク
クヽ

, -、一ヽ
ヽ｀へ~•-・-・ • 
,..  • 9 - - ｀ ` 
， 、｀｀ ` 

涎区



4．電力施設の被害（関西電力（株）の被害状況）

(1)地震発生時の状況

地震発生の前週の 1月9日（月）から13日（金）

にかけて、大阪ではよく晴れた寒い日が続き、

本格的な冬の電カピークの到来を迎えていた。

関西電力管内の電力系統監視運用を24時間体制

で行う同社本店の中央給電指令所（大阪市北

区）では、 16日19時頃の気象情報をもとに17日

の需要予想を2,350万kWとしていた。地簾発生

直前には、運転中の原子力発電所8ユニット、

火力発電所24ユニット、水力発電所に加え、給

電指令により火力発電所11ユニットが運転準備

中であった。

5時46分、地震の発生とともに中央給電指令

所には警報が鳴り響き、直前まで1,270万kW

あった電力需要は940万kWまで降下した。原

子力発電所、水力発電所は問題なく運転を続け

ることができたが、姫路から大阪湾岸に位四す

る火力発電所では運転中の8ユニット、起動中

の 4ユニットが自動停止した。

被害は発坦設備に留まらず、送電 ・変電系統

にも重大な影響を及ぼしていた。

神戸 ・阪神間は背後の六甲山系に位置する変

電所から電力供給されており、 500kVの基幹系

統ではほとんど影響がなかったものの、 275kV

以下の送電 ・変軍系統はいたるところで送電不

能に陥り、供給に支障を生じた変電所数は189

カ所に及んだ。これに伴い、明石市から京都府

南西部にわたる広範囲な地域で停電が発生し、

停軍軒数は約260万軒にのぼった。

被害の中心は明石から阪神間の沿岸部と淡路、

丹波篠山方面を管轄に置く同社の神戸支店 （神

戸市中央区）であった。

図3-4-13 地震発生直後の停電範囲
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(2)被害状況

電力施設の被害は、火力発電、変竃、送電、

配電、通信の各設備に及び、被害総額はおよそ

2,300億円にのぼった。各設備の被害状況は、

次のとおりである。
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表 3-4 -18 設備被害状況総括表

設 備 単 位
被 害 数

主要電気工作物の損傷 (*L)その他被害 ムに 計

発 電
発電設備

所 箇 所 5 5 10 

内訳 ボイラ ー （ガスタービン） ユニット 8 12 20 

変 電 所 箇 所 17 3. 3 50 

変 圧 器 台 23 29 52 
内 し や 断 器 台 9 1 10 
電力用コンデンサ 台 （群） 4 4 

変電設備 分路リアク トル 台 5 5 
断 路 器 台 41 41 
避 甲EEi 器 台 15 15 
母 誓箇 所 7 7 

訳 建 箇 所 15 15 
中性点接地装置ほか 台 32 32 

線 路
架

線 路 11 12 c•2) 23 

内 電 線 径 問 3 3 
支 持 物 基 11 ， 20 

ェヮヒ が し9 し 基 3 36 39 
訳 敷 地 ほ か 式 l l 

送電設備 線 路 線 路 3 99 (*2) 102 

地 ケ プ ）レ 条 20 385 405 
内 管 路 径 問 212 212 
人 孔 箇 所 268 268 
専用橋 ・橋梁添架 箇 所 14 14 

中 終 端 架 台 箇 所 4 4 
訳 給 油 装 置 箇 所 2 2 
そ の 他 ・式 1 l 

線 路 回 線 01) 649 Ull 649 

力＊0 電 線 径 間 (1) 7,760 (1) 7,760 
内 支 持 物 基 11, 289 11,289 

配電設備 が し‘ し 基 (1l (1) 
(*3) 空 変 圧 器 台 5,346 5,346 

地 ケ プ ル 条 u o 185 1, 913 00 2,098 
訳 夕自 路 径 間 (9) 437 (9) 437 
中 人 孔 箇，所 294 294 

通信線回線
通信設備

回 線 76 76 

内訳 通信ケー プル 径 間 171 171 

注： （＊1)：主要電気工作物の軽微な被害及び主要電気工作物以外の被害。
(*2)：架空送電線路23線路、地中送電線路102線路の内架空 ・地中併用線路が6線路あるため被害のあった送電
線路は、 119線路である。

(•3) ：配電設備の （ ）は、特別高圧配電線路分別掲。

①火力発電所

21カ所の発電所のうち10カ所で設備被害を受

けた。震源地に最も近い東灘ガスタービン発電

所（神戸市東灘区）では、強力な地震動とこれ

に伴う液状化現象の影響により、発電所護岸継

ぎ目のずれ、開口、構内道路 ・地盤の陥没、亀

裂が発生した。貯油タンク韮礎周辺では地盤の

沈下により基礎杭が最大60cm露出し、また、所
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内電源装置の傾きなど電気工作物に も被害が出

た。

尼崎から大阪湾岸の運転中または起動中の発

電所は軸振動により自動停止し、ボイラー関係

設備等に被害を受けた。高砂、姫路地区の発電

所も軸振動により自動停止したが、被害程度は

比較的軽度であった。
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ム

東灘ガスターピン発電所 貯油タンク基礎部 （地盤の沈下により60cmほど露出）

②変電設備

861カ所の変電所のうち50カ所で設備被害を

受けた。 このうち変圧器等の主要電気工作物に

被害を受けたのは、伊丹、新神戸、 神戸、西神

戸の 4つの275kV変電所と葺合変電所ほか13カ

所の77kV変電所であった。電気工作物の被害

内容は変圧器の基礎アンカーボルト破断による

変圧器本体の滑動や変圧器プッシング（高電圧

埠体の絶縁 ・支持装置）破損、その他機器の支

持がい子破損などであった。変電所建物の倒壊

はなかったが、構内地盤の地割れや法面陥没、

道路舗装クラックやプロック塀倒壊などの被害

があった。

伊丹変電所 275kV変圧器
（変圧器のアンカーポルトが破断し、変圧器本体が移動）

③送電設備

架空送電線では、総線路数1,065線路のう ち

23線路が被害を受けたが、その主なものは鉄塔

被害（部材損傷等）が11基、電線断線が3径間、

がいし損偽 3基であった。

地中送電線では、総線路数1,217線路のうち
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102線路で被害を受けた。人孔 （マンホール）、

管路、ケープルなどに被害が発生し、接続箱内

でのスリープ抜けなどが見られた。

西神戸野島線67号鉄塔
（付近に断陪が走り、鉄塔部材が損侶 北淡町）

④配電設備

家屋倒壊などによる電柱折損、液状化現象に

よる傾斜 ・沈下、電線の混断線や火災による機

器の焼失等、高圧の配電線 (6,000V)総回線

数12,109回線のうち649回線（被害率 5%）に

被害を受けた。なお、神戸支店管内では1,795 

回線のうち551回線で被害を受け、被害率は31

％にのぼった。

このうち、架空配電設備における被害状況は

電柱11,289基、電線7,760径間、変圧器5,346台



であった。電柱は地震動の影密を受け、相当数

のひび割れ、傾斜が発生したが、機能喪失に

至ったものは家屋等の倒壊にまき込まれたもの

が大半で、電柱の被害分布も神戸から芦屋、西

宮に至る震度 7の地域に集中している。変圧器

や腕金等は、振動や家屋への引込線が引っ張ら

れたことによる位置ずれ、傾斜はあったが、脱

落したものはなかった。

地中配電線路の被害は三宮、兵庫、西宮の営

業所に集中しており、 3営業所のケープル施設

数12,716条のうち196条に損傷が発生した。地

中ケープルそのものへの被害は管路の破損や

ケープルの支持金物等への食い込みによる絶縁

破壊などであったが、地上設置機器のずれ、傾

斜、破損や人孔（マンホール）本体のクラック

（ひび割れ）等も多数発生した。

配電設備の被害（神戸市東灘区 1月20日）

⑤通信設備

無線鉄塔や屋内通信設備では回線停止に至る

被害はなく、保安通信の中枢である多重無線回

線も健全であったため、復旧作業に必要な社内

通信は確保された。通信ケープルは断線または

焼損により総保安用電話4,048回線のうち76回

線が停止したが、被害は神戸とその周辺に集中

し、大阪や姫路方面では被害がなかった。

⑥社 屋

神戸、大阪、明石市内および淡路島内などの

社屋で窓ガラス破損や壁面クラック等の被害を

受けた。中でも神戸支店ビル（鉄骨鉄筋コンク

リート、地上9F、地下2F)は西側部分に激 ．

しい損似を受け大破し、執務不能となった。

5. ガス供給施設の被害

（大阪ガス（株）の被害状況）

(1)被害の概要

大阪ガスでは、 地震発生後直ちに地震対策本

部を本社ならぴに各地区に設置し、被害状況の

把握に努めた。その結果、中圧導管の一部と低

圧導管網に被害が発生していることが判明し、

阪神間の都市を中心に地震対策プロックを利用

して約86万戸の顧客へのガス供給を停止した。

図3-4 -14 
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(2)ガス供給システム

ガス事業は、製造所で作られたガスをパイプ

ライン（導管）を利用して各顧客にまで供給す

る事業である。LNG（液化天然ガス）を気化

して製造されたガスは、高圧、中圧、低圧の各

導管網を経て各家庭にまで供給される。大阪ガ

スには、泉北と姫路の二つの製造所があり、こ

こから高圧導管を利用 して京阪神の各地ヘガス

を輸送している。高圧導管で輸送されたガスは、

ガバナと呼ばれる減圧装置で圧力を下げられ中

圧埓管網へ送られる。中圧導管網は圧力によっ

て中圧Aと中圧Bの二種類があるが、 いずれも

各都市へのガス輸送、大規模な病院やホテル、

工場等への供給に利用されている。 一日の需要

泣と供給泣の差を調整するガスホルダーも中圧

導管網に連絡されている。各家庭や中小規模の

商工業用の顧客へは、中圧導管網からガバナを

通じて圧力を下げた低圧導管網によりガスを供

給している。 （図 3-4 -15参照）
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図3-4-15 大阪ガスの供給システム
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(3)設備の被害状況

①製造設備、ガスホルダー、ガバナ

今回の農災では、製造所は、設備が十分な耐

厖性を有していたことと、ならびに震源から離

れていたことから、主要設備には被害はなく、

操業を継続することができた。

ガスホルダーでは、班合供給所で地表面の最

大加速度833galを記録したが、二基のホルダー

に被害は全くなかった。（図3-4-16、写真）

その他、震源近くのガスホルダーとして、西宮

供給所、神戸供給所、明石供給所、北神戸供給

所等の設備があるが、これらの供給所において

も被害はなかった。

激震地区で被害の無かった葺合供給所のガスホルダー

②高圧導管

大阪ガス管内に490km設置されている高圧導

管についても、被害はなかった。特に、 400gaJ

を超える加速度を記録した明石地区においても、

高圧導管には全く異常が無かった。

また、大阪湾岸にある天保山地区では、液状

化に伴う噴砂、地割れ、沈下が発生 したが、高

圧導管には被害はなかった。

図3-4 -16 製造所、供給所の位置と最大加速度

凡例

● 梨追所

Of共捻所
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③中圧報管

中圧導管網では、合計106カ所でガス瀧れが

発生した。その内訳を供給停止地区と供給継続

地区別に分類したものを表3-4 -19に、供給

停止地区内での被害率を表3-4 -20に示す。

表3-4 -19 中圧導管の被害件数

供給停止池区 供給継続地区 ＾ ロ

計

導 管 l 7件 0件 1 7件

パルプ継手 7 8件 I l（牛 8 9件

＾ ロ

計 9 5件 1 1件 l O 6件

表3-4 -20 供給停止地区の中圧導管被害率

被害率 備 考

沌 管 Io. o 3件／kmI総対象延長 5 6 9 km 

パルプ継手 Io.o 4件／基 I総対象甚数 I, 9 8 2基

表3-4 -l9に示すように中圧導管網の被害

箇所の大半は、導管に設置されたバルプ継手部

分からの軽微な堀れで、早期に復旧することが

できた。
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この他、中圧導管では、道路が陥没した区間

に埋設されているガス管や一部の橋梁に添架し

ているガス管で露出、変形等の被害が発生した。

そのような専例の一つとして、第二神明道路大

倉谷インターにおけるガス管の露出事例は以下

の写真のとおりである。これらの事例では、い

ずれもガス洩れは発生せず、導管材料として使

用している溶接鋼管の高い耐震性が確認された。

第二神明道路における中圧導管の露出事例

図3-4 -17 露出管の配管状況
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④低圧導管

低圧恐管網には、現在は新設工事では使用さ

れていないネジ継手を使用した導管が残ってい

る。ネジ継手は地震に弱いことが知られており、

今回の地震でも被害の大半を占めた。低圧導管

を道路に並行して埋設されている本支管と各顧

客への引込みのための供給管に分けて、被害件

数をまとめたものを表 3-4 -21に、また、供

給停止地区における被害率を表3-4 -22に示す。

表3-4 -21 低庄導管の被害件数

供給停止地区 供給継続地区 ム、コ 叶

本支管 4.440件 750件 5. 190件

供給管 5.309件 875件 6. 1841牛

合計 9. 749件 l. 625件 11. 374件

表3-4 -22 供給停止地区の低庄導管被害率

被害率 備 考

管

管

支

給

本

供

0. 9 2件／kmI総対象延長 4.953km 

1. 3 5 % 総対象本数 3 9 I千本

低圧導管の被害箇所は、道路に段差や亀裂が

発生した箇所や盛り土等で地盤が弱かった箇所

がほとんどで、被害率も、表3-4 -22に示す

ように供給を停止した地区でも平均で本支管 1

km当たり 1件未満であった。

ネジ継手の損傷事例

低圧導管の中でも、柔軟性に富み地震に強い

材料として大阪ガスで導入を進めているボリエ

チレン箸には被害が全くなかった。また、大規

模な液状化現象が発生し地盤が沈下したポート

アイランドや六甲アイランドでは、建物への引

込み部分に設箇した耐震性のある伸縮継手が有

効に機能し、ガス漏れを防止した。
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露出したがガス漏れのなかったポリエチレン管（東灘区）

伸縮継手が地盤沈下を吸収した事例
（中央区、建物周囲が約70cm沈下）

なお、顧客の敷地内のガス導管（内管）につ

いては、地中部ならびに建物貫通部のネジ継手

を中心に被害が発生した。供給をを停止した地

区で調査した結果によると被害率は1.7％で、

100戸あたり二戸弱の割合で被害が発生したこ

とになる。

また、ガス機器については、建物が損壊した

場合、ならびに固定が不十分な機器では、転倒、

移動による被害が発生したが、その他の場合に

は、被害は軽微で、早期に修理、復1日すること

ができた。
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6.電気通信施設の被害

(NT Tの被害状況）

今回の兵庫県南部地震（阪神 ・淡路大震災）

は情報化社会になってから初めて経験する大都

市の直下型地窟で、 兵庫県を中心に未曾有の大

災害をもたらした。電気通信サービスもこの被

害を免れることはできず、設備被害と共に過去

の災害のいずれも上回る通話のふくそう（通話

呈が回線設備容星を上回り新たな通話がかかり

にくく なる状態）という事態に直面した。

本霙災では、 加人者系通信ケープルは、19万

3,000回線が被害を受けたが、家屋倒壊等によ

り早期のサービス復旧が困難なものを除く約10

万回線の故障については 1月31日にはほぼ回復

した。また、交換機は商用電源の停止とバック

アップ電源の損壊により神戸地域の144万加入

のうち約28万5,000回線が故障したが、移動電

源車の出動などにより、 18日午前中までに回復

した。

表3-4 -23 電話回線被災状況

行政名 被災回線数 行政名 被災回線数

明石市 I. 400 

>
三 木市 500 

兵 神戸市 121,950 淡路島 6,550 

芦屋市 9.200 豊中市 ]. 690 

大

西宮市 34. 000 吹田市 10 

暉

宝塚市 7,100 阪 池田市 30 

川西市 3.150 箕面市 20 

府

県 伊丹市 3.200 大阪市 320 

尼崎市 4.280 ムロ 計 193.400 

l7日には全国から神戸方面に対して通常ピー

ク時の50倍、 18日には20倍程度のコールが集中

し、ふくそうが発生した。

ふくそう中は重要通信の確保と被災地域から

の発信を確保するため通話規制が行われたが、

急逮回線増設等を実施したことにより、 22日か

らは全国的な規制はなくなった。

通信確保のため、衛星車載無線局等により避



難所を中心に特設公衆電話機約2,800台(FAX

約350台含む）を設置し、緊急通信等の確保に

努めた。

また、サービス回復にあたり、 全国各支社を

はじめ、グループ会社協力会社等からの支援者

約 4千名を含む 7千人体制で必死の復旧活動を

行った。

図3-4 -18 全国から兵庫県にかかった電話の状況

：ーク時は平常の50ぽl.
| 60 ．忍＼．．．．．響

旦500。［贔遠，． ． ．．．． 
:;t／/ー一：ー ニ A叶

/ • :，／乃渋／乙．／ ゲ．／パ五

1/17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
ー・・・・-・ 日―空第―--・- ． •一•--

i
f
tl
 ... 
”9
 
..
 
4
 

i
Ifr’
9."ady
.,’T"・ 

り
11
11・・1
'
i
,
＇o
.

(1)主な被害状況

NTTの電気通信設備の被害は、激甚災害指

定地域の中でも簗度 7を記録した神戸地区に集

中しており、神戸、 神戸西、西宮の 3支店に被

害が集中した。

以下にこれらの被害概要を紹介する。

①所外設備の被害

NTTからお客様宅までをつなぐ所外設備の

被害は王として、地震による家屋の倒壊や火災

等により引き込み線やケープルが断混線し、そ

の後の余農や倒壊家屋の撤去工事等での被災も

加わり、最終的には19万 3千回線が使えなく

なった。また、公衆電話も被災地域内に設置し

ていた公衆電話のうち約3,500台が使用不能と

なった。

図3-4 -19 所外設備の被害

所烈誤儲の被害
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（神戸 • 神戸西・西宮・尼幅 • 明石 ・ ;/11本・加古｝ I I · 雖中）
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②所内設備の被害

交換機の被害は、基礎ボルトおよび上部補強

等のゆるみ、折損等が一部で発生したものの、

機能上に及ぼした影器は特になかった。

しかし、商用電源停止、バッテリ ー損壊また

は放電、予備エンジン損壊が同時に発生したた

め交換機への給電停止 (7ユニット）、または

電源断に伴う信号回線ダウン (4ユニット）に

よる交換機の停止が発生し、翌 1月18日午前中

に全面サービス回復したものの、これらの影恕

で、最大28万 5千回線が市内外発着信不能の状

態となった。

図3-4-20 所内設備の被災状況
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燃料・冷却水破損： 2ピル

③建物・鉄塔関係の被害

NTTの建物等については、震度 6の関東大

震災クラスの地緩に耐えられるよう建築基準法

に基づき、厳しい施工管理等を実施してきた。

今回の地震では2ビルの通信建物に被害を受

けたが、通信サービスには影器はなかった。

また、建物屋上に設置された鉄塔 2基（大開

ビル、神戸港ビル）が被災したが、アンテナに

は異常はなく、回線状態も問題が生じなかった。
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第5節 交通機関の被害

1.市営交通機関の被害

市交通局は自動車事業（以下 「市バス」とい

う。）と高速鉄道事業（以下「地下鉄」という。）

の2事業を経営しており、市バスは662両（内、

観光バス12両）を保有し、市内 8営業所で73路

線（季節ダイヤ4路線を除く）を運行、 1日32

万人を輸送している。

地下鉄は168両 (28編成）を保有し、 22.7キ

ロ、 16駅を営業、 1日26万人を輸送している。

また、北神急行電鉄（営業キロ7.5キロ）と相

互直通運転を行っている。

(1)震災直後の状況

地震発生時、市バスは既に営業所から12台出

庫走行中で、営業所内では約90台が出庫の準備

をしていた。また、地下鉄は 7列車が運行中で

あった。地康発生と同時に市バス ・地下鉄共に

運行を中止し、乗客の避難誘甜を行った。幸い

なことに乗客は全員無事であった。

市バスにおいては被害状況と路線状況の把握

に努めるとともに、 「1分 1秒でも早く、 1台

でも多く走らせよう」という考えから、 比較的

路線の被害が軽微であった西北神等の近郊地域

で、路線の安全を確認した後、当日中に18路線

の運行を再開した。一方、市街地中心部の路線

は大打撃を受け、陥没した道路、破損した橋梁、

道路上に倒壊した家屋の残骸、交通規制等の路

線状況、走行環境が整わない等、バスが走行で

きる道路がほとんどない状況であったため、震

災当日は全市73路線中55路線が運行できなかっ

た。

地下鉄は 5時46分の地震発生及び竜車線の停

電（約 3時間停電）により、駅停車中および駅

出発直後の列車は非常停止し、走行中の列車は

惰行により次駅まで走行したが、市交通局線内

で 1列車、北神急行線内で 1列車が駅間に停止

した（図 3-5 -1 列車停止位置図） 。

運転指令からの指示により、乗客の駅構外へ

の避難誘導を行い、その後土木施設、駅施設、

軌道施設等の被害状況の把握に努めた。

図3-5-1 列車停止位置図
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(2)市バスの被害状況

バス車両の被害状況は、車両と車両の接触に

よるバンパーやボデーの損傷、車両止めコンク

リー トの突上げによるステップ下部の損傷、電

柱の倒壊による車両の損似、プレーキパイプ損

似等があった。

三宮 新神戸 谷上
l---1 E 

こ二ニ］ X / ~ XC::J 
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また、営業所施設等については、震災による

被害が大きかった旧市街地に立地する営業所で

顕著であった。特に東部 3営業所（魚崎、石屋

川、中央）では営業所の構内舗装をはじめ門扉

等構築物の被害が甚大であった。

一方、バス停留所等路線施設については、ほ



とんどの道路で陥没による歩道や縁石等の損傷

が多数発生した結果、バス停のテント、標識柱、

ベンチ等に被害を受けた。

石屋川営業所事務所東側

電柱の倒壊による車体損傷

表3-5-1 市パスにおける被害状況

営業所 疇暉 営業所施設等 の 被 害

魚 崎 整備棟配管・門扉・空調機・塀損壊等

石屋川 26両
洗車機破損、電往3本倒壊、壁面亀裂、門
扉損壊、給水 ・汚水・給油機破損等

中 央
舗装・壁屯裂、門扉損壊、自動ドア ・給水

・汚水タンク配菅 ・整備棟配管破損等

松 原 4晒
洗車機 ・券売機・排水管 ・整備棟電気設備

破損等

須 磨 I錮
整備工場ビット柱大破及び床 ・通用口階段

破損、排水管 ・整備棟配管・？記甜交備破損

落 ＾ ロ

難各j匝路連結部 ・整備棟配菅破損、整備棟
壁面 ・構内舗装凡裂等

垂 水 連絡通路連結部破捐、水銀灯倒壊

西 神 クイヤ庫破損、壁面 ・構内舗装亀裂

車両工場 廃油クンク破損、舗装 ・壁面厖裂
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表3-5 -2 バス停のテント

I区分 全壊 半壊 一 部破壊

Iテ ント 6 3 
標撤柱 1 3 I 
ベンチ 3 

バス停の被害状況

(3)地下鉄の被害状況

①被害の概要

6 
2 0 
l 

合計

1 5 
3 4 
4 

神戸市営地下鉄は神戸市北西部のニュータウ

ン地域から六甲山西部を通過し、既成市街地に

至るニュータ ウン型路線で、西神線を昭和52年

に開業して以降、山手線、西神延伸線と順次延

伸し、昭和62年に全線完成した路線である （図

3 -5 -2)。

ニュータウン地域は主に高架 ・土工、 山地部

の下は山岳 トンネル、また市街地区間は開削卜

ンネルと地形に対応した多様な構造物からなる

路線となっている。被害は高架橋の損似、 トン

ネル内淵水や駅舎の内装材のひぴ割れなど軽微

なものを含めれば全線に及ぶものであったが、

地震の影囲を強く 受けた既成市街地区間での被

災程度か大きく、特に三宮駅、上沢駅、新長田

駅およびその周辺線路部については、開削 トン

ネルのコンクリート中柱が被災したほか、駅舎、

駅 ピル（出入口）等にも被害が集中した。耐底

性に優れていると考えられていた地下鉄構造物

の一部か破壊されたという事実はいままでにな

かったことであったが、電気 ・機械 ・車両及び

軌迫設備については大きな被害が見られなかっ

たこと、また乗客が利用するスペース（コン

コース、ホーム等）の鋼管柱に異常が見られな



かったことが、その後の営業再開を大きく早め

ることとなった。

図3-5 -2 被災状況位置図
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②中柱等の被害状況

地上構造物の｛到壊や道路の陥没が著しい地域

と合致するように、 三宮地区（三宮駅部約310

m)、上沢地区（上沢駅およびその東西線路部

約720m)、新長田地区（新長田駅およびその

東線路部約400m)の合計約L.4 kmにわたる区間

に集中し、特に三宮駅で約 5割、上沢駅で約 7

割のコンクリ ート中柱が被災した。

中柱の被害状況は柱中央付近から梁との接合

部にかけて斜め方向にせん断クラックが発生し、

コンクリ ートの剥離や軸方向鉄筋が露出した。

なお、 軸方向鉄筋が屈曲して、コンクリ ートと

鉄筋が分離した柱も多数見受けられ、この傾向

は軌道階よりも地上に近いコンコース階に発生

した。

被災柱の本数は452本で、板宿～新神戸間中

柱総本数約3,600本のうち約 1割強の被災率と

なっている。そのうち、鋼板巻きなど何らかの

補強を要した柱は約270本、さらに鉄筋の変状

（芯のずれ）度合いが直径の3倍を越えるもの

と判定された柱の本数は、 三宮駅Bl階換気機

械室の 8本、上沢駅B1階電気室の10本、合計

18本であった。

なお、鋼管柱については超音波探査や磁粉末

探査などにより中柱本体の検査を行ったところ、

特に異常は見られなかった。

その他、名谷高架橋の12本の橋脚において、

軸方向鉄筋の段落ち部分に水平クラックが発生

し、そのうちの一本だけではあるが、被りコン

クリ ートが剥離して鉄筋が露出した。また、開

削トンネルの圧間、全線にわたって、側壁や床

版に軽微なクラックが発生し、さらに側壁に接

する相対式ホームでは、開削トンネル中柱と同

様、ホームスラプを支える柱にせん断クラック

が見られた（長田駅、県庁前駅、三宮駅） 。

シールドトンネル及び山岳トンネルなどの被

害は軽微であった。
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三宮駅中柱被災状況 （西面）

図3-5-3

上沢駅中柱被災状況 （東→西）

三宮駅土木設備被害状況横断面図
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2.神戸新交通の被害

(1)概要

神戸新交通ポートアイランド線 （ポートライ

ナー）は、都心三宮とポートアイランド間6.4 

km (9駅）を結び、震災前は 1日約5l, 000人を

輸送していた。また、 六甲アイランド線 （六甲

ライナー）は東部市街地の生活都心住吉と六甲

アイランド間4.5km (6駅）を結んでおり、 J 

日約27,000人を輸送していた。 （図 3-5 -4 

参照）

両線はいずれも全線高架構造の専用軌道上を

コンピューターに制御された中塁型祖車が無人

で走行するシステムであるが、緩災により全線

運休とな った。

①土木構造物の被災

被災概要を、土木構造物で見ると、甚大なも

のでは、

ア．コンクリート橋脚の座屈破壊とこれによ

る桁の落下

イ．地盤の側方流動による基礎の移動とこれ

による桁の落下

ウ．場所打杭、ケーソン等の基礎の損似

エ．橋脚 （直接基礎、杭、ケーソン基礎）の

傾斜

があり、そのほか軽微なものでは、支承の破損、

コンクリート橋脚のひび割れ、地盤の沈下によ

り生じた基礎下の空洞等があった。

図3-5 -4 神戸新交通 （ポートアイランド線 ・六甲アイランド線）路線図
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②建築構造物の被災

建築構造物の被災では、

ア．駅舎（全体または一部）の傾斜

イ．ホーム桁、コンコース桁および柱の座屈

ウ．支承の破損

ェ．エレベーター、エスカレーターや駅舎内

装の破壊

があった。

1..._ ＿ 

ヽ

；；甲

六甲アイラント・

員影

マJ77：イロトロ

六甲アイランド緑路繰図
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表 3-5-3 神戸新交通の被災概要

項 目 ポートアイランド線 六甲アイランド線

上部エ 鋼 製 4 9贋 (I6 3尉 3 ~闊~ l 6 ~贋 ｝橋 コンクリ ー ト製 3 ( 4 8 ) 
イ
ン 橋 脚 鋼 製 2 2 魯 ~ l l l酎 l ！蓋?l f t屡｝フ コンクリ ー ト製 2 3 l O 3 

構造物ラ

＊ 汐？＇

基礎 5 9基 (21 4基） 3 6基 (152基）

企 ＝ 宮ク―： ホーム上贋屋｛易傾斜 目直glil_：損壊駅 コ` 問加：墓農仇
ぅン ヒロ

イ設 車両基地
ン

路盤不陸、走行路段差 なし

フ 電力信号施設 電カケープル、信号通信ケープル 電カケー1ル、信号通信ケープル

尻備 訳務施設 券売機、ラ ッチ 券売機、ラッチ

注 ： （ ）書きは全数

コし
住吉駅コンコースの破損 （六甲アイランド線）

コンクリー ト橋脚のせん断破壊

（ポートアイランド線）

•IWl山JJ

-rmlm 

桁宙吊りによる橋面設備の被災状況
（ポートアイランド線）

六甲大橋南取り付け部の落橋（六甲アイランド線）
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OJR・民営鉄道の被害状況
神戸高速鉄道（株）

事業者 名 構造物等の主な被害状況
被害場所 被害 内 容

JR西日本i（山陽新幹線）1 ・高架橋等落橋 8カ所
• 高架橋等柱部損傷
・橋りょ う桁ずれ

• 六甲トンネル内壁一部損傷
，．．．， ．．．．．． 

（在来線）l （東海遇線）
• 高架橋破壊、損（易
・駅舎破壌、損侵

・ホーム1員傷
（山陽線）

・橋I)よう1行ずれ
・よう壁破壊、 i員傷
・駅舎損傷

・ホーム1員｛易
（福知山線）

・ホーム損傷

： I （車両）
・損壊 ・損傷 134両

阪急電鉄（悧I（神戸線）
• 高架橋破壌、 ｝員傷
・よう壁破壊、損傷

・駅舎損傷

（伊丹線）

• 高架橋破坑
• 伊丹釈舎破壊
・ホーム破壊

（宝塚線）

• 高架橋損i易
（今津線）

• こ線橋落下 （新幹線、国道）
（甲陽線）

・ホーム損傷

・釈舎1員傷
（車両）

・損壊・損傷 92両

阪神電気鉄道（町 （阪神本線）

• 高架橋破壊、惧併
・桁落下 8カ所

• 石届川車庫破壊
• よう壁破壊、 l且壌
・盛土崩壊

・駅舎破壊、！月95
・ホーム破壊、 iui易
（車両）

I 
・損壊・1員｛f126両

神戸電鉄（困 （有馬線）

・切取法面崩壊

・トンネル1且傷
・ホーム1員傷

山陽電気鉄道 (ml（本線）
• よう壁破壊、 1月傷
・橋りょう損倦

・トンネル中間柱損傷

・駅舎損傷

・ホーム1員傷
・トンネル中問柱損傷

（序両）

. 1月壊・損傷 18両

北神急行電鉄 (i.l)I ・トンネル損傷

． 

東西線

高速長田駅 （トンネル〉 1 ・中間柱損傷16本

• その他 プラ ッ トホ ーム

階段

側壁 l--1員｛易
給水設備

電気設備

高速長田駅～大開釈 ・中間柱！月（舅257本

（トンネル） ・ 側壁損傷€ =265rn 

・電気設備損傷

大閲駅 （トンネル） 1 ・中間柱座屈35本

・上床版 （天井）陥没〔道路陥没〕

• その他駅施設損壌

・電気設偏損傷

大開駅～花隈東及び元町 ・中間柱損傷54本

（トンネル） ・側壁損傷l=lOOm 

・軌道1員傷l=t40m

・給水設俯、空調設備損傷

（新開地釈〉

・電気設備損イ易

花隈東～阪急三宮（橋梁）I.PC桁落下、ずれ
・ 17スバン ＝ヽ280m

・橋脚祖傷16韮

・ラーメン橋脚撮傷6本

・鋼橋脚損傷2基

・ 軌道損傷€ =333m 

・電気関係施設損傷

南北線

新開地～湊JII(トンネル）1 ・中問往 ・側壁クラック

• その他給水設備、空調設備損侵

（新開地駅）

（運粕省調ぺ）

資料：国土庁編 「平成7年版防災白宮」より作成
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第6節 港湾施設の被害

(1)震災以前の神戸港

神戸港は、慶応 3年 (1868年）に開港以来、

時代を先取りした港湾施設の整備と港湾サービ

スの充実をはかり、世界有数の国際貿易港とし

て発展すると ともに、神戸市民の生活、経済の

基盤でもある。

大震災以前の港勢をみても、平成6年におい

ては入港船舶数 8万7,708隻、取扱貨物量約 1

億 7千万 トン、内コンテナ取扱貨物量約 4千2

百万 トンで、入港船舶及びコンテナ取扱貨物量

では、日本一であった。また、取扱貨物貨につ

いては、 3年ぶりの前年比の増加、コンテナ貨

物量についても過去最高を記録するなど、順調

な港勢の伸びを示していた。

しかし、平成 7年 1月17日未明に発生した、

阪神 ・淡路大震災は、順調な実績をあげていた

神戸港に、未曾有の被害をもたらし、神戸港の

機能を停止させ、神戸市内外の産業に大きな影

響を与えた。

表 3-6-1 主要港湾比較表 （平成 6年）

入 港 船

港名 総 数 外 航

隻 数 総トン数 隻 数 総トン数

10. 836 

神戸 87. 708 303.439 

（ 4. 653) 

4. 709 

東京 48. 882 122.802 

（ 2. 414) 

12.334 

横浜 56,943 261. 329 

（ 4.654) 

8.804 

名古屋 43.983 195.926 

（ 3, 179) 

5.924 

大阪 65.594 141. 920 

（ 2.232) 

注 ：l.入港船舶の （ ）内はフルコン船分内杏

2.取扱貨物量の （ ）内はコンテナ分内書

164.846 

(112,537) 

81. 617 

( 65.220) 

215.282 

( 96.512) 

163.045 

( 77. 522) 

75.347 

( 43.101) 

（単位：災、干総トン、千トン）

舶

取 扱 貨 物 塁

内 航

隻 数 総トン数 総 数 外 貿 内 貿

55. 228 

76. 872 138. 592 171. 002 115, 774 

( 42. 184) 

25.293 

44, I 73 4 l. 185 77.908 52.614 

( 20.365) 

67.661 

44.609 46.046 128.275 60.613 

( 33. 440) 

83.848 

35,179 32.882 137. 261 53.413 

( 22. IGl) 

25.350 

59.670 66.573 91. I 37 65. 787 

( 13. 200) 
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神戸港平面図
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(2)神戸港の被災状況 た。

①公共施設の被災状況

東西20kmにわたる神戸港の約116kmに及ぶ水

際線がことごとく披害を受け、一部は壊滅した。

また、港湾幹線道路、新交通システムなどの

臨港交通施設も被災し、 一部を除き通行不能と

なり、被災直後においてはポートアイランド、

六甲アイランドの陸路によるアクセスが不能と

なった。

港湾施設については、コンテナパース21バー

スを含む大型岸壁239バース及び23km以上にの

ぼる物揚場のほとんどが、岸壁本体の傾斜や沈

下などの被害を受け使用不能となり、その背後

に立地する上屋、野積場、荷役機械も同様に多

くが使用不能となった。 また東神戸フェリー埠

頭などのフェリ ー埠頭についても、岸壁が滑動、

傾斜などの大きな披害をうけ、利用不能となっ

高潮などの防災施設である海岸保全施設につ

いても、被害の大きい箇所では護岸が倒壊し、

土地の流失を起こしている。 また被害の小さい

箇所でも、クラックや目地開きが点在している

等、ほぼ全施設で防潮機能を失った。

各施設の被災状況は次表のとおりである。

表 3-6-2 神戸港の被災状況

（単位 ：億円）

施 設 名 復旧費用 被 害 内 容

序u —’’ 壁 等 2.800 
外郭施設 （防波堤、護岸） 18, 273m (18, 273m) 

係留施設 （摩耶埠頭の耐震バースは被害なし） 70,526m (71. 093m) 

海 岸 保 全 施 ラ収n鼻 100 
堤防、護岸、防波堤約55km(55km)、鉄扉 101カ所 (230)
水門 2カ所 (7)、排水機場 6基 (6)

港 湾 幹 線 道 路 740 

新 交 通
80 
ポー トライナー ：南公園駅～中公園駅～中、北埠頭訳～点ートターミナル駅

（港湾局区間のみ ） 六甲 ぅイナー：南魚崎駅～アイランド北口駅

緑 地 40 
メリケンパーク、灘浜緑地

p I :北公園、中公園、南公園／RI:北公園、マリンパーク

荷 役 機 械 70 24基 (24基）

東部 4エ区 15棟／新港、中突等 38棟／六甲アイフ ンド 7棟
上 屋 等 260 兵庫、 長 田 13棟／点ート 7イうン ド 11棟／摩 耶 12棟

合 計 96棟 (96棟）

埠 頭 用 地 90 96ha（六甲アイランド、摩耶埠頭等） (96ha) 

コンテナバース P I : 10バース、 RI: 7バース

（財）神戸港埠頭公社 1. 320 
フェリ ーバース RI : 3バース、ライナーバース P I : 15バース
荷役機械 37基、上屋 l4棟、可動橋 3基、ヤード等
（公社は全て被災）

東部3、4エ区の民有護岸 130 5, 300m (5, 300m) 

合 計 5. 630 

注 ：1. ( )内は全体数覇

2.上表は平成7年 7月見込みであり、今後変動の可能性あり

3. PIはポー トアイランド、 RIは六甲アイランドの略
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表 3-6 -3 公共の港湾施設の被災状況

施設の種類 被 災 状 況

係留施設 コンテナ埠頸 ・岸壁本体の滑動、傾斜

・エプロン舗装の破損、陥没

・クレーン基礎の破損

・地盤の液状化によるヤード舗装の沈

下、破損

＊ 

在来船埠頭 ・岸壁本体の滑動、傾斜、沈下 （一部

水没）

・エブロン舗装の破損、陥没

フェリー埠頭 ・岸壁本体の滑動、傾斜

・エプロン舗装の破損、陥没

・ヤード舗装の破損、陥没

タ渇税泡設 防 波 堤 • 本体の沈下、傾斜

護 岸 • 本体の沈下、傾斜
• 水叩き部や背後の舗装の破損、陥没

I 

臨港交通 橋梁 ・石架 ・下部エの変位に伴う支承の損傷

施 設 道 路 ・橋脚の座屈、鉄筋の露出

平面道路 ・舗装の沈下、破損

・排水工の破損

新交通・バ社 ・桁の落下

・橋脚の破損

荷さばき 上 屋 ・在来船埠頭における上屋の沈下、傾

施 設 斜、破損

荷役機械 ・コンテナパースにおけるクレーン基

礎の破損、移動に伴うガントリーク

レーン本体の破損

・フェリー埠頭における可動橘の破惧

港 緑 地 ・緑地護岸の沿動、傾斜

整備施設 ．舗装の沈下、陥没

表 3-6 -4 公共の海岸保全施設の被災状況

施設の種類 被 災 状 況

堤 防 ・堤防本体の滑動、傾斜、目地開き
（隅角部被害大）

• 水叩きの陥没

護 岸 ・護岸本体の滑動、傾斜、沈下 （本体が一部倒
壊、流失）

防潮堤佛茫を） ・防潮堤本体の傾斜、沈下、 9うガ、目地開き

鉄 扉 • 鉄雁本体の傾斜、沈下、 9う 99、目地開き （本
体が一部転倒）

排水機場 ・建物のクラック
・設備 （パッテリー、除態機等）の一部不良
・排水路の陥没

水 Fり ・支柱コンクリ ートのクラック、 一部欠i月

122 

六甲アイランド RC-7ターミナル (1月28日）

摩耶コンテナターミナル (1月30日）

②民間施設の被災状況

神戸港に立地する港湾関連産業についても、

公共施設同様大きな被害を受けた。被害で多く

見受けられたのは、護岸の沈下及びその背後地

の沈下等の外郭施設や倉庫等の保管施設であった。

港湾関連産業の主なものとして、港湾運送事

業者と倉庫業者の被害状況をみると、港湾運送

事業者で上屋、事務所、荷役機械など約230低

円の損害額となった。また倉庫業者の場合は、

建物設備の被害が大きく 151社で約660仰円、保

管貨物の被害約300億円と大きな被害となって

いる。



各施設の被災状況は次表のとおりである。

施設の種類 被 災 状 況

係留施設 ・桟ド橋ルのフ渡ィ橋ンの傾斜、 破損
． の破損、係船柱の破損

外 郭施設 ・護岸の沈下、傾斜、水没
• 水叩き部や護岸背後の舗装の沈下、破損

荷役施設 ・クレーン類のほ斜、破拍
・セメント、穀類、 LPG導用荷役施設の破損

保管施設 ・れ庫の破損、倒壊。クンクやサイロの傾斜、
損壊

新港第 8突堤西側 (1月24日）

③神戸港の被災による経済の影密

以上施設面における被災状況を述べたが、世

界有数のコンテナ港であり、また神戸市の経済

の基盤である神戸港の機能マヒは、国内物流の

停滞や物流コストの増大を引き起こし、国内産

業に多大な影密を及ぼすとともに、 神戸港に依

存する地場産業や港湾関連産業に従事する人々

の雇用問題も生じた。

特にコンテナ貨物は、艇災直後で9割以上が

東京、 横浜、大阪港等の主要港にシフトされた。

また貨物のシフ トにより神戸港を本拠とする港

湾労働者の雇用問題に深刻な影密が生じ、港湾

労働者についても特別措岡により他港への就労

などが行われた。
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表3-6-5神戸港取扱コンテナ貨物の他港へのシフト状況
（平成 7年 1月17日～31日）

港 名 割 合(%)

東 界 2 0. 7 

横 浜 4 6. 7 
大 阪 1 9. 3 
博 多 3. 6 
名 古 屋 6. l 
清 水 0. 4 
そ の 他 0. 3 
釜 山 2. ， 
計 l O O. 

゜資料： 運輸省詢査、主要船社1-1社調査

表 3-6-6 港湾労働者数

（平成 6年12月末現在 ）

業 種 人 数 （人）

船 内 l, 4 0 2 

沿 岸 3' 9 5 3 

関 連 9 2 8 

倉 叩 L 8 7 

は し け 1 9 I 

筏 J 8 

計 6, 6 7 9 

資料：神戸港大観



第7節 事業所等の被害

1. 商工業・サービス業の被害
の産業や港湾などの産業関連基盤、官公庁など

が集梢している。震災はこのような経済や行政

の拠点を襲い、神戸経済に大きな影を落とすこ

とになった。主な被害は次の通りであり、その

被害額はス トックだけでも県下で約10兆円にも

及ぶと推計されている。

阪神 ・淡路大震災は神戸経済を支える重工業

や地場産業、商業などの産業基盤に甚大な被害

を与えた。

特に被害の大きかった神戸南部の東灘区から

須磨区に至る地域には、鉄鋼 ・造船などの重工

業や機械 ・金属、ゴムなどの製造業の生産施設、

さらには金融機関、商業施設などあらゆる分野

霰災による市内産業界の被害状況 ・復旧状況

は以下のとおりである。

(1)基幹事業所及び製造大手企業 (7月17日現在）

・和田岬周辺にある三菱重工、 三菱電機、川崎重工、富士通テン、 三ツ星ベルトは被害があるものの
比較的復1日は早い。 (3 /28現在）

三 菱重工…女神戸造船所でのコンテナ船建造を一部横浜へ移管、また、長崎への一部移管も検討
中 (2/ 4 日経 • 朝日）
汝被害総額は340億円に達し、このうち260億円を'95年度3月期に特別損失として計
上、今期特損の内訳は神戸造船所の船台 ・岸壁 ・ドッグの修繕 ・撤去費が180億円、
工場休止による不就業損失が45仰円、固定資産除去損が10億円、社員罹災対策等が
25偲円の計260億円、この他工場建替え、クレーン新設等の建設費80低円が復旧費
として発生する (3/24 日経）

三 菱電機…汝損傷あまりなし、ガス ・水道が供給され次第、本格稼働へ (3/28現在）
文神戸製作所、制御製作所など5製作所と 2研究所の被害総額は建築物や道路補修な
ど固定資産の復旧費用が約100億円、棚卸し賢産の損害が約20億円など総額約200飽
円にのぼる見積もり、業績への影孵は調査中 (3/28現在）
女神戸製作所、制御製作所などの業務の一部は長崎製作所、西条工場などへ移管して
いる (2/22 日経産業）
汝4月中旬よりほぼ全面操業 (4/20 読売）

川崎 重工…女本社ビJ匠◇被害は軽微

汝神戸工場⇒・埠頭の沈下、建屋の一部が損似したため、現在復旧作業中、 一部で操
業 (3/28現在）
. l年後をめどに被災した潜水艦船体プロ ック工場を最終組み立て工場
の隣接地に新設 (5/15 日刊工業）

女兵庫工場⇒通常に近い操業へ (3/28現在）
汝西神工場⇒通常に近い操業中 (3/28現在）
女船舶建造を当面、 神戸工場から坂出工場へ (2/4 朝日 ・日経、近畿通産局）
汝被害額は神戸、兵庫、播磨3工場を中心に約120億円、このうち生産設備の修繕費
用など約80徳円は特別損失で処理する方針、業績面へは売上高が多少落ち込むもの
の経常利益は前年実績を上回る見通し（神戸工場の被害は約80他円）（3/1 朝日）

富士通テン・・・女ほぼ通常生産に (3/28現在）
汝霰災による被害額10億円に円高に伴う減収が加わり、平成7年3月期決箕の経常利
益は当初予想 (8億8千万円）から半分以下になる見通し (3/7 サンケイ）

三 ツ星……一部操業中。復旧作業には2~3ヵ月必要 (3/28現在）
ベルト

•川崎製鉄、神戸製鋼所は工場の生産装置は無事だが、配管、 配線関係の被害が大きい。
• 本社ビルが｛到壊しているところが多い。
（神戸製鋼所、川崎製鉄、バンドー化学、ナプコ、ノーリ ツ、神鋼パンテック）

神戸製鋼所…古本社事務所⇒・使用不能
• 神戸で再建する意向 (3/29 サンケイ）
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女神戸製鉄所⇒＊生産設備、水 ・電力受給機能に重大な被害（受電設備、工業用水の
復旧に全力を傾注）* 2 /14から試験操業開始、 9月までに通常の生産水準に戻る見込み
(2 /16 日経）
*2/24から棒鋼工場で線材圧延ラインを再稼働 (2/25 読売）
女神戸製鉄所の第3高炉を4/2に火入れし再稼働、 9月中旬には被
災前の生産に全面復帰させる方針(3/23 神戸） （3/28 神戸）
女3/22より第7線材工場（自動車エンジン向けの弁バネ用線材の生
産拠点）が本格稼働 (3/23 神戸等）
女4月末までは3割の操業 (4/20 読売）

女被害は神戸製鉄所、加古JII製鉄所など生産設備の復旧費が720億円（神戸製鉄所340
槌円、加古川製鉄所270低円、神戸本社 ・神鋼病院ll0他円）、 売上減少と輸送コス
トの上昇や操業率が低下することに伴う経費増が590億円の総額l,3l0億円(3/14
朝日等）
女95年度の復旧関連投資は約310他円（工事ベース） （4 /20 読売）
*5/29に簾災復興を柱とした95,.._,97年度計画を発表。要員削減や土地売却なども行
い、 2年の復興を目指す (5/30 毎日）

川崎製鉄…女神戸工場の電磁鋼板加工設備の操業を再開、カラー鋼板製造ラインの復旧を断念 ・
撤退 (2/11 神戸）
*2/10から変圧器などに使われる電磁鋼板の加工設備の操業を再開(2/17 日経）
女神戸地区内にある12の指定バースのうち 8カ所については復旧せず、 4カ所に集約
することを決定、同時に神戸工場の中継基地機能を西宮工場に移管（川鉄全体で
2千億円のコスト削減を盛り込んだリストラの一環として物流合理化を実施）（3/
10 日経産業）
女使用不能になった本社ビルを現在地で建て直す方針 (3/29 サンケイ）

ノー リッ…女本社（明海ビル）は倒壊、中央区内に 2月に竣工する ピルに入居できる目処がたっ
たため、交通網 • 水 ・ 電気・ガス等の復旧状況をみながら 4 月頃には新築ビルヘ移
転予定、工場の被害は少なく生産は順調
女被害額は2億5千万円程度になる見通し (2/7 日経）
女明石本社工場へ移していた本社機能が4月には神戸に復帰 (4/30 神戸）

神 鋼…女本社ビル倒壊により使用不能、取り壊し作業を進める一方で播磨製作所に本社機能
パンテック を移管。本社ビルの資産価値分等について3億円強の特別損失を計上 (2/9 日

経）
食市内での復旧を検討中、西神の技術研究所も一部損傷
被害総額が10億 5千万円（本社建物の被害が復旧費を含め、 8億5千万円、リース
機器の解約損8千万円、その他臨時的経費 1億2千万円）になる模様 (2/14 日
経）
女4/26より播磨製作所に移していた本社機能などを神戸に復帰 (4/23 神戸）

バンドー…本社事務所⇒女復旧へ6ヵ月を要する、当面は機能を中央研究所（兵庫）や大阪支店に
化学分散

女3/16に本社事務所を三宮グランドビルに移転、現時点の被害額は約10
僻円の見込み (2/18 日刊工業）

神 戸 工場⇒女西工場南棟が全壊、ポリウ レタン ・ゴムの工業用品生産設備を加古川
工場 ・足利工場などへ移設し、 2月末にも生産再開 (2/18 日刊工
業）

ナ プ コ •••本社事務所⇒玄使用不能、本社事務所を三宮グランドビルに移転
神戸工場⇒女一部は使用不能、残りは 2月初旬生産再開予定 (3/28現在）

住友ゴム・・・女当面はタイヤは名古屋工場、ゴルフボールは福島県白河工場へ移管
兵庫県内にゴルフボールの新工場を建設予定 (2年後を目処に氷上郡市島町）、神
戸工場跡地は隣接の本社機能を含めた技術・研究開発の中核ゾーンとする考え、従
業員は国内各工場で濯用を確保 (2/11 日刊工業）
文震災による影響額は、被害が約70億円（神戸工場等の建物50億円、設備等の撤去毀
用約20億円）、新たに発生する投資費用が約130｛登円の計200億円 (3/l 読売）
女'95年の設備投資は '94年比l6％増の180億円を計画 （震災による被害に対応した設
備投資は65億円程度） （3/1 日刊工業）
女神戸工場の従業員850人の配罹転換を終了 (4/21 サンケイ）
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(2)中小製造業 (7月17日現在）

(t.t)神戸市機械金属工業会 (407社）
全壊 ・全焼…72社
⇒加盟企業の中には震災のため廃業した企業もあるが、建物が全壊 ・全焼した72社については、
全社が営業を再開。

集団化団地 (29団地、352社）
建物全 ・半壊…5団地・ 35社（神戸化学センター、神戸ハイランドシューズ、神戸テクノランド
他）
⇒数社が未だに操業できていない。

マ

(3)地場産業 (6月30日現在）

アパ レル…閾神戸ファッションアソシエーション49社のうち 4社が本社ビルなどが全半壊。
⇒交通網の寸断など間接的な被害もあり、本社機能を市外へ移転している企業も多い。

紳 士服…神戸洋服商工業協同組合加盟70名のうち47名が業務再開困難。
ケ ミカル…日本ケミカルシューズ工業組合加盟市内192社のうち158社のビルが全半壊 ・全半焼。
シューズ 長田・須磨地区関連企業約1,600社のおよそ80％が、全半壊または焼失の被害。

⇒現在では、その約90％が業務再開しているが、生産設備の損壊等によって、生産レ
ベルは 5割程度にとどまっている。

神 戸 靴…神戸靴メーカー協同組合加盟市内企業6社のうち 5社が全半壊の被害。
⇒現在、 3社が営業を再開している。

真 珠…市内107社のうち 5社が全半壊の被害。
⇒ほとんどの企業が営業を再開。

清 酒…灘五郷酒造組合加盟の市内31社のうち、 17社が全半壊でその他も設備等に甚大な被害。
⇒現在 l 社が廃業、その他の企業については出荷を再開。 •

(4)百貨店 ・スーバー ・地下街等 (7月17日現在）

そ ‘ご う…神戸店⇒＊閉鎖 ・撤退はなしとの方針を発表 (1/28 神戸）
*2/18より商品入荷センター1Fで生活必需品を販売 (1/31 日経）
*3/1より 「さんちか」の開業にあわせ、同店地下入口に臨時ショップを
設け、惣菜、菓子などを販売 (3/ 1 朝日）
*3/7までに本館のうち中央部北側部分を取り壊すことを決定し、 3月中
旬から作業開始、ほかの部分は建物の被害診断をまって、建て替えか補修
かを決定 (3/7 読売）
*4 /16に新館部分で営業再開、 7月の本館部分開業に続き、年末には全館
をオープン予定、本館は北側中央部分のみを解体 ・修復、農災前約1,600
人いた神戸店の従業員はすでに120人はグループ他社に振り分け、残りは
4 /16より新館で交代で勤務
震災による被害額は110億5千万円 (3/25 毎日）
女4/16に3か月ぶりに新館部分で営業再開 (4/17 日経）
女全館再開は来春がめど (5/30 日経）
＊全館再開は来秋がめど (6/13 サンケイ）

西神そごう…古ほとんど損倦なし、 1 /28より営業再開
大 丸…神戸店⇒＊本館西側部分と南館の営業を 4/8より再開、営業面積は霰災前の約 3分

の 1にあたる 1万5千吋、神戸店1,600人 （うちパー ト400人）の従業員は
勤務を輪番制にし、引き続き全員を雇用していく方針 (3/24 神戸）
*'95年 2月期の当期損益は88億円の赤字、特別損失として計上する震災被
害額は103億円（神戸店の建物などの固定資産除却損72｛意円、修繕費22憶
円、商品廃棄損6悠円など）、株式評価損18憶円なども加わり、特別損失
は125徳円 (3/24 日経）
女4月8日から営業再開
全館再開は '96年度末が目標 (3/31 日経）

新長田店⇒＊2/J6から全館オープン (2/17 朝日）
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須磨パティオ⇒女外壁、空調のみ損似、 l,....., 3 F営業 10:00---16:00(,....,31日）全館
(1,....,4 F)営業 10:00,....,18:00(2 / 1 "') 

プランタン・・・ヤング館⇒女損壊激しく、営業再開の見通し立たず
本 館⇒女 4/22から「ダイエー三宮店」に切替え営業を再開予定 (3/18 日経）

女4/22から総合スーパー (GMS) 「ダイエー三宮駅前店」として営業
開始 (4/22 日刊工業）

神 戸 阪急…女建物謳体は大丈夫、 外壁ひび割れ、 3/10から地下1F--3Fまで営業、 4月中に
全館営業開始。被害額は27億円 (2/15 神戸）
女4/26に全館営業再開 (4/26 神戸）

三 宮阪急…女被害甚大のため撤退 (l/26 日経）
三 越…女神戸元町店c:=;>2/8より生活必需品を中心に通常営業 (2/4 日経）
ダイエ ー…＊市内26店舗中14店舗が営業、 12店舗（三宮センター街4店舗 〔三宮第一、 オフプラ

イス館、男館、電器館・スボーツワールド〕など）が営業できず (l/25現在）
女 l/19からKou's前で始めた小売は 1/23よりプランタン本館でおこなっているが、
Kou's神戸ハーパーランドはポートアイランドに3/19より移転 (2/14 朝日）
＊プランタン神戸では入店している業者と契約の解約をすすめており、今後の業態に

ついて検討中 (2/8 朝日）
＊約500憶円の被害と '95年 2月期の260億円の最終赤字を発表 (2/10 毎日）
＊市内閉鎖中の10店舗のパートタイマー全員に 「退職届」を要請、希望者には営業可
能な別の店舗などへ再就職を斡旋 (2/14 毎日）
*2/23から三井倉庫の倉庫を使い「三宮南店」として仮営業を開始 (2/22 読売）
*4/22からプランタン本館を 「ダイエー三宮店」に切替え営業 (3/18 日経）
＊中内会長兼社長は3/22に神戸 ・三宮センター街に当分の間テントを張り、コンビ
ニエンスストアや飲食店を営業する 「屋台村」を近くつくる考えを表明 (3/22 
神戸）
*4/22からプランタン本館を総合スーパー (GMS) 「ダイエー三宮駅前店」とし
て営業開始 (4/22 日刊工業）
*4/1にスポーツ用品専門店 「スポーツワールド33」の営業を再開 (4/ 4 日経
流通）
女4/27に倒壊した三宮リビング館（スーパー）跡地に 「亜細亜屋台村」 （飲食店）
が開店 (4/28 神戸）
玄直営の「三宮駅前店」の営業開始に伴い、 5/14に仮営業の「三宮南店」を閉鎖 (5/
11 サンケイ）
汝兵庫県内49店中、 39店が営業再開。10店は対応を検討中 (5/30 日経）
＊「神戸ハーパーランド」の大型商業施設は10月にも全面再開 (7/8 読売）

コ ー プ・・・女I/28までに155店舗のうち147店舗で店内営業 (1/27 日経）
こ う べ ＊本部 ・店舗の倒壊、営業停止などによる被害額は約500億円、 95年 3月期の売上高

は当初予想の300億円減の約3,400憶円、税引き後の利益は130億円の赤字になる見
通し (2/10 毎日）
*2/16に六甲アイランド食品工場を仮復旧し、食パシ等の生産、供給を再開した、
今後は順次商品を拡大 (2/16 朝日）
*3月から情報システム部門の新しい拠点を神戸リサーチパーク内に開設、オンライ
ンを再構築する (2/22 神戸）
*3/7より新たにホストコンピュータを神戸市北区のビルに設岡、受注体制を整え、
共同購入を本格再開 (3/8 日経）

東急ハンズ…＊3/11から営業再開 (3/ 4 毎日）
さんちが..* 3 / 1より一部営業再開、現在通常どおり営業中
デ ュ オ…＊1/31より再開、開店するのは56店舗中約40店舗、残りは順次再開予定 (1/31 
こうべ 神戸）
オーガスタ・・点 3/4に地下JFから9Fまでの約80店舗が再開予定 (2/14 神戸）
プラザ
モザイク…＊3/10に映画館 「シネモザイク」、娯楽施設の 「チルコポルト」のほか物販のほぼ

全店と飲食店の半数以上が再開予定 (2/14 神戸）
*6/30に被害大の1階部分が5か月ぶりにリニューアルオープン (6/22 神戸）
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(5)市場・商店街

被災の著しい 6区（東灘、灘、中央、兵庫、

長田、須磨）では、商店街の約 3分の 1、市場

の約半数の商店が全壊 ・全焼するなど甚大な被

害を受けた。これに半壊、一部損壊を加えると

商店街・市場のほとんどが壊滅的な被害を受け

たと思われる。

(6)中央卸売市場 ・公設市場

市民の台所である中央卸売市場では、地霰発

生時、水産物部のせりはすでに終了しており、

青果部ではせりの最中であった。本場では、関

連事業所棟、事務所棟や地下埋設物に被害が

あった。また、東部市場は、液状化による市場

全体の地盤沈下や建物の基礎部分の空洞化が起

こり、卸売市場棟が使用不能になるなど、甚大

表3-7-1 商店街 ・市場の被災状況

店舗数 ※被災状況
区 名 団体数 ・▲幽▲●ゃ•.． ． ．． ● ● ● 9 -

（店） 全損戸数 ；全捐率 (X)

商店街
I 

東 灘 ， 626 182; 29. I 
灘 34 I, 137 621 ; 54.6 
中 央 85 4. 428 I. 074 24.3 
兵 庫 33 I. 374 325: 23. 7 
長 田 33 I. 186 737 j 62. I 
須 庖 22 852 249 • 29. 2 

9t 216 9. 603 3. 188 33.2 

小売市場 ： 
， 
I 

東 灘 18 424 210; 49. 7 
灘 14 358 250. 69.8 
中 央 ， 322 43 13. 4 
兵 庫 15 4l7 122; 29.3 
長 田 13 364 279 i 76. 7 
須 磨 II 163 26: 16. 0 ： 
計 80 2.048 930. 45. 4 

注 ：被災状況は 「倒・損壌」と「焼損」を併せたbの。全て 「全損
状態と認められるもの」をあげており、半壊・半焼等は含まれ
ていない。(2/8現在）

資料： 「被災地区商店街 ・市場調査J （神戸市、神戸商工会議所調
ペ）

な被害があった。西部市場では、基幹施設の被

害は免れたが、断水のため約 l力月間、と畜作

業が停止した。生鮮食料品流通の中枢を担う中

央市場としては、本場青果部で翌18日からせり

を開始したのをはじめ、被災者への食料調達に

取り組んだ。入荷紐も 8月末では、前年同月比

8割まで回復し、被災施設についても応急復旧

に続き、建替等を行う予定である。

中央卸売市場本場I・北端事務所棟…護岸崩壊のため建物が傾き、使用不能
• 関連事業者 A 棟… 2 階分圧潰、使用不能
・卸 ・仲卸売場棟…床・壁・柱等多数破損
．冷 蔵 庫 棟•• •冷凍機配管破損
・道 路…岸壁崩壊による道路陥没他路面ひび割れ等

中央卸売市場東部市場 I・卸 売 場 棟..・コンクリート柱損像、使用不能
・花き卸売場棟…コンクリート柱クラック
・倉 庫棟 C 棟…バナナ醗酵室浸水により使用不能
・市場全体で地盤陥没、液状化による土砂堆積、地下埋設物損傷 等

中央卸売市場西部市場 1ボイラー煙突 ・塀・畜魂碑倒壊、場内地盤沈下 等

公 設 市 場I.宇治川…被害甚大、補強工事必要
• 長 田…市場部分圧潰
• 月見山••市場の天井部分がずれ落ち、会議室等の増築部分か倒壊
• 西須磨…市場の屋根及び 2 階会議室が損壊
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(7)貿 易

貿易業は、社屋の損壊に加えて、港湾施設の

被災による神戸港の取扱量減少や、交通渋滞に

よる物流コスト増加で打撃を受けている。

表3-7-2 ¢f)神戸貿易協会会員の被害状況
（平成7年 3月 7日現在）

社屋損壊企業数 業 務 再 開 企 業 数

全 壊 5 7社 4 6 0社(94.1")

半 壊 5 0社 うち市内移転64社(13.IX)

軽 微 7 6社 県内移転 5社(I.OX) 

被害なし 2 9 2社 県外移転 I6社(3.3J6) 

その他 I 4社

4 8 9社

注 ： （ ）内は関査対象企業に占める割合

資料： 佃神戸貿易協会調ペ

(8)観光 ・コ ンペンョン

集客・観光産業は、関連産業の裾野が広く、

多くの神戸市民の生活を支えている。ホテル、

旅館、飲食店など観光関連産業は市内事業所数

の約 3割を占め、市内の全従業者数の約 2割を

占めている。 （市内事業所数85,737のうち観光

関連産業23,957、市内の全従業者数772,364人

のうち観光関連産業従業者145,032人：総務庁

「事業所統計調査報告1991」)

この度の震災により神戸の集客 ・観光はかつ

てない危機に直面している。震災は、北野の異

人館、灘の酒蔵、旧居留地やウォーターフロン

トなど六甲山の南側を中心とした市街地の集客

観光施設に大きな損害を与えた。

また、交通アクセスの寸断や震災による“壊

滅”イメ ージが広く伝わったことにより、観光

客が長期にわたり激減し、営業上の被害が広

がっている。

さらに、この震災は阪神 ・淡路地域以外の震

災による影響を受けなかった奈良、和歌山、京

都、姫路、但馬等多くの周辺地域への観光にも

影密を及ぽし、イベン トの自粛ムードの広ま り

と相まって影饗をより大きくした。

コンベンションにおいては、震災以降3月末

までは、施設の復旧のため、全ての会議を会議

場を運営する傭）神戸国際交流協会側からキャ ン

セルした。 4月以降開催分のキャ ンセルについ

ては、①震災都市で会議の開催はふさわしくな
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い、 ②交通アクセスに不安がある、という理由

が大半を占め、震災後早々にキャンセルとなっ

たものである。神戸国際会議場は 4月から運営

を再開し、 5月の 「国際容射会議」を皮切りに

国際会議も開かれるようになった。神戸国際展

示場も 5月から供用を開始し、 8月末の 「神戸

復興住宅展」から本格的運営を再開し、ワール

ド記念ホールも 9月末から運営を再開した。そ

の一方で、震災後に震災復輿・防災関連コンベ

ンションの新規開催が決定したり、神戸復興の

ために開催したいという主催者側からの申し出

があるなど、今後の見通しは明るい。

①主要宿泊施設の営業状況

（神戸市観光 ・ホテル旅館協会会員）

平成 7年 3月10日時点の営業状況

80会員 84施設中55施設(65.5%）が営業再開

（部分営業含む）

平成 7年10月17日現在の営業状況

79会員 83施設中75施設(90.4%）が営業再開

（部分営業含む）

②主要観光施設の営業状況

平成7年 3月29日時点の営業状況

137施設中 60施設(43.8%）が営業再開

（部分営業含む）

平成7年10月18日現在の営業状況

137施設中 111施設(81.0%）が営業再開

（部分営業含む）

市関連の宿泊施設・観光施設の被害状況及び

再開状況は次のとおりである。

被 害 状 況 再開状況

国民宿舎 西側1曾築部分倒壊、外壁一部落 . 2月13日より二次

須磨荘 下、食器・備品類多数破損等 避難所として利用

国民宿舎 外壁一部亀裂、給湯管破裂等 • 4月5日営業再開
摩耶ロッジ

有馬温泉 給沿管一部破旧、玄閲前プロッ . I月22日浴場再開
会 館 ク一部破損、外階段亀裂等 • 2月13日全館再開



③コンベンションの状況

ァ ．コンベンション施設の被害状況

被 害 状 況 再開状況

神戸国際 • 西側正面玄関 (2 F)交流会館ファザー 4月再開
会議場 ド天井板落下

・国際会議室天井ルーパー落下、壁面床面

亀裂各所等

・メインホール鍔台吊物、照明器具等破損

神 戸 国際 • I号館正面玄関タイル破損、階段床亀裂 5月再開
展 示 場 • I • 2号館連絡通路の床 ・壁・扉の破損

• 2号館地下駐車場壁・床 ・柱に亀裂、 天
井一部落下等

貿易促進 ・床面亀裂、液状化によりカーベット使用 9月再開
セ ンクー 詞

イ．コンベンションの状況 (1995年）

国際会議 国内会議 展示会・見本市

震災によるキャ ンセル

哀災 による 延期

震災後新規申込数

④各観光群の状況

ァ．都市観光群

1 6件

1件

l 2件

3件 99牛

1件 29牛

4件 3件

北野の異人館街では、その代表的な 「風見鶏

の館」 「萌黄の館」をはじめ多くの異人館が煙

突、屋根の損壊等の被害を受けた。被害の程度

は比較的軽微であるが、国等の指定文化財であ

るため、専門技術的な修復が必要となっている。

灘の酒蔵は、沢の鶴資料館、菊正宗酒造記念

館が全壊するなど壊滅的な被害を受けた。

都心では、商業ビル、オフィスビル等の倒壊

や損壊が多く見受けられ、旧居留地の近代洋風

建築物も相当の被害がでている。しかし、南京

町、元町商店街、地下街及びハーバーランドが

比較的軽微で震災後いち早く 2月頃から営業を

再開しており、百貨店等も部分営業ながら再開

している。

ィ．神戸港観光群

中突提、メリケンパーク、ポートターミナル

等は、岸壁が損壊しているものの、クルージン

グ船等に被害がなく、また、ポートタワー、海

洋博物館は被害か軽微で既にライトアップもさ

れている。
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ポートアイランドや六甲アイランドでは、地

震による液状化現象や地盤沈下の影粉が見られ、

市街地との連絡橋に被害があったが、建物はほ

とんど被害を受けなかった。

ウ ．六甲 ・有馬観光群

六甲ケープル、六甲有馬ロープウェーは駅舎

・軌道等に被害が大きく、復旧作業を行い、 7

月、 10月にそれぞれ営業を再開した。六甲山上

のホテル、遊戯施設等は被害が軽微であり、既

に営業を再開している。

有馬温泉においては、被害の大きい旅館も

あったが、修復作業が早かったことによりほと

んどの旅館が営業を再開している。また、神社

仏閣の山門、鳥居等名所 ・1日跡で損壊を受けて

いるところがある。

エ ．須磨 ・舞子観光群

全体的には被害が軽微であるが、市立須磨海

浜水族菌では循環設備等の損壊により約半数の

水族が死亡した。しかし、全国各地の水族館の

協力により予定より早く 4月20日、営業を再開

することができた。

須磨浦ロープウェー、山上遊園、舞子タワー

も既に再開している。

才．西北神観光群

全般的に被害が軽微であり、震災後早々に通

常営業できていたが、交通アクセスの寸断や自

粛ムードにより、利用者が減っている。

(9)外資系企業

神戸商工会議所調べ (2/17)による 「市内

外資系企業被害調査」によると、市内外資系企

業51社のうち39社 (76.5%)と連絡がとれ、従

業員全員の無事が確認された。

連絡の取れた39社のうち、 「社屋の被害が重

大で無かった」としたのが33社(84.6%）、 「全

半壊、立ち入り禁止等の被害」 としたのは 6社

(15. 4%）であった。

営業の可否については、 39社のうち37社

(94.9%）が 「可能」とし、 「営業不可」は2

社 (5.1%）であった。



仮事務所の設置については、 39社のうち12社

(30. 8%）が 「設置した」とし、残り27社 (69.2

％） が 「特に設置していない」としている。

今後の神戸からの移転の可能性については、

39社のうち27社 (69.2%）が 「移転しない」と

した。 また、 1社 (2.6%)が既に市内に移転

を決定しており、同じく 1社 (2.6%)が市内

に移転先を検討中。 「市外に移転を決定してい

る」が l社 (2.6%)、 「今後については不明、

または、未決定である」のは 9社(23%）であっ

た。

(10)オフィスピル

民間企業（三鬼商事（掬）による神戸市中央区

内の主要オフィスビル調査 (128棟のうちll6棟

のビル所有者への電話調査〔1/23午後～1/26

午前〕）では、修復不能ビル（取り壊し予定ビ

ル）は、 28棟 (24%) 〔神戸国際会館ピル、交

通センターピル、センタ ープラザ東館など〕、

延床面積93,774坪、貸室面積61,938坪、被害額

は月あたり賃料で約l0億円 （推計）となってい

る。

民間企業（個生駒データサービスシステム）

による と、震災後の三宮 ・元町地区（調査対象

245棟、 228,065坪）での貨貸オフィス市場調査

(2/10時点での判明分 （速報〕）では、稼（動

しているビル （一部補修を含む）はl84棟(75.1 

%)、 163,822坪 (71.8%)、空室面積5,040坪

(43棟）、また、被害の程度が大きく稼働不能

のビルは61棟 (24.9%）、 64,243坪 (28.2%) 

〔うち全壊26棟(10.6%）、27,793坪(12.2%)、

使用不能35棟 (14.3%)、36.450坪 (16.0 %)〕

となっている。

また、震災後の三宮 ・元町地区の周辺地区

（調査対象340棟）での貨貸オフィス市場調査

(5/19時点での判明分 〔速報〕）では、稼働

しているビル（一部補修を含む）は274棟(80.6

％） 、被害の程度が大き く稼働不能のビルは66

棟 (19.4%）〔うち全壊42棟 (12.4%)、補修中

24棟 (7.1 %)〕 となっている。全壊ビルの建

て替え計画については、 42棟のうち、 9棟(21.4 

％） が計画があり、 33棟 (78.6%)が計画未定

・不明となっている。
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さらに、三宮・元町・神戸ハーバーランド地

区のオフィスの入居率 (3/1時点での判明分

〔速報〕）は、 57.0％で、麓災前の平成6年12

月から5.0％の大幅な上昇となった。入居可能

な空き室面梢は、約4,500坪で、平成6年12月の

約27,000坪と比較して大幅な減少となっており、

企業の復帰により今後も受給は逼迫する傾向に

ある。

01)市外へ移転した企業の復帰状況

神戸商工会議所の調査によると、会員企業

(13,780社）のうち、市外に仮事務所を設け、

一時移転した企業 (293社）で、 ①すでに神戸

市内に事務所を戻した企業は81社 (30.8%)、

②神戸に事務所を移す予定の企業は169社(64.3

%)、③その他13社 (4.9%）となっている。

神戸に事務所を移す予定の企業169社のうち、

(a)戻る時期が決まっている企業は、 49社 (18.6

％） 〔うち 5月17社、 6月10社、 7月6社、 8 

月 2社、 10月4社、 11月 1社、12月3社、平成

8年以降6社〕とな っており、 (bl戻る時期は未

定の企業は120社 (45.6%）となっている。
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2.農業 ・漁業関係施設の被害

本市の農業は、北区及び西区を中心に分布し

ているため、市街地に比較して被害が大きくな

かったものの、ため池や農道等に亀裂が生ずる

などの被害が発生した。

農業関係施設の被害状況及び復1日状況は、次

のとおりである。

施設名 被 害 状 況 復 旧 状 況

（単位：百万円）

I | 

被害額

I.農業用施設 ・ため池
北区37か所、西区146か所で堤体租裂や制

波工破損などが発生

•水路、パイプライン
北区93か所、西区237か所破損

・農道

北区7か所、西区18か所亀裂発生

2月21日～23日
農業用施設の農林水産省の第 J次災害査定

を受ける。 （ため池40か所、農地］か所）

3月6日～8日
農業用施設の農林水産省の第2次災害査定
を受ける。 （ため池30か所）

3月15日～17日

農業用施設の農林水産省の第3次災害査定
を受ける。 （ため池L6か所、水路3か所）

3月末～
牒業用施設等の災害復旧工事に順次渚手

4月25日

股業用施設の農林水産省の第4次災害資定
を受ける。 （ため池5か所、 ペイプライン
8か所）

5月22日～23日
農業用施設の共林水産省の第5次災害査定

を受ける。 （ため池2か所、ペイプライン

6か所）
7月27日

農業用施設の農林水産省の第6次災害査定
を受ける。 （パイプライン4か所）

2,235 

198 

20 

2.農地及び農
業用倉庫等

3.農業協同
組合施設

・農地

北区32か所、西区30か所で法面崩落等

・農業用倉庫

北区943｛牛、西区933件破損

・家畜

廃用2頭、外（易治療等5頭

•北農協

支所等事務所損壊

• 西農協
農業用倉庫・野菜流通コンテナ損壊、育

苗センターの建物一部破損、支所事務所等

の損壊

農地は、特に復旧を要するものについて農林

水産省の災害査定を受けた。

農業用倉庫等は、各農家が個々に実施。なお

洪業近代化資金等を利用した場合、復輿基金

による利子補給を受けることが可能。

西農協の育苗センターは、農林水産省の災害

査定を受け補修済。その他は各団体により復

1日を行う予定。

30 

2. 343 

2 

0

2

 

5

9

 

4.農政関係 1農業公園
施 設 体験実習館ひび割れ、法面等隆起 ・陥没、

配水管 ・受水槽破損

7)しーツ7うり ーバーり

内装破損、回廊一部沈下

六甲山牧場

駐車場亀裂、通路陥没等

西神文化センター

建物亀裂、建物周囲沈下、排気用煙突断熱

材崩壊

北文化センター

玄関ホール・内壁破損等

土木関係の復旧は完了。今後、建物 ・設備関

係の復1日を行う予定。 被害は軽徴なため開園

には影害ない。

3月25日 フルーツフラワーパーク、農紫公
園、 六甲山牧場の営業を再開す

る。 (4月9日まで入楊料を無料

とする。）

西神文化センター及び北文化センターは、使

用には影密ないが、今後、復旧を行う予定。

187 

合 計 5. L57 
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漁業では、特に漁港施設で岸壁や護岸が移動

し、港内道路が陥没するなど大きな被害が発生

した。

漁業関係施設の被害状況及び復旧状況は、次

のとおりである。

農業及び漁業関係施設の被害額を合わせると

約L23億2,500万円になる。

（単位 ：百万円）

施設名 被 害 状 況 復 旧 状 況 被害額

J.垂水漁港I岸壁、斜路、護岸等移動陥没、道路亀裂陥没 |2月6日 2. 752 

垂水漁港の仮復1日が完了し漁獲物の水揺げ

2.塩屋漁港 1物揚場、消波堤、護岸等移動陥没、道路堵裂 が可能となる。

陥没 I 2月9日～12日 □ 
漁港の復旧工法について検討を行う。

2月22日

塩匿漁港の仮復旧が完了し、のり加工が再

開される。

3月8日～10日

垂水漁港及び塩屋漁港の農林水産省の災害

査定を受ける。

3月末～

漁港施設等の災害復18工事に1順次行手

3.漁船だまり 1 ・東須磨 護岸崩壊

・須磨浦 護岸傾斜、擁壁傾斜等

・東須磨

護岸崩落部分の浚渫を終え、漁船の航行が

可能となった。

・須磨浦

埋立護岸の復旧及び沈下部分の埋立工事等

に着手した。

37 7 

4.共同利用 1・垂水漁港 荷捌所、のり人工採苗施設、 3月23日～24日

施設 給油施設、ちりめん加工場等 垂水漁港及び塩屋漁港の水産業共同利用施

破損 設の農林水産省の災害査定を受ける。

・塩屋漁港 のり加工場、給水施設等破損 3月末～

・東須磨 のり加工場、給油施設等破損 水産業共同利用施設の災害復旧エ項に順次

・須磨 ・i甫 のり加工場破捐 I 苗手

• 長田港 給油施設破損

I各団体により復旧を行う予定5.漁業協同 ・兵庫漁協 事務所損壊

組合施設 ・市漁協 魚供給施設 （うず潮）損坂

6.農政関係 須磨海づり公園 3月25日

施 n iin. エキスパンドメタル約1離800rrf等 平磯海づり公園の営業を再開する。

平磯海づり公園 (4月9日まで入場料を無料とする。）

階段、 トイレ破損 4月10日

栽培漁業センター 須磨海づり公園の営業を再開する。

水槽破損6か所、濾過槽漏水 水産会館は、周辺の垂水漁港災害復旧工事と

水産会館 調整しながら実施する予定

空調機器、エキスパン破損、玄関、側溝等

の陥没

＾ Cl 

計

204 

88 

97 

10 

10 

30 

I. 000 

308 

7,168 
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第8節 教育 ・文化施設の被害

1.学校施設の被害

(1)市立学校園の被害

阪神・淡路大霰災で被害を受けた学校園は、

全345校園 2分校の85％にあたる295校圏 2分校

に達した。

神戸市全域にわたって被害を被 っているが、

今回の地震が直下型地要で、限られた地域が非

常に強く揺れたため、その被害程度は神戸市内

でもかなり差がある。

被害の大きかったのは東灘区、灘区、中央区、

兵庫区、長田区、須磨区南部等の六甲山以南の

市街地で、北区、西区の被害が神戸市内では最

も小 さかった。

被害を受けた295校園 2分校のうち、中規模

以上の被害を受けた50校園（延べ66校園）の内

訳は、 次のとおりである。また主な市立学校圏

の被害の詳細 は表3-8 -2のとおりである。

①被害が甚大で建替えを必要とする学校園

21校園27棟

②大規模改修工事を必要とする学校園

lO校園10棟

③中規模程度の改修を必要とする学校固

35校園47棟

表 3-8 -1 各校園被害棟ランク別明細

被害

ランク
内容 校園 名 被 害 棟 ヽ

j名

A
 

①本庄小 （北館） ②本山第二小 （本館） ③本山第三小 （管理講堂棟、本山幼含む） ④ 

灘小 （管理棟） ⑤北野小 （北館） ⑥宮川小 （北棟屋体部分） ⑦多聞東小 （管理棟 •特

別教室棟） ⑧本庄中 (j号館 ・2号館） ⑨魚崎中 （北館・南館） ⑩本山中 （本館 ・東

建替を必要 1館屋体部分） ⑪御影中 （西棟） ⑫鷹匠中 （東館） ⑬烏帽子中 （西棟） ⑭丸山中 (2

とする棟 号館） ⑮大橋中（北棟東半分） ⑮飛松中 (4号館 ・5号館） ⑰御影幼 （全園） 0函西

野幼 （木造園舎、 RC園舎）

扁 （本館講堂）

⑲神戸商業 （管理棟） ⑳神港高 （中校舎西側） ⑪須磨

21校園 27棟

8 L 

構造補強な ①五位の池小 （管理棟） ②東須磨小 （管理棟） ③東舞子小 （東館） ④多聞台小（北校

ど大規模改 舎） ⑤鷹匠中 （本館） ⑥飛松中 (l号館） ⑦神港高 （管理棟） ⑧須磨高 （北館） ⑨ 

修工事を伴 長田工業高 （特別棟） ⑩兵庫商業高 (3号館）

う棟
10校園 10棟

82 
中規模程度

の改修工事

を伴う棟

①魚崎幼（全園2棟） ②本庄小 （東館） ③本山第二小 （東館） ④東灘小 （本館 ・東校

舎）⑤春日野小 （西棟 ・北棟） ⑥吾妻小 （全棟） ⑦会下山小 （本館） ⑧室内小 （南

館） ⑨御蔵小 （北館） ⑩長田小（管理棟） ⑪雲雀丘小（管理棟； ⑫上高丸小 （本館

・西館） ⑬東舞子小 （管理棟） ⑭多聞台小 （南館） ⑮本多聞小 （管理棟 ・中館）

⑯神陵台小 （西校舎） ⑰本山南中 （東館） ⑬住吉中 （南館） ⑲本庄中 (3号館） ⑳ 

魚崎中 （管理棟） ⑪鷹匠中 （西館 ・新館） ⑫原田中 （東館） ⑳布引中 （管理棟） ⑳ 

丸山中 （体育館） ⑮太田中（本館） ⑳歌敷山中 （管理棟） ⑰神戸商業高 （南棟・ 北

棟） ⑳摩耶兵庫高 （全棟） ⑳神港高 （中館東側・ 南館西倶l|） ⑳須磨高 （体育館） ⑪ 

神戸工業裔（全校4棟） ⑰神戸西高 （屋体棟） ⑬兵庫商業高 （本館 ・格技室） ⑭友生

養護 （管理棟東側） ⑮垂水養設 （プール屋上）
35校園 47棟

合計 50校園延66校園 84棟

注 ：なお上記には、擁壁等が倒壊し、土木工事のみ必要な学校園計5校園 （遊喜幼、消風幼、向洋小、美野丘小、

向洋中）は含んでいない。
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表 3-8-2 主な市立学校園の被害状況

学校名 被 害 の 状 況

く幼 稚 園〉

魚 崎 ・外壁破損、内部床 ・天井破損、給排水・ガス設備破損、プール破損、擁壁破損

御
・EXP破損、柱 ・内壁 ・外壁亀裂、屋体外壁亀裂、給排水電気設備損傷、コンクリート塀校門

影
等倒壊傾斜、プール•i先体槽亀裂

西 野 ・木造園舎倒壊

く小 学 校〉

東 灘 ・外壁・柱 ・外溝の損傷、電気設備給水設備の損傷、机 ・イス ・保管庫損傷

本 庄
・北館 ：柱 ・梁破損（半壊）、東館：柱せん断破壊 （半壊） 、西館：外壁クラック、給排水 ・電

気設備損(.g、プール佑裂

本 山第 二
• 本館：半壊、東・西館：外壁剥離、クラック、給排水設備損偽、机 ・ イス・保管庫等損保、プ

ール半壊、南側擁壁崩壊

本山第三
・管理棟：柱せん断破壊、基礎損傷 （半壊）、本館：外壁クラ ック、給排水 ・電気設備拍倦、机

・イス ・保管庫等損傷、プールクラ ック

灘 ・管理棟：柱せん断破壊 （半壊）、プレハプ教室損倦、机・イス ・保管庫等損傷

春日野
・校舎壁亀裂、教室棟柱 ・床損傷、給排水 ・電気設備損倦、プロック塀倒壊、石積擁壁亀裂、法

面ズレ、机 ・イス ・保管庫損偏

吾 妻 ・EXP破損、内外壁剥離、電気 ・ガス ・給排水設備損傷、机 ・イス ・保管庫損傷

北 野 ・北館：柱せん断破壊 （半壊）、周辺フェンス ・擁壁倒壊、校具等損侵

会下山 ・講堂天井損(g、給排水設備揖傷、プロ ック塀破損

室 内 ．柱せん断傾斜、給排水・電気設備損併、 グラウンド地盤沈下、机・楽器 ・保管庫損傷

雲雀丘 ・校舎内外壁亀裂、犬走り亀裂、講堂天井落下、 トイレタイル亀裂、給水 ・電気設備損傷

宮 J I I ・北棟： 3F柱せん断破壊 （半壊）、校具 ・備品等損俄、南側擁壁崩壊

長 田
・内外壁クラ ック、体育館天井落下、給排水設備破損、花壇 ・ネットフ ェンス破損、机 ・イス・

保管庫破損

五 位の池 ・給食室柱せん断、土間破損、給排水 ・電気設備破損、 プール大破、塀倒壊

御 蔵
・EXP破損、柱損傷、給水管 ・高架水槽破損、夜間照明（到壊、コンクリ ー トプロック倒壊、床

タイル迅裂
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学校名 被 害 の 状 況

東須磨 •渡り廊下欠落、校舎 ・ 屋体クラック、給排水設備捐傷、 グラウンド沈下、擁壁損偽

上高丸 ・校舎壁亀裂、 EXP損傷、体育館天井板損侶、給排水・電気設備損（易、石垣氾裂、外廊下沈下

東舞子 ・内外壁クラック、ガラス損傷、給排水 ・電気設備損條、 プール大破、テレビ等損侶

多聞東 ・校舎棟 2棟： 柱せん断破壊 （半壊）、擁壁亀裂、プールクラック、備品等損係、体育館床不陸

本多聞
• 渡廊下壁破損、プール壁面クラック、グラウンド地盤 · 水路沈下、擁壁クラック、机 ・ イス・

保管庫損傷

多聞台 ・教室棟：柱せん断損偽、体育館：天井材落下、給排水 ・電気設備損似、机 ・イス ・保管庫損傷

神陵台 ・地盤沈下による床 ・外部回りの破損、渡廊下屋根樋破損

く中 学 校〉

• l号館 ：柱せん断破壊、 2階床沈下 （半壊）、2号館 ：柱せん断破壊 （半壊）、3号館 ：不同

本 庄 沈下 （半壊）、北校舎 ・屋体：外壁クラック、給排水 ・屯気設備損傷、プールクラック、備品

等損傷

魚 崎
・北館、南館：不同沈下 （半壊）、管理 ・屋体棟：外壁クラック、 EXP破損、備品損傷、給排

水 ・電気設備損傷

本山南
・校舎内外壁亀裂、 EXP損倦、給排水電気設備損傷、渡廊下土間亀裂、プール揖壊、石積擁壁

倒壊、机・イス・保管庫損傷

本 山
・東館： 柱せん断破壊 （半壊） 、本館 ；柱せん断破壊、壁破壊、建物傾斜 （半壊）、プールサイド

沈下、プール本体傾斜

住 吉
・屋体防球エキスパンドメタル損傷、EXP破損、給排水 ・電気設備揖／材、グラウンド階段スタ

ンド及びプール破損、机 ・イス ・保管庫損傷

御 影
• 西棟 ： IF崩壊、沈下 （全壊） 、他校舎 ・ 屋体：クラック 、 EXP破損、 プールクラック、備

品損偽、設備損倦

・東館 ：柱せん断破壊 （半壊）、本館 ：柱せん断破壊、基礎杭損傷 （半壊）、西館 ・新館 ：柱損

鷹 匠 低杭損傷、南館：杭損傷、グラウンド液状化、周辺擁壁崩壊、備品損傷、設備摂倦、渡り廊

下落下

烏 帽子
• 本館 （西棟） ：柱せん断破壊、2• 3 F火災焼失 （全焼）、他校舎 ・プール ：クラック、設備

損傷、備品損傷・焼失

原 田
・内外壁クラック、講堂天井落下、給排水 ・電気設備損傷、渡廊下破損、擁壁破揖、机 ・イス ・

保管庫損侶

布 弓I ・EXP亀裂、内外壁亀裂、給排水設備損似、フェンス破損、石積破損、基礎杭損併

丸 山
. 2号館 ：柱損倦、傾斜 （半壊） 、他校舎 ：柱損俄、クラック、屋体 ：天井落下、設備損｛易、備

品損傷、周辺擁壁崩壊

大 橋
・北棟 ：東側柱せん断破壊、建物傾斜 （半壊） 、他校舎：外壁クラック、設備損偏、備品損傷、

擁壁崩壊

137 



学校名 被 害 の 状 況

太 田 ・校舎： パラベット破損、 EXP亀裂、渡り廊下破損、講堂 ：躯体欠損、プール大破、石積倒壊

飛 松
• 5号館 ：柱せん断破壊 （半壊）、4号館 ：3階柱せん断破壊 （半壊） 、他校舎：外壁クラッ

ク、設備 ・備品損f易

歌敷山
・管理棟天井落下、ガラス破拍、内外壁クラック、壁剥離、講堂天井落下、プール壁剥離 ・欠

損、ネ ットフェンス破拍、擁壁破損

く高 校〉

神 港
・中校舎 ：西側柱せん断破壊、傾斜 （半壊） 、周辺擁壁亀裂、設備・備品損傷、 プールサイド沈

下 • 本｛本亀裂

須 磨 • 本館 ：東側 4 F柱せん断破壊 （半壊）、他校舎 ：柱破損、壁クラック、設備 ・備品損倭

神 戸西 ．壁迅裂、 EXP損像、講堂天井落下、給排水 ・電気設備損｛防

神 戸商業
・管理棟：柱せん断破壊、傾斜（半壊）、他校舎 ：柱損｛防、外壁クラック等、設備 ・備品損傷、

プールクラック、周辺擁壁亀裂

兵 限商業 ・内外壁クラ ック欠損、犬走り・天井 ・壁 ・柱にクラック、グラウンド階段 ・塀にクラック

神 戸工業
・内外壁 ：廊下 ・便所等にクラ ック、EXP破損、 プールのクラック、渡廊下破損、パソコン等

破損

摩耶兵庫 ・内外壁の落下又は亀裂、体育館天井梁損像、階段タイル剥離

長田工業
．柱せん断破壊、内外壁凡裂、給排水 ・電気設備損倦、 塀の倒壊 ・傾斜、机 ・イス ・保管庫等損

｛易

＜盲・養護学校〉

友生養護
・ 内外壁巾裂、ホール及び講堂：天井板破拍、 EX P損（~、スロープ擁壁損{g、机 · イス ・（呆管

庫等揖傷

垂水養護 ・教室天井ポード破損、給排水設備損傷、柱下部及び側溝破壊、ワープロ ・机 ・保管庫等損(I

注 ：EXPはエキスパンションの略

倒壊した御影幼稚園園舎 半壊 ・傾斜した丸山中学校校舎の廊下部分
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(2)建築年代と被害状況

被害のあった校舎について、建築年代を 『せ

ん断筋補強』が告示された昭和46年および 『新

耐震設計基準』が適用された昭和56年を区分の

基準とし、 JO年を一つの世代として 5世代に区

分すると、新耐窟設計基準が適用された昭和56

年以降のものが、最も被害が小さく、昭和36~

45年に建設された校舎が大きな被害を受けてい

ることがわかる。

表3-8-3 建物 ・世代別被災状況
（単位 ：％）

神戸市 被災〔A) 被災〔B〕 被災〔82) 被災~)

~S2晦 0.9 8.9 4.2 14. 0 

S26~35 5. 1 4. 7 11.0 20. 9 

S3&---45 8. 2 5.1 16. 0 29.3 

S4&--55 0.3 2.1 6. 1 8.5 

S碑 ～ 1.0 2. 9 3.9 

計 1.8 3.0 6. 7 11. 5 

注 ：該当する年代に建設された校舎全面積をもとに算出

せん断破壊した飛松中学校校舎の教室内部

周辺部が焼失した千歳小学校
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せん断破壊した鷹匠中学校の渡り廊下部分

(3)神戸市外国語大学の被害状況

神戸市外国語大学の被害については、体育館

の柱頭部損傷 ・ト ラスの損偏 ・照明器具の破損、

個人研究棟壁亀裂、第 2研究棟タイル破損、渡

り廊下エキスパンション破損その他各棟犬走り

亀裂等相当の被害があった。学内彫刻の全壊及

び転倒もあった。



2. 社会教育施設の被害
本市の社会教育施設の主な被害は次のとおり

である。

表 3-8-4 主な社会教育施設の被害状況

施設名 主 な 被 害 状 況 再開状況

市立博物館
1日館と新館の地下 1階の取合部の切断 ・段差 ・浸水、玄関回りの階段の沈下、旧館と新

平成8年 1月17日予定
館のエキスパンション部の破損、浸水による熱源等の設備不能

小磯記念美術館
アトリエ大屋根瓦のゆるみ ・ 剥離、玄関削等周辺部陥没、雨漏り、新館 • 本館接合部の

平成7年10月3日
破損、給排水設備破損

青少年科学館
プラネタリウムと本館及び本館と新館の接合部の床面陥没 ・隆起、 一部壁の亀裂、建物

平成7年 6月18日
基礎下地盤沈下、給排水管破損

• 渡廊下ジョイントのずれ、床の汚損、壁面の落下等 水族592種、23.414点ま

須磨海浜水族園
・広場 ・外溝等の陥没 ・亀裂、雨水会所 ・玉砂利の破損等 で回復

• 取水設備、給排水設備、水槽内部の破損等 4月20日
・ 297種 (64%)・約1I. 000点 (48%）の水族死亡
• 太陽の動物舎の暖房設備・ 北園井Pの破損 3月 1日より学校児童
・蒸気機関車 （展示）脱線 に動物とこどもの国開

王子動物園 . I日ハンター住宅の煙突落下破損 放
• 動物の死傷はなし 3月23日仮開園
・自衛隊の駐屯甚地、遺体安置所等となる 4月1日より通常開園

婦人会館 壁・廊下 ・トイレに亀裂 ・剥離・ 落下、階段に亀裂、ガラスケース倒壊 ・破損 平成7年10月20日

自然の家 摩耶施設の天井内壁落下、六甲施設の設備破損、山上水槽破損 平成7年 4月l8 

埋蔵文化財妙9- 1階ビロティ段差、壁面亀裂、展示品破損 平成7年 4月28日

図中 吝 央館 1薪旧館碕 半壊 （柱 ．壁に断裂、外壁に・多・・・数・・・の・・ 亀...裂...・..泉..lj難）． ・・-・・・・-・・・・・ •. ・・・・・・・・．．．．．．．． ．．．．．．．．．l.未定．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
電動集密書架座屈ini男、階段部分壁面に多数の亀裂 平成7年 4月28日

束灘因杏館 一部壁に軽微な亀裂 平成7年 4月28日

灘図書館 一部胃架捐｛易、壁に軽微な亀裂、ガラス破拍、図害資料水損 平成7年11月1日

三 宮即吝館 一部壁に亀裂 ・剥離、ガラス破損、一部杏架旧倦、外壁崩落 平成7年8月 1日

北図書館 一部書架損傷、 一部壁に亀裂 ・剥離、玄関ガラス破損 平成7年 4月28日

長田図密館
損中心部柱2本崩壊鉄筋露出、外壁に断裂剥離、壁に多数亀裂、一部庇崩落、書架多数破 解体 (※)

須磨因書館 軍務室ガラス破損、玄関ロピ一部分等陥没、 一部書架損｛易 平成7年II月28日

垂水図書館 一部壁 ・外壁に亀裂 平成7年 4月28日

西図行館 一部壁 ・外壁に亀裂 平成7年 4月28日

新長田図書館 外壁に亀裂、階段部分の壁 ・図書館入口部分に小亀裂 平成7年12月12日

住之江公民館 柱 ・壁の亀裂、体育室床一部沈下 ・たわみ、体育室天井照明カバー落下

苔合 公民 館
側溝破損、縁石 ・舗装破損、石垣一部崩壊、各室内 ・外壁 ・床亀裂及びタイル割れ、ガ

ラス扉破損

清風公民館 よう壁一部崩落、体育室床フローリング破損、冷暖房室外機用土台破損

長田公民館
外部緑石 ・土間コンクリート ・側溝等破損、各室内 ・外壁亀裂、体育室空調設備 ・照明

器具破損

南須磨公民館
内壁 ・屋根に亀裂、体育室床フローリング破損、給水タンク倒壊、扉ガラス破損、物置 図書コーナー、貸館、
損壊 講座 ・教室を順次再関

東垂水公民館 体育室天井セメント板浮き、床亀裂、玄関部分隆起、タイル破損

玉津南公民館 体育室天井板の落下、窓ガラス破損

押部谷公民館 ロビー ・階段踊り場の壁面 ・給水管破損

有野公民館 給水管破捐、地盤亀裂、玄関前陥没

注： （※）長田図密館の機能は12月12日開館の新長田因吝館に移転。
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3. 文化施設の被害

公共施設では、六甲道勤労市民センターに極

めて大きな被害が出たほか、灘区民ホールでは

天井材の全てが落下し、また、東灘区民セン

ターではホール床面がスプリンクラー作動によ

る浸水被害を受けるなど相当の被害が発生した。

民間施設では国際会館が全壊となったため、

神戸文化ホールが市内で唯一の2,000人規模の

ホールとなった。さらに、劇団の稽古場、芸術

家のアトリエなどにも大きな被害が出た。

これにより、各種団体等の練習、発表の場が

失われ、また、区民センター等におけるクラプ

・講座事業、市民美術展、各種鑑賞事業が中止

の止むなきに至り、あらゆる分野にわたる文化

活動が制約されるところとなった。

〇中止した主な事業

・神戸市所蔵作品展…会期を 4日残して中止

（場所：市役所2階市民ギャラリー）

•神戸市文化賞受賞作家展…中止 （場所 ：市役

所 2階市民ギャラリー）

・フレッシュコンサート（神戸の新人演奏家に

演奏活動の機会と場を提供し、将来性ある音

楽家の育成を目的とする） ．．． J月、 3月分が

中止

• 第 2 回小磯良平大賞展…会期 l 月 29 日までの・

ところ、途中で中止

・KOBEシェイクスピア劇場の一部

•市民演劇祭

・花かがみ公演の一部（松竹歌舞伎舞踊、大阪

フィルハーモニー神戸定期演奏会）

（場所 ：神戸文化ホール）

また、 7年度に入ってからも、従来から実施

してきた事業を中止、又は繰延べをした。

• 第 3 回神戸国際フルー ト作品作曲コンクール

• こうべ市民美術展

• KOBE シェイクスピア劇場

〇繰延べした事業

• 神戸具象彫刻大買展の開催（平成 7 年 9 月 1

日から10月l1日まで実施を予定）

•神戸須磨離宮公薗現代彫刻展の開催準備（当

初平成8年度実施予定⇒平成10年度）

また、神戸文化ホール（ホールロピー）、荘

合文化センター （大ホール）は避難所となって

いたが、テレマン室内合奏団や神戸市混声合唱

団による被災者慰問コンサートを開催し、被災

者に心の安らぎを提供した。さらに、セン トル

イス交孵楽団や新日本フィルハーモニー交密楽

団なと民間演奏団体による市民激励 ・チャリ

ティーコンサートも市内各所で行われ、多くの

市民が演奏を楽しんだ。

表 3-8-5 市内のギャラリー （美術展などによく利用されるやや規模の大きい施設）の主な被害状況

施 設 名 被 害 状 況 再開状況

（灘区）

王子市民ギャラリー

（中央区）

県民アートギャラリー

神戸北野 WhileHouse 
アートホール神戸
サンペル市民ギャラリー

ギャラリーさんちか
市役所市民ギャラリー

海文堂ギャラリー
デュオギャラリー

まちづくり会館ギャラリー
（長田区）

屋根瓦損壊

壁等に損傷

煙突、柱、テラス等破損、壁ひぴ等
水損

壁にひび
特になし

特になし

壁にひび
特になし

特になし （避難所）

神戸デパートふれあいギャラリー I取り壊し

10月17日

4月1日
未定

4月

3月3日

未 定

未定

3月 l日

3月10日
7月15日

取り壊し

141 



表 3-8-6 市内のホール （音楽や演劇の公演等に利用される200人規模以上の施設） の主な被害状況

施 設 名 規模 被 害 状 況 再開状況

（東灘区）

東灘区民センター大ホール

東灘区民センター小ホール

KFMホール ・イオ

（灘区）

六甲道勤労市民センターホール

灘区民ホール

（中央区）

葺合文化センター大ホール

生田文化会館大ホール

神戸市教育会館

勤労会館大ホール

神戸文化ホール大ホール

神戸文化ホール中ホール

神戸文化ホール小ホール

神戸国際会議場メインホール

森のホール

こべっこホール

産業振興センターホール

兵庫県私学会館大ホール

兵庫県農業会館11Fホール

神商ホール

兵庫県中央労働センター大ホール

兵庫県民小劇場

兵庫県民会館9F大ホール
かんしんホール

屁月堂ホール

田崎ホール

ジーベックホール

ゴーフルボートビア88

せいでんラビングホール

湊川神社神能殿

大月真珠パルレホール

新神戸オリエンタル劇場

西山記念会館ホール

神戸朝日ホール

さんちかホール

神戸国際会館

（北区）

北区民ホール（すずらんホール）

シルパーカ レッジホール

（長田区）

新長田勤労市民センターホール

（須磨区）

須磨区民センター大ホール

（垂水区）

垂水勤労市民センター大ホール

（西区）

西区民センター大ホール

650人 天井落下、フローリング波打、反響板損塘、水損

250人外壁南東部せん断凡裂

744人外壁少々損壊

200人鉄筋露出、ビル入館禁止

500人 南西角柱4本破損、天井全落下、反幣板大破

320人 天井壁剥離、控室倉庫天井落下

324人蛍光灯、飾り枠破損

250人 映写機とアンプ損傷 （ホール→下水道局事務所に）

500人 南側外階段基部鉄筋露出、西面外壁崩落

2. 073人照明器具一部落下、空調吹出□各所損壊等
910人舞台機構操作盤損壊

514人 工レベーター不可、映写機倒壊

692人 照明不可、音響板レールゆがみ、スビーカー転倒

150人瓦破損程度

300人天井壁落下、エレベーター不可、階段ひずみ

397人 ステージ天井コンクリート片落下

300人舞台ハメゴロシガラス20枚割れ、耐震内壁ヒビ程度

500人照明落下、天井一部落下、音響室ヒビ割れ

500人音響・照明は被害なし、吊物未調蓋

320人煙突落下暖房不可 （日赤救護班の基地）

410人 吊物点検をするのみ（自衛隊常駐）

360人会館全体に被害 3月中に修復工事

200人 被害特になし (*ールが地下掛庫の物品骰場に）

200人被害特になし

233人交通アクセスのみ

300人 スプリンクラーの水損で板が反っている

271人特に被害なし

180人天井裏機材落下、危険立入禁止

377人建物は被害なし、舞台の壁板はずれ ・歪み

250人特に被害なし

639人特に被害なし

718人被害軽微修理中 （本社機能復旧班常駐）

509人水損

被害軽微

2.200人 1取り壊し

504人 1反響板損低
500人被害特になし

400人I外壁東面、西面一部損併

450人I外壁一部屯裂、玄関t員壊、入口付近陥没

572人 I客席照明23カ所点灯せず。

500人 1入□側防火扉一部破損、天井照明一部落下

未定

未定

4月

平成8年3月予定

平成8年4月予定

5月23日

平成8年4月予定

当面貸館せず

平成8年4月予定

9月1日

9月］日

4月 1日

6月
3月16日

未定

3月15日

2月21日

12月予定

9月1日
4月 l日

4月1日

4月1日

4月l日
6月1日

3月

6月

3月12日

未定

5月

6月10日

2月11日

4月11日

4月1日

未定

4月1日

5月1日

未定

未定

5月2日

4月1日
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4.文化財等の被害

(1)文化財の被害状況

指定文化財は；阪神 ・淡路大笈災により大き

な被害を受けた。

国 ・県 ・市指定文化財の被災状況をみると、

国宝 4件中 l件、国指定重要文化財138件中21

件、県指定重要文化財39件中18件、市指定伝統

的建造物、市指定歴史的建造物は67件中54件が

被害を受けた。

その中でも、建造物の被害が大きかった。

東灘区 ・灘区の国道43号南の一帯には、江戸

時代に作られた酒蔵群が現在に至るまで多く残

り、近年は酒蔵のまちとしての整備も行われて

きた。白壁の蔵と板塀のある独特の雰囲気と景

観をもった地域であったが、震災により多数の

酒蔵が倒壊した。その倒壊とともに、 当時の酒

造りの様子を示す種々の酒造用具（有形民俗文

化財）が建物の下敷きとなり破損したものも少

なくない。また、山邑酒造（掬酒蔵及び山邑 （や

まむら）家住宅（県指定重要有形文化財）は被

害程度が大きく、文化財の指定を解除された。

中央区北野町 ・山本通地区に多数存する異人

館群も被害が大きかった。ここは明治 ・大正期

の建物が多 く残り、神戸独特の町並みを形作っ

ていた地域であり、国の重要伝統的建造物群保

存地区に選定されている。多くの異人館で屋根

が破損し、 壁土が落ち、多数のクラックが入っ

た。

また、旧居留地で唯一文化財に指定されてい

た洋風建築の旧神戸居留地十五番館は全壊した。

史跡では、 垂水区にある兵庫県下最大の前方

後円墳である五色塚古墳が、墳頂と上段荘石に

市伝統的建造物レイン邸 （修理前）
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被害を受けた。墳頂部の埴輪列の周囲に氾裂が

入り、上段茸石部では、野石が斜面から何箇所

も飛び出した。

これらの文化財の復1日については、平成6年

度～8年度の 3カ年をめどに、修理の大半の完

了を目指している。

文化財の保存修理を促進するため、修理に要

する所有者負担の軽減を目的に、行政による財

政支援など各種施策を実施し、保存修理を進め

ている。

北野町の異人館街では、レイン邸 ・ラインの

館 ・グラシアニ邸 ・旧フデセック邸などの修復

が完了した。これらの建物は、耐窟性をもたせ

るため、内部の壁を補強しつつ工事を進めてい

る。また古い建物であるため、修理中に見つ

かった土台や柱の腐朽した部分は材料の取り替

えを行い、構造的にも地震に強いものをめざし

ている。また、修理のため異人館の多くが閉館

され見学することが出来ないため、今後、修理

の進捗状況によっては、文化財の修理現場を市

民が見学できる機会をつくることも検討している。

全壊した建造物である旧神戸居留地十五番館

では、 4年後の完成をめざし、修理工事が平成

7年11月から始まった。復元工事にあたっては、

地震で倒壊する前の建物の部材を最大限回収し、

部材を選別しながら、 当初部材を積極的に使用

し、工事を進めている。また、復元にあたりこ

の建物の成立年代を示す母書が発見されたり、

創建当時の貴重な写真がアメリカ人から提供さ

れた。

神戸とゆかりの深い平清盛の 「清盛塚石造十

三重塔」も庶災で倒壊していたが、石を栢み直

し元の形に復元された。

レイン邸 （修理後）



表 3-8 -7 主な文化財の被害状況

'施 設 名 被 害 状 況 復 旧 状 況

国指定文化財
・旧神戸居留地十五番館 倒壊 平成10年3月工事完了予定

・風見鶏の館 （旧トーマス住宅） 煙突落下、屋根損傷、壁面氾裂 平成 9年3月エ車完了予定
．萌黄の館 （小林家住宅） 煙突落下、屋根瓦の捐俄 平成 8年3月工事完了予定

• 太山寺本堂 ・ 仁王門 基礎部分被害 平成 8年3月工事完了予定

県指定有形文化財
• 清盛塚十三重塔 五層以上が倒壊 平成7年10月エ庫完了

• 六甲八幡神社厄神宮本殿 本殿倒壊 平成9年3月エ専完了予定

市指定伝統的建造物
・旧アメリカ領事館官舎 屋根損傷、煙突落下 平成 8年3月完了予定

・ラインの館 煙突落下、内部壁クラック 一般公開再開平成 7年7月15日

・ムーア邸 煙突落下、屋根破損、2階壁落下 平成 8年3月完了予定

・キャセリン邸 煙突落下、屋根大破
・華イ喬総会 屋根大破、内部壁崩落

(2)彫刻の被害

神戸市では、個性豊かな美しい街を実現する

ため、昭和43年から彫刻のある街づくりを進め

てきた。市内の公園、街路、公共施設前等の公

共空間に、神戸須磨離宮公園現代彫刻展、神戸

具象彫刻大賞展の人貸作品をはじめ358点（平

成 6年10月末現在）の作品を設置していた。

全国的にも 「彫刻の街こうべ」として、高い

評価を得ていたが、今回の震災で彫刻も被害を

受けた。

倒壊した作品のうち市所有分で周辺に危険な

平成 8年3月完了予定
平成 9年3月完了予定

状態にあるもの18点は移設保管し、 （新谷誘紀

氏 「MARINA」東遊圏地北、作者不詳 「聖徳

太子像」湊川公園、峯田義郎氏 「僕の旅 く風の

門〉」 長田区役所西側、西巻一彦 「宿借り（迷路

の街）」本庄中央公園など）、異常なしであって

もビル等の崩壊 ・解体による損似の恐れのある

作品4点は移設保管した。 （佐藤忠良氏 「帽子

．裸婦」明治生命ビル前、新谷誘紀氏 「ALBA」

交通センタービル前、廣島照道氏 「少年の日」

日動火災三宮ビル前、一色邦彦氏 「潮風」フラ

ワーロー ド東側）

表 3-8-8 震災による彫刻の被害状況

区 別 東灘 灘 中央 兵庫 北 長 田 須磨 垂水 西 合計

設 g叫[3 数 49 16 14 1 15 40 13 4 l l l 32 358 

46 13 115 14 36 l 0 38 1 I 29 312 
異常な し

被 (4) (4) 

害 2 3 10 I J 3 2 22 
倒 壊

状 (1) (2) (9) (I) （］） (3) (1) 08 

況
損 傷 l 

゜
16 3 3 l 24 

注 ： （ ）内は移設保管した点数。
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5. スポーツ施設の被害

神戸市内の主要なスボーツ施設についても、

市街地の施設を中心に大きな被害を受けた。王

子公園 ・陸上競技場のスタン ド外周の石梢みの

崩壊や、 御崎公園 ・中央球技場のスタ ン ドの一

部が使用できなくなった。改装中の中央体育館

は、内外壁に亀裂が入り、 天井吸音板が落下し

た。また、ボー トアイランドスポーツセンター、

ポー トアイランドホールは人工島にあるため地

盤が液状化し、外周部が陥没した。体育館は施

設そのものが被害を受けたほか、避難所になる

など多 くが使用できなくなった。

また市民が利用する公園内の野球場も施設自

体の損傷や仮設住宅の建設などで、殆どのもの

が使用できなくなった。

このため、神戸 シティマラソン大会や五大都

市大会などのスポーツイベントが中止や会場変

更を余儀なくされた。

表3-8 -9 主なスポーツ施設の被害状況

施 設 名 主 な 被 害 状 況 再 開 状 況

御崎公園 スタンド一部破損⇒撤去工事のみ 球技場 8月27日

その他未定

本多聞南公園 テニスコ ー ト三面段差発生 未定

グリーンスタジアム神P 3月 1日～

陸上競技場スタント破損
ユニパー記念競技場 4月22日

神戸総合運動公園 （大会利用のみ）
野球場照明破損、体育館床破損

グリ ーンアリ ーナ神戸 4月 1日
テニスコ ー ト 4月 1日

陸上競技場石積み ・スタンド崩壊
陸上競技場 （未定）

王子スポーツセンター バ レー兼テニスコート 10月 1日
テニスコ ー ト破旧、プールサイド亀裂

プール 6月15日
ポー トアイランド 施設外周部陥没、競技場部分の沈下、

12月16日
スポーツセンタ ー 受水槽の破捐

ポートアイランドホール
アリーナスピーカー落下、床面破損

9月30日
地下浸水、 施設外周部陥没

中央体脊館 内外壁亀裂、天井吸音バネル落下 6月 l日

東灘（本育館 アリ ーナ内照明落下、培築部分に出裂 平成8年 2月予定

須磨体育館 内外壁クラック、外構破損 10月268

垂水体百館 競技場内壁クラック 4月28日

西体育館 天井板金具落下、外構破損 4月288

市民運動場 野球場プロ ック塀倒壊、プールサイド亀裂 未定

六甲道勤労市民センター
建物損壊大 平成 8年 3月予定

体育館

生田文化会館体育室 天井材一部落下、窓破損 平成 8年 3月予定

勁労会館体育館 内外壁損壊、 照明材一部落下 平成 8年 4月予定

兵庫勤労市民センター体育館 天井ダク ト落下、雨もりあ り 未定

北区民センタ 一体育室 被害軽微、内壁クラ ック 4月 1日

新長田勤労市民センター
外壁損壊、照明材一部落下 未定

体育館

北須磨文化センタ一体育館 天井アンカーポル ト破損
12月 1日予定

プール他 外壁クラック、ガラス破損9也

垂水勤労市民センタ一体育室
天井材一部落下

平成 8年 1月 5日予定
トレーニング室床変形

屋内プール破損淵水

かるもプール プールサイドに危裂 ・泥水咬出 7月15日
屋外プールサイド段差lm以上

新神戸大プール プール屯裂 未定
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第9節 医療 • 福祉施設の被害

1.医療施設の被害

(1)医療機関の状況

①病院 ・一般診療所 ・歯科診療所の被害状況

ア．病院
(2月 1日現在）

区別 総 数 全壊 ・焼 半壊 ・焼 軽 微 無 災

東灘区 5 I 

゜
4 

゜灘 区 8 

゜
2 6 

゜中央区 22 

゜
I 18 3 

兵庫区 12 I 2 ， 
゜長田区 12 2 1 8 1 

須磨区 12 

゜
l 7 4 

6区計
71 4 7 52 8 
(100%) (6%) (10%) (73%) (l l%） 

北区 l8 

゜゜
1 5 3 

垂水区 7 

゜
I 6 

゜西区 16 

゜゜
15 I 

3区計 41 

゜
L 36 4 

全市計
112 4 8 88 12 

( JOO~) (4X) (7%） (78~) (1 1X) 

注 ：・被害ランクはその後の調査で変動している病院がある。

・兵庫県私立病院協会神戸支部及び衛生局地域医療課冗話
調査による。

イ．一般診療所
(2月14日現在）

区別 総数 全壊 ・焼 半壊 ・焼
軽微 ．

不 明
なし

東灘区 187 20 20 131 16 

灘 区 157 24 26 96 II 

中央区 266 22 25 140 79 

兵庫区 162 16 19 92 35 

長田区 151 33 26 89 3 

須暦区 115 6 II 84 14 

6区計
1. 038 121 127 632 158 
( JOO~) (12X) (12l) (6ll) (15X) 

北区 105 1 l 100 3 

垂水区 139 

゜
， 119 II 

西 区 81 

゜゜
75 6 

3区fft 325 1 10 294 20 

全市計
1. 363 122 137 926 178 
(IOOX) (9,..) (LOU (68灼 (l3X) 

注： 神戸市医師会の調査による。

146 

ウ．歯科診療所

区別 総 数 全半壊 ・焼等被害大

東灘区 103 26 

灘 区 74 15 

中央区 182 50 

兵庫区 79 23 

長田区 81 50 

須磨区 74 20 

6区計I593 l84 
(100%) (31X) 

北区 76 1 

垂水区 90 3 

西区 48 

゜3区計 214 4 

全市計
807 188 

( JOO~) (23%) 

注： 神戸市歯科医師会の調査による。

(2)市民病院群の状況

①被害状況

(2月13日現在）

経度被害 不 明

19 58 

g 50 

54 78 

22 34 

25 6 

31 23 

L60 249 
(27%) (42~) 

20 55 

37 50 

12 36 

69 141 

229 390 
(28X) (49X) 

神戸市は、市民病院群として、 3病院、 1診

療所を運営しているが、 今回の阪神 ・淡路大震

災により、市民病院群も大きな被害を受けた。

中央市民病院は、神戸市の基幹病院であり、

l, 000病床と救命救急センターを持ち高度 ・救

急医療の提供を基本と した運営を行っている。

中央市民病院は、 MRI、心臓カテーテル、脳

アンギオ等の高度医療機器が壊れるとともに、

高置水槽の破損により、一部病棟が水損するな

ど、建物 ・設備に大きな被害を受けた。また、

中央市民病院は、人工島ボートアイランドにあ

り、神戸大橋の損似等によ り、アクセス面にも

被害を受けた。

西市民病院は、 370病床を持つ市街地西部の

中核病院であり、被害の大きかった長田区にあ

る。西市民病院は、 7階建ての本館の 5階部分

が押しつぶされる形で全壊し総ての病床とほと

んどの医旅機器を失うという潰滅的な被害を受

けた。

西神戸医療センターは、神戸市と神戸市医師



会の共同出捐により設立した、 (lli)地域医療振興

財団が運営する病院であり、 500病床を持つ西

神戸地域の中核病院である。西神戸医療セン

ターは、西神ニュータ ウンにあり、幸いにも、

比較的被害が少なかった。

東灘診療所は、被害の大きかった東灘区にあ

る中央市民病院の付属診療所であるがライフラ

インは途絶したものの、建物自体への大きな被

害は免れた。

ア．中央市民病院

（建物 ・設備）

O 11階、 JO階の一部病棟水損

0地階床上浸水

0給排水、空調、搬送、医療用ガス、エレ

ベーター等の設備に損壊・機能節害

（医療機器）

心臓血管造影撮影装罹、頭部血管造影撮

影装置、 MRl、 リニアック装岡、体腔治

療器、血液細胞自動分析装置の他、 48台の

一般医療機器が再使用不能

イ．西市民病院

（建物 ・設備）

0本館 全壊、特に、 5階部分が押しつぶ

される形で損壊 ・

0新館 給排水 ・医療ガス配管等に損傷

（医療機器）

移動できる機器の一部を除き損壊

（人的被害）

入院患者 l名死亡

（本館 5階損壊による）

ウ．西神戸医療センター

（建物 ・設備）

外壁、内装のクラック、崩落があるも被

害は軽微

②震災直後の対応状況

ア．中央市民病院

中央市民病院は、震災当日、 963名の入l浣患

者への対応と、救急外来患者への対応に追われ
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た。

当日20名の人工呼吸器装着患者がいたが、 圧

縮空気の供給停止によって人工呼吸器が作動し

なくなり、その回復まで、最長59時間にもおよ

ぶアンビューバッグによる用手的人工呼吸によ

り、危機を乗り切った。

淵水により一部病棟が使用できなくなったた

め、患者を他の病棟に移した。また患者のケア

と衛生管理に尽力し、病状を悪化させて死に至

らすことは無かった。

また、病棟が全壊した西市民病院の入院患者

の内34名を受け入れるため、 外来診療コーナー

に臨時の病棟を設けるなどした。

高度医療機器の使用不能等による診病機能の

低下のため、重症患者約200名を、ヘリコプター

(5名）や救急車等を利用して、 他病院へ転送

した。

患者給食については、食材を職員自ら確保に

走り、また、海路大阪から輸送する等により確

保した。また、水道、ガスのライフラインが途

絶した中で、プロバンガス、電気炊飯器、カセッ

トコンロ等の使用と工夫を重ねて、 1日3食提

供した。また、粥食を提供するなど、病院なる

がゆえに、普通食だけではなく、個別の治療食

の提供に努めた。

救急患者への対応についても、当日、島内患

者を中心に、 364名もの救急患者への対応を

行った。ただ、ポートアイランドと市街地を結

ぶ唯一の神戸大橋の部分損壊と交通渋滞により、

救命救急センター本来の 3次救急患者が多数訪

れる状況にはなかったが、病院としては、翌18

日から、 一部制限はあるものの 3次救急患者等

の受け入れを決め、体制整備に努めた。緊急手

術については、当日 1例、 1月末までに消詣等

の工夫をしながら、 3J例実施した。

ライフライン関係では、水については、高置

水槽の破損と、高置水槽への自動給水装置の作

動、受水槽損偽による漏水により、地上の受水

槽の貯溜水をも失う結果となった。中央市民病

院では、平常時 l日、 700~900トンの上水を使

用しているが、震災直後の給水車による給水は、

l日20トンのみであった。飲み水のみならず病

院機能は、医療機器の冷却等、水に依存してい



る部分が大きく、水の絶対的な不足と、配管の

損偽は、医療提供に大きな支隣を与えた。また、

衛生状態の保持の点から、水洗トイレ等への水

供給停止も大きな問題であった。

停電時に手術室等に電気を供給する無停竜電

源装置 (CVCF)は、機能を保ったが、非常

自家発電装置については、潤滑油系統が水冷式

であったため、作動後しばらくして、機能を停

止した。

電気については、当日午前10時頃に完全復旧

したが、都市ガスは 2月 9日に復旧し、院内上

水道の全面復旧は2月19日まで、待たざるを得

なかった。

暖房についても、病棟の暖房は、 2月4日に

復旧し、全館暖房復旧は、 2月21日となった。

イ．西市民病院

西市民病院は、窟災当日245名の入院患者が

在院していた。押しつぶされる形で崩壊した 5

階西病棟に、 44名の入院患者と 3名の深夜勤呑

護婦が閉じ込められた。絶望的な状況と思われ

たが、消防隊や、自衛隊、職員により、救出活

動が行われ、 当日23時までに、 46名を救出する

ことができた。翌日、 1名の患者が遺体で発見

された。

余震が続く中、本館の他の病棟の入院患者も

危険であったため、入院患者を比較的被害が軽

微だった新館の廊下等のスペースに移し、その

後、自宅に戻れる患者は帰宅してもらい、重症

患者は、転院先を探し、順次、転送した。

転院先については、医療従事者の努力により、

日頃から付き合いのある病院に個別に当たり、

確保した。転送患者は、当日の救急患者で入院

を要する者の67名を合わせて、 200名にもの

ぼった。また、転送手段についても、交通渋滞

の中、消防の救急車や保健所の車、職員の自家

用車を用いて行った。

救急患者への対応についても、笈災当日、

DOA（死着）の患者64名を含む約600名もの

患者が殺到し、医療機器の破損、縫合セット等

医療材料の不足、 ライフラインの途絶の中で、

野戦病院さながらの状況であった。

その後の約 1カ月間は、残された新館の限ら
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れたスペースに臨時の外来を設け、被災地の中

にある病院として、救急患者への対応に努めた。

表3-9-1 西市民病院の患者転送先

転送先病院名 入院患者
当日外来

計
患者

中央市民病院 13 21 34 

神戸大学附属病院 2 2 4 

中央区
神 戸労災病院 7 7 

腋済 会病院 8 8 

博 愛 病 院 3 3 

春 日 病 院 6 6 

神戸lJIIt'lJfーク9ン病院 8 8 

社保中央病院 19 3 22 

北区 呉 星 病 院 17 17 

北 都 病 院 3 3 

松 田 病 院 2 2 

須磨区 国立神 戸病院 7 8 15 

垂水区 徳洲会病院 5 12 17 

西神戸医療センター 28 ， 37 
西区 久 野 病 院 10 10 

偕 生 病 院 I 2 3 

三木市 三 木市民 病院 4 4 

計 133 67 200 

注 ：入院患者は別に外泊80名、退院32名、計245名

ウ．西神戸医療センター

西神戸医療センターは、比較的病院機能を正

常に維持できたため、能力を十二分に活用し、

被災地からの重症患者の受け入れ等に努めた結

果、震災当日、西市民病院からの転送患者37名

を含め、入院患者の受け入れは、 83名にのぽっ

た。

人工透析については、 16台あるが、震災翌日

には、 50名を超える透析患者を受け入れ、ほぼ ・

24時間運営の 4回転透析を行わざるを得なかっ

た。通常の透析患者に加え、クラッシュシンド

ロームによる患者への対応もあった。分娩につ

いても、産科病棟20床のところに、 最高35名の

妊婦を受け入れた。

また、 平成 7年度から開設予定であった 8階

東病棟を前倒しで 1月末に開け、入院患者の増

加への対応を圏った。



工．東灘診療所 1震災当初の救急・外来患者状況

東灘診療所は、被害の大きかった東灘区にあ

り、震災直後は、被災地の医療救護活動の前線 中央 西市民 西神戸 東灘
市民 医療

基地的な性格を持ち、ライフラインの途絶、設 病院 病院 セン9- 診療所

備や医療機器の破損などの悪条件の下で、懸命 1月17日 （火） 369 約600 424 34 

の医療救護活動を行った。後には、医療救護活 18日 （水） 228 234 574 ※O 

動の後方支援診療所としての役割を果たした。 19日 （木） 247 336 707 ※4 

l9日からは、診療科を順次充実させながら、土 20日 （金） 294 393 870 84 

曜日、 日曜日を含めた毎日診療体制をとった。
2J日 （土） 182 197 180 138 

救護所の撤退を補完するため、 3月からは、 24
22日 (8) 198 206 1 06 92 

時間体制とした。
23日 （月） 474 483 I. 028 140 

※は、 LPGタンクからのガス漏れによる避難勧告に伴
う診療中止等の影響
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2. 社会福祉施設等の被害

表 3-9-2 社会福祉施設等の被害状況

施設種別 所在区 施設名 損壊状況 損壊 の具 体的な状況 備 考

福祉事務所

福祉事務所
柱等の主要構造部のクラック、壁・床のひ 仮庁舎へ移転済

10カ所中
灘 灘福祉事務所 半 壊 び割れ、壁の一部分の剥離、給排水設備の 7年9月20日

(l支所含む）
損壊による漏水、玄関部天井のひび割れ 復旧工事開始

エレベーター設備3機中2機使用不能、内
半 壊 l 

中央 中央福祉事務所 一部損壊 外壁のひび割れ、階段部分の破損、 トイレ 補修中
一部損壊 7 

等給排水設備 ・空調設備の破損

保護施設等

更 生 施設 中央 更生 センター 一部損壊 ボイラー ・貯水槽の本体及び接続部破損。
一部補修済

8年 3月完了予定

社会事業
長田 細田 授産所 一部損壊

給排水設備及び玄関廻り破阻 一部補修済

授産施設 プロック塀他外溝廻り破t員 8年3月完了予定

増築部分解体撤去済

須磨
ヨハネ寮 全 壊

本館本体は柱破断数力所、壁面多数凡裂、 同一敷地内に建物を

救獲施設 R 増築建物は傾き、本館より分離 新築中

3施設中 (8年5月完成予定）

全壊 2
須磨
和光園

全 壊 建物南面の擁壁崩壊、建物全壊 建物撤去済
一部損壊 l 救護ホ ーム

兵 庫 ア メニ ティ
一部阻壊

建物全般に外壁・内壁の脱落亀裂あり、陸
補修済

R ホーム夢野 屋根の防水破損、ガス地中管亀裂

簡易宿泊施設
8年3月

2施設中 中央 磯 上 荘 一部旧壊 北面壁及び柱等破損

一部損壊 2 
補修完了予定

児童福祉施設等 （心身降害児の施設は心身隙害児 （者）施設に記載）

東灘
旧館と新館の接続部分の損壊 （旧館の食堂

新館の補修、旧館の

R 
信愛学 園 半 壊 ・遊戯室 ・ホール ・倉匝等の破損大）建物

解体撤去を順次予定
に相当の氾裂

蓑護 施設
厨房 ・浴室 ・調理員休憩所等全壊、隣地擁

倒壊建物の解体撤
長 田 壁崩壊、児童居室の半壊、内外壁に多数の

13施設中
⑯ 
明 星 寮 半 壊

凡裂、建物基礎部分に凡裂と遊離が認めら
去、 7年度中に児童

半 壊 2
れる。

棟他を順次建設予定

一部損壊 11 
灘

R 
同朋 学 園 一部損壊 内外壁のひび割れ、屋上防水の破揖 7年11月補修完了

灘
愛神愛隣舎 一部揖域 内外壁のひび割れ、給排水管の破損

補修中

R 7年12月完了予定

教護施設 西 若葉学 園 一部損壊
内外壁のひび割れ、 一部敷地の地盤沈下、

補修済
水道 ・温水ボイラーパイプの破損

乳児院
建物…7年10月補修

3施設中
中央
真生乳児院 一部損壊 内外壁のひび割れ、敷地擁壁の崩壊

完了

一部損嬢 3 
⑯ 擁壁…補修中8年3

月完了予定

母 子寮 兵庫
神 戸母子寮 全 壊 2階部分が1階を押しつぶし全壊

建て替え

9施設中 R 8年3月完成予定

全 壊 l 須磨
須磨神愛母子寮 一部損壊 内外壁のひび割れ、敷地擁壁の一部崩壊

補修中

一部損壊 8 R 8年3月完了予定
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施設種別 所在区 施設名 損壊状況 損壊の具体的な状況 備 考

灘 石屋川保育所 全 壌 併設の市営住宅全壊
9年 1月末

復旧予定

中央 生田）II保育所 全 壊 併設の市営住宅全壊 再開時期未定

兵庫
仮設保育所で開所、

湊川保育所 全 壊 園舎全壊 8年4月本設開所予
⑱ 

定

長田
仮設保育所で開所、

天隣乳児保育園 全 塘 園舎全壊 8年度中本設開所予
⑱ 

定

保育所 長田
仮設保育所で開所、

神視保 育 園 全 壊 園舎全壊 平成8年度中本設開
158施設中 ⑯ 

所予定
全壊 5

中央 地盤面隆起による一階床面の変形、1階 卜 補修済
半 壊 4

⑯ 
みのり保育國 半 壊

イレ内部破損、内外壁亀裂破損等 7年4月 1日再開
一部損壊 123

長田 地盤の沈下により基礎及び床破捐、建物全

⑲ 
新生寮保育所 半 壊

体が傾斜
8年度中再開予定

長田
美徳保育園 半 壊

基礎及び床の損壊 ・傾斜化、内外壁の破損 補修済

⑲ ．剥落、屋根天井の損壊等 7年2月15日再開

長田
ひばり保育所 半 壊

地盤の崩壊により上部建物崩壊、残る建物
再開時期未定

⑮ も傾斜化

内外壁に亀裂、給排水設備に破損、外溝．
8年 1月復1B予定

中央 生田保育所 一部損壊
土間 ・園庭等に破損

仮設保育所 （大倉山

仮設保育所）で開所

垂水 本多聞保育所 一部損壊
内外壁に亀裂、給排水 ・空調設備に破損、

補修中
柱 ・梁・外溝 ・土間等に破損

長田 長田児童館 全 壊
併設の市営住宅全壊 建て替え

児童館内外に亀裂 9年3月完成予定

児童館
須磨 たかとり児童館 半 壊

鉄骨組に損俄、玄関の天井、扉破損、 トイ 建て替え

102施設中 レタイル剥離 8年8月完成予定

全 壊 l 
灘 六甲道児童館 一部損壊 天井 ・柱 ・壁面破損、多数の窓ガラス割れ

補修中、

半 壊 1 8年3月完了予定

一部損壊 94 内階段にゆがみ、内壁に亀裂、給排水設備
補修中

中央 総合児童センター 一部損壊 に破損等
8年3月完了予定

遊具備品類破損

児童相談所 中央 児童相談所 一部損壊
内壁のひび割れ、敷地の地盤沈下、給排水 補修中

設備の破損等 8年3月完了予定

老人ホーム等の社会福祉施設

在宅福祉センター
中央在宅福祉 内外壁、柱、配管等破損、浴室破損、エレ

8施設中 中央 一部損壊 補修中

一部損堀 7 
センタ ー ベーター破損

特別養護 灘
き しろ荘 一部損壊

避難プリッジ損壊、内外壁にクラック多数
一部補修済

老人ホーム ⑯ 玄関廻り床面破損、給水設備・ 受水槽破損

20施設中

一部損壊 19 西
透 鹿 園 一部損壊

内外壁にクラ ック多数、建物接合部分に段
補修済

⑯ 差、 給水設備破損

養護老人ヤL 須磨 和 光 園 全 壊 建物南面の擁壁崩壊、建物全壊
建物撤去済7年8月

仮設施設完成
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施設種別 所在区 施設名 損壊状況 損壊の具体的な状況 備 考

狸護老人

ホーム
東灘 神戸老人ホーム

一部損壊
木造棟は大きく傾斜し全壊、鉄筋棟は内外 木造棟の仮設完成、

9施設中
⑲ 住 吉苑

（木造棟
壁クラック、ボイラー・ 給排水設備破損 他は補修中

全壊 l は全壊）

一部揖壊 8 

軽野老人

ホ ー ム
長田 松 寿 園 一部損壊

柱損壊、床の亀裂、外壁一部剥離、給排水
一部補修済

5施設中 設備破損

一部損壊 4 

老人福祉

センタ ー
中央

中部老人福祉
一部損壊 内外壁破損、 ダクト破損等 7年11月補修完了

3施設中 センター

一部損壊 3 

心身障害児 （者）通所 （入所）施設等

精神薄弱児

通園施設
長田 あけぼの学園 一部損壊

給水設備の破捐、内外壁のひび割れ、床 ・
一部補修済

4施設中 排水路の破損

一部損壊 l 

精神薄弱児

入所施設 北
おかば学園 一部損壊 グランドの崖崩れ 7年3月補修完了

3施設中 ⑯ 

一部損壊 1 

肢体不自由児

通園施設
長田 あじさい学園 一部損埃 給水設備の破損、内外壁のひび割れ 一部補修済

2施設中

一部損壊 2 

難聴幼児
（心身障害福祉センター内）

通圏施設
兵庫 ひばり学圏 一部損壊 給排水設備の破損、内外壁 ・床 ・タイル等 7年10月補修完了

ひび割れ、エレベーターの破損

精神薄弱者 須磨 聖生園
全 壊 倒壊 解体撤去済

通所授産施設 R せき bり分場
14施設中

全 壊 l 
東灘 もとやま園 一部損壊

給水設備の破損、内外壁のひぴ割れ、非常
一部補修済

一部損壊 ， 階段破損

精神薄弱者

入所授産施設 西
ゼノ の村 一｛損壊 窓ガラス破損 補修済

2施設中 R 
一部損壊 1 

精神薄弱者 北 グリーンホーム
一部損壊

和室天井梁落下、作業室柱のずれ、給水管
補修済

通所更生施設 R 平成 損傷、ダクト損傷

精神薄弱者

入所更生施設 中央
ひふみ園 一部損壊 内外壁 ・タイル等のひび割れ、給水管破損 補修中

8施設中 R 
一部損壊 3 

身体降害者 須磨
神戸友生園 一部損壊 正面玄関 ・トイレ ・作業場破損 補修済

通所授産施設 ⑱ 

重度身体障害 北 ワークホ ーム
一部損壊 空調設備破揖 7年2月補修完了

者授産施設 R 明友
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施設種別 所在区 施設 名 損壊状況 損壊 の具 体的 な状況 備 考

身体障害者

療護施設
西 さざんか療護園 一部損壊

給水設備の破損、内外壁のひび割れ、給湯
一部補修済

3施設中 管破損

一部損壊 3 

身体障害者
兵 庫

心身障害福祉
一部損壊

給排水設備の破損、内外壁 ・床 ・タイル等
7年10月補修完了

福祉センター センタ ー ひび割れ、エレベーターの破損

点字図書館 中央 一部損壊 内外壁・クイル等ひび割れ 7年10月補修完了

生活文化会館

生活文化会館
仮設建設

長 田 長 田文化会館 全 壊 併設の市営住宅全壊 7年8月21日開館
8館中

今年度本設培工予定
全 壊 l 

一部損壊 7 中央 山手文化会館 一部損壊 内外壁のひび割れ、床面の破捐 補修中

その他の社会福祉施設等

地域福祉 長田
若松地域福祉

全壊
市営住宅の 1階部分 （地域福祉センター） 再建中

センター が圧壊 9年3月末完成予定
センタ ー

唐櫃地域福祉 擁壁変状、建物に歪み、それによるクラッ
119施設中 北

センタ ー
一部損壊

ク
補修中

全壊 l
本多聞地域福祉

一部損壊 77 垂水
センタ ー

一部損壊 雨漏りによる天井落下、建物に歪み 補修中

中央
大倉山老人

全 壊
建物全体が西北から南東に向けて倒壊、 屋

解体撤去済
いこいの 家 根が］階部分を押し泊す

長 田
長田老人

全 壊 併設の市営住宅全壊 解体撤去中
いこいの家

須磨 若宮老人
全 壊

2階部分が 1階部分を押しつぶした形で倒
解体撤去済

⑲ いこいの家 壊

中央
小野 柄 老人

半 壊
鉄筋14階建て（老人いこいの家・・2階部分）

補修済
いこいの家 のコンク リート支柱・ 壁に氾裂や泉lj落

老人 中央 生田老人
半 壊

基礎部分の損壊激しく 、屋根瓦は大部分が
解体撤去済

いこいの家 R いこいの 家 落下、建物全体が傾く

98施設中
長田
東尻池老人

半 壊
建物全体が西へ傾斜、屋根瓦全部が浮き上

補修済
全 壊 3 いこいの家 がり損偏、 内部壁に亀裂多数

半壊 6
長田
細田老人

半 壊
内外壁に吊裂多数、玄関部分の損壊、電気

補修済
一部捐壊 40 いこいの家 設備の絶縁不良、水道管の破裂

須磨
稲葉老 人

半 壊
建物基礎の損壊、外壁全面に大きな尾裂、

解体撤去済
い こ い の家 半分が落下、建物西へ傾斜

須磨
潮見台老人

半 懐 内外壁の剥落・氾裂多数、屋根の崩落 解体撤去済
いこい の家

東 灘 御影老人
噸 3損壊 2棟中 1棟が倒壊、残る 1棟も氾裂等多数 損壊部分は撤去済

R いこいの 家

長田
水木老人

一部損壊
建物基礎部分全体に昆裂、建物と基礎が3

一部補修済
いこいの家 cm程度ずれる。内外壁に亀裂多数

総合センタ ー 一部損壊 内壁のれ裂、屋根 （トップライト）のずれ 補修済

しあわせの村 北
神戸 リハビリ

テーション病院
一部屈壊 内壁の亀裂、屋根（トソプライト）のずれ 一部補修済
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施設種別 所在区 施設名 損壊状況 損壊の具体的な状況
| 
備 考

婦人交流施設
一部損壊

天井ポードの損壊、玄関部分の破損、プレ

（たんぼぼの家） イルーム照明設備の破損、壁面のひび割れ

保養センター
一部損壊 建物周囲の地盤沈下、屋上スラプ亀裂 1一部補修済

ひよどり

研修館 一部損壊 ホール天井雨漏り、内外壁のひび割れ I 
しあわせの村 北区

温泉天窓、プールサイド等ガラス破損、体育
温泉健康センクー 一部損壊

館屋根瓦破損、 1-ル開閉式屋根の開閉不良
補修中

シルバーカ レ1グ 一部捐壊
外構レンガ舗装のひび割れ、化粧塗装の剥

落、建物接合部の破損

村内全域の舗装 一部破損
アスファルト、組み合わせプロック舗装、

洗い出し舗装のひび割れ多数

総合福祉センクー 中央 一部損壊 エレベーター設備の損壊、壁 ・柱ひび割れ
補修済

7年10月末完了

体育館の柱ひび割れ多数、電気設備の破損、

市民福祉交流
中央 一部損壊

荷物用1レペーター設備の破損、建物支柱の亀

センタ ー 裂、給排水設備の破損、プールろ過装置の

転倒等、東側外壁の剥落

垂水年金会館 垂水 一部損域 外壁、内壁、天井、床面のひび割れ

有馬保養所 北 一部損壊
内壁、床面等のひび割れ、塀の倒壊 （一部

補修済
分）、屋根瓦の落下、 石稜擁壁の凡裂

東部在宅
給排水設備の破損、内外壁 ・床 ・タイル等

隣害者福祉 灘 一部損壊
ひび割れ

一部補修済

センター

市民福祉 （市民福祉交流センター内）

スポ ー ツ 中央 一部損壊 内外壁・タイル等ひび割れ、プール等給排 一部補修済

センター 水設備の破捐

注： l．⑮は民間施設。

2.全 ・半壊の施設は全て掲載。

3.一部損壊の施設については最も被害の大きかった施設を掲載。 （一部損壊がJO以上の場合は、 2施設を掲載）
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第10節 危険物施設等の被害

(1)被害の概要

神戸市における危険物施設、計4,614施設の

うち、 施設の構造・設備に迅裂、変形、離脱、

転倒、落下及び沈下等の異常があった施設は

658施設で、 施設総数の14.3％が被災した。

東灘区、灘区、長田区及び須磨区の石油コン

ピナー ト等特別防災区域に指定されている区域

を含む港湾地域では、地襄による液状化現象に

よる噴砂現象が広範囲で発生し、屋外タンク貯

蔵所の不等沈下や移送取扱所の配管の破損 ・変

形が数多く確認された。

また、市街地の大規模な火災の発生により、

兵庫区、須磨区では屋内タンク貯蔵所、販売取

扱所、一般取扱所の 5施設が全焼した。

危険物施設には、多数の被害が生じたが、比

較的小規模であり、各事業所において適切な応

急措腔が取られたこともあり、被害は各施設内

で止めることができた。

(2)危険物施設区分ごとの被害状況

危険物施設の区分ごとの被害状況は、以下の

とおりである。

①製造所

危険物製造所では、 lO施設で被害が生じ、建

築物やプラント全体が地盤の沈下により、全体

に傾斜し、菱形に変形しているものや地盤面に

大きな亀裂、陥没等の発生が確認された。

②貯蔵所

危険物貯蔵所では、 398施設で被害が生じた。

貯蔵所の中でも、特に、屋外タンク貯蔵所で

は、地盤の沈下、液状化によ り、 261施設で被

害が生じた。

屋外タ ンク貯蔵所の屋外貯蔵タ ンクは、タン

クの不等沈下、側板の変形、亀裂による淵洩、

タンクを支えるアニュラ板の変形、基礎とタン

クを固定するアンカーボルトの破断等が認めら

れた。 また、液状化による地盤の陥没のため、

防油堤に船裂が生じたり、目地部分が大きく開

ロしたものも見られた。
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屋外タンク貯蔵所被災状況

③取扱所

危険物取扱所では、 250施設で被害が生じた。

給油取扱所では、 139施設で被害が発生し、

キャノピー （屋根部分）や建築物の低壊も若干

確認された。なお、市街地大規模火災の区域内

にあった給油取扱所は、消防法に基づく規制に

より周囲からの延焼、類焼を防止する構造を有

しており、大規模火災の延焼を免れている。

(3i石油コンピナート特定事業所における被害状況

①特定防災施設等

流出油等防止堤の屯裂、破損、消火用屋外給

水施設の配管、配管架台、喧源、貯蔵槽等の破

損が認められた。構内道路も、段差、 亀裂、液

状化等により車両や人の通行が困難になった。

また、非常通報設備が使用不能、使用困難と

なった。

②高圧ガス施設

液化石油ガス漏洩事故について

地霰の影孵により、 東灘区御影浜町にある高

庄ガス製造施設の低温液化石油ガス貯蔵設備で

液化石油ガスが液状で漏洩した。

当初、漏洩は、少凪であったが、余笈のため、

淵洩位が増大し、付近住民の安全確保のため、

市災害対策本部から避難勧告が発令された (18

日6時00分） 。応急措附として、隣接のタンク

ヘ液化プロバンの移送を行うとともに雌洩ガス

の抑制措附がと られ、 18日18時30分、避難勧告



は条件付きで解除され、 22日l4時30分、完全に

解除された。

LPGタンクの状況
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第11節 その他市有の施設の被害

1.市役所・ 区役所等の被害

(1)市役所庁舎の被害状況

1号館）

内壁 ・外壁等に亀裂

26階鋼板壁のスナークプレート内パネル

一部変形

倉庫 ・書庫の損壊

被害額 225,000千円

（平成 7年度庁舎復1日予算）

2号館）

内壁 ・外壁等に租裂

6階の層全体が崩壊し、 7階以上の階が

l. 5m北側にずれる

8階渡り廊下落下

給水 ・電気 ・機械設備使用困難

被害額 2,770,000千円

（平成 7年度庁舎復旧予算）

3号館）

内壁 ・外壁等に亀裂

被害額 225,000千円

（平成7年度庁舎復旧予算）

(2)区役所庁舎の被害状況

庁舎全体が倒壊するまでの被害はなかったも

のの、 各庁舎ともに壁、 床等に亀裂が生じたり、

設備部門にも相当の損偽を被った。

早急に危険防止・窓口体制整備のための応急

復旧修繕を行ったが、本格復旧工事でしか対処

できない部分もあり、長期にわたって不便な状

態が続くことを余儀なくされた。 （平成7年度

中には、本格復旧工事も終了する予定である）

被害額 669,000千円

（平成7年度庁舎復旧予符）

〇東灘区総合庁舎

内壁 ・外壁等に 亀裂多数、 空調機

（ク ーリングタワー）損壊

〇灘区総合庁舎
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柱 ・内壁 ・外壁等に亀裂多数

1階福祉事務所部分の使用不可

（福祉事務所は王子動物園ホールヘ仮

移転）

空調設備等が損傷

〇中央区総合庁舎

内壁 ・外壁等に亀裂多数

エレベーター使用不能 (3台）

給排水設備に損傷大、空調設備等が損

傷

〇兵庫区総合庁舎

内壁 ・外壁等に亀裂

〇北区総合庁舎

内壁 ・外壁等に亀裂、損似

〇長田区総合庁舎

内壁 ・外壁等に大規模迅裂多数、

窓ガラス破損、西側入口階段損壊

庁舎内階段部分等損傷大

その他電気 ・水道・空調設備等が損似

〇須磨区総合庁舎

内壁 ・外壁等に亀裂、窓ガラス破損

排水設備等が損似

〇垂水区総合庁舎

天井板の落下等

〇西区総合庁舎

内壁等に吊裂、高架水槽の水漏れ

〇北区 ・西区出張所

（北区有馬、道場、西区伊川谷、押部谷、

神出、 岩岡）

窓ガラス破損等（被害軽微）

〇中央区三宮サーピス コーナー

神戸市営地下鉄三宮駅損壊のため業務

不能

神戸市総合インフォメ ーションセン

ターにて6月 1日～8月26日まで仮移転

〇御影公会堂

内壁等に亀裂、電気 ・空調設備等が損

似

また、今回の震災では防災拠点としての区庁



舎の役割が重要視されることとなったが、今後、

以下の事項について整備しておくことが必要と

なると考えられる。

ア．自家発電装置の設置

震災当初は停電により、庁舎機能が発揮でき

ず、いっそうの事務の混乱・停滞を招くことと

なった。 9区中 5区では 1月17日中に電気が復

1日したが、全庁舎での復旧にはなお時間を要し

た。 （最終は東灘区、 1月23日）

イ．通信手段の確保

一般電話回線はほとんど通じなかったため、

情報の収集、伝達に苦慮した。区民への情報伝

達としては、広報紙を避難所などの拠点に貼り

紙していくことが有効であった。
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表 3-11-1 各区役所電気・電話の復旧状況

電 話 電 気

東灘区 1/17~1/19午前中まで 1/23夕方復旧
発信不能

灘区 1/17~1/18夕方まで
交換機が使用不能

1/20夕方復旧

中央区 1/17着信、発信が困難 1/17午前中復旧

兵庫区 異常なし 1/17午前中復旧

北区 異常なし 1/17午前中復1日

長田区 1/17~1/20まで着信のみ
異常なし、発信は困難

1/22午後復旧

須磨区 1/17~1/]9まで発信不能 1/19夕方復旧

垂水区 異常なし l/17午前中復旧

西 区 異常なし 1/17午前中復旧



2.市営住宅の被害

平成 7年 1月現在で管理する市営住宅1,382

棟40,783戸の被害状況は次のとおりである。

①倒壊等による 2次災害の恐れがあり、 至急

解体が必要なもの

8棟 (0.6%) 792戸 (1.9%)

②構造体の損傷が著しく、いずれ解体撤去せ

ざるを得ないもの

26棟 (1.9%) 1,516戸 (3.7 %) 

区 種別 住宅名 所 在 地 建年 階 戸数

住吉川① 田中町5丁目3-23 44 10 91 

本山第1① 本山南町2丁目12-l 45 II 132 

本山第1③ 本山南町2T目12-3 46 II 50 

本山第 1④ 本山南町2T目12-4 46 11 60 

東灘 公営

本山第2① 本山南町8T目 I-I 46 14 156 

本山第2② 本山南町8丁目 l-2 46 14 69 

本山第2③ 本山南町8丁目 1-3 46 11 83 

本山第4② 本山南町7丁目3-2 51 l3 120 

北畑② 本山南町9丁目 1-2 32 4 32 

大和東 大和町4丁目4-l7 42 6 35 

灘北 ① 灘北通8丁目 l-3 45 11 飢

灘 公営 弓の木 101 高徳町lT目10 26 2 8 

弓の木 102 窃徳町IT目10 26 2 8 

区

③構造体の補強を含む大規模補修が必要なも

の

166棟 (12.0%) 6,644戸 (16.3%) 

④構造体の損似はみられないが壁等に損楊が

著しく補修が必要なもの

452棟 (32.7 %) 16, 144戸 (39.6%) 

⑤被害なしまたは軽微な補修が必要なもの

730棟 (52.8%) 15,687戸 (38.5%) 

解体が必要な市営住宅は、次の表のとおりで

ある。

種別 住宅名 所 在 地 建年 階 戸数

兵庫 公営 戟越 ⑪ 菊水町10丁目28 36 2 6 

北 公営 山の街R 緑町4T目8-3l •13 5 30 

若松① 若松町8丁目 2-13 44 7 107 

重池 ① 直池l丁目10-I 44 8 63 

公宮

正池 ② 菫池l丁目l0-2 42 7 28 

長尾①～④ 長尾 IT目1番、 2番 30 l 32 

番町 ⑮ 四番町5丁目 42 7 60 

長田

番町 ⑯ 四番町4丁目 46 12 60 

番町 ⑰ 四番町4丁目 46 12 104 

改良

番町 ⑬ 四番町3丁目 49 12 l07 

番町 ⑲ 四番町3丁目 46 11 90 

一番町③戌~ 一番町3丁目 l番地 53 14 84 

大池東①B 大池町4T目 I-38 45 

l2 154 

弓の木 103 高徳町 1丁目10 26 2 8 須磨 公営 大池東①A 大池町4丁目 J-38 45 

新生田川⑫ 南本町通5T目l 44 II 100 大池東②c 大池町4丁目 l-38 45 L2 88 

中央 改良 新生田川⑬ 北本町通6丁目1 45 12 181 棟数・・ 34棟 （公営 25棟、改良 9棟）

合計

下山手③ 下山手通9丁目10 55 11 98 戸数・・ 2.308戸 （公営 I.424戸、改良 884戸）
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3. 神戸市公共建築物の被害状況

(1)被害状況の把握

神戸市住宅局営繕部では、兵庫県南部地震に

よる公共建築物の被害状況（主に施設の被災

0神戸市公共建築物被害調査フロー

度）を統一的かつ客観的に判定し、復旧工事の

設計及び施行を的確に進めていくために神戸大

学名誉教授の発天先生を中心にした 『神戸市公

共建築物震災調査会』を発足させた。 （神戸市

公共建築物被害調査フロー参照）

第 1次被害状況調査

「応急危険度判定」
に相当するもの

↓ 

第 2次被害状況調査
（震災調査会）

「被災度判定」
に相当するもの

） 

） 

（目的〕
公共建築物
(1) 2次災害の防止
(2) 施設使用可否判断

〔目的〕
公共建築物
（］） 統一的、客観的診断
(2) 復旧計画への提言及び
基礎資料の作成
応急補強等の提案
学術的資料の収集

(3) 

(4) 

） 

） 

応急工事
（予算要求）
(1月下旬
~ 2月上旬 ）

現地調査 ・
報告まとめ
(2月中旬
~ 3月末 〕

『神戸市公共建築物農災調査会』

〇調査会発足

学識経験者、設計事務所、総合建設業者、

営繕部

〇調査対象施設

営繕部所管の公共建築物で主要施設をリス

トアップ

（庁舎、土木事務所、消防署等の主要施設及

び床面積が3,000 rri'以上の施設、特に被害の

大きかった施設（学校施設を含む）を対象に

一般営繕施設165施設、学校施設47校をリス

トアップ）

〇調査内容

「震災建築物等の被災度判定基準および復

旧技術指針」に基づく

〇調査結果

データベース化

(2)調査結果からみた主な被害状況

この調査会による調査結果を公共建築物の被

害状況概要及び個別の被害状況としてまとめる

と、以下のようになる。

〇地盤沈下 ・液状化等による建物の傾斜、 ＜
 

い頭の破断

0中高層建築物の中間階の崩壊

〇柱及び壁の剪断破壊

〇異種構造体取り合い部ボルト及び屋根架構

プレースの破断

〇エキスパンションジョイント部及び渡り廊

下の損似

〇増築部分の損傷

〇雑壁、ホール天井等の非構造材の損似及び

落下

(3)一般営繕施設の被害状況

①行政区別の被害状況

一般営繕施設については長田区及び須磨区は、

「倒壊」・「大破」が多く、東灘区では 「中破」

以上の占める割合が大きい。中央区も被害が大

きい。

また、最も被害の少なかった北区は 「中破」

以上がなく、軽微な被害にとどまった。以下に

各行政区別の被害状況を報告する。

ア．東灘区

被害は「倒壊」0棟、 「大破」 4棟、 「中破」
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11棟、 「小破」以下30棟である。特に第 4エ区

の中央卸売市場東部市場（大破 3棟、中破 3

棟）、第 3エ区の東クリ ーンセンター （中破2

棟）、六甲アイランドの小磯記念美術館地下駐

車場（中破 l棟）の被害が目立ち、いずれも埋

立地であり、液状化、地盤沈下による影密がか

なりみられた。

イ．灘区

被害は「倒壊」0棟、 「大破」 1棟、 「中破J

3棟、 「小破」以下34棟である。地域としての

特徴はないが、施設として特徴のある］棟につ

いて以下に示す。

（ア）灘区総合庁舎

灘区総合庁舎（中破）は増築しており、その

エキスパンション部分の被害が大きく、また、

一階の柱に被害があり、福祉事務所棟では西側

に面する柱の損侶が大きい。

ウ．中央区

被害は「倒壊」）棟、 「大破」2棟、 「中破」

6棟、 「小破」以下30棟である。特徴として、

ボートアイランドでは、液状化や地盤沈下がみ

られ、その他の地域は地盤の影器がほとんどな

かった。また、中破以上のビルが 5棟あり（神

戸市庁舎 2号館を含む）、中高層ビルの被害が

大きかった。そのうち、勤労会館と江戸町SK

ビル（どちらも大破）について、以下に示す。

（ア）勤労会館

SRC造で最も披災した階（以後、被災階）

が3階付近であるが、柱の損似が少ないが、耐

裟壁の損傷が激しかった。また、外壁がせん断

破壊している。

（イ）江戸町SKビル

SRC造で最も被災した階が 3階付近であり、

外壁と 2、3階の柱の損傷が大きい。外壁では、

タイルばりで柱からハンチ レバーで取り付けて

あるため、今回の地霰で重昂的に追随できず、

損傷が大きかった。
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江戸町SKピル正面外壁

エ．兵庫区

被害は「倒壊J1棟、 「大破」 l棟、 「中破」

2棟、 「小破」以下32棟である。この区も被害

が少なく、中央卸売市場本場（倒壊 l棟、大破

l棟）と心身隙害者センター （中破）のみ被害

があった。前者は、埋立地と砂質囲上にあり、

被害は埋立地に集中した。また、後者は外壁、

柱等に損傷があり、非構造部材の被害も多大で

あった。

オ．北区

被害は「倒壊」0棟、 「大破」0棟、 「中破」

0棟、 「小破」以下56棟である。有馬地区等で

一般に被害がみられたが、公共建築物の被害は

少なかった。

力．長田区

被害は「倒壊」2棟、 「大破」 1棟、 「中破」

3棟、 「小破」以下36棟である。 「倒壊」には、

西市民病院が含まれており、増築部の下階が荊

崩壊している。

キ．須磨区

被害は「倒壊」3棟、 「大破」 1棟、 「中破J

3棟、 「小破」以下47棟である。かなり以前の

木構造建築物および小規模建築物の被害（｛到壊

3棟、大破2棟、中破 2棟）が多い。須磨文化

会館では、 S造部分の柱脚のアンカーポルトの

破断がみられた。



ク．垂水区

被害は「倒壊」0棟、 「大破」 0棟、 「中破J

0棟、 「小破」以下23棟である。中破以上はな

く、震源地から最も近い区域の一つだが、被害

が少なかった。

須磨文化会館

ケ．西区

被害は「倒壊」0棟、 「大破」 0棟、 「中破J

3棟、 「小破」以下49棟である。神戸市外国語

大学体育館棟については、異種構造体を接合す

るボル トの破断が起こり、 「中破」になった。

図 3-11-1
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灘

兵

須

灘

庫

区

区

磨区

北

垂 水

区

区

中 央 区

長 田 区

西 区

＊円内の数字は、各区の検討対象棟数を示す。
害
微
破
破
破
壊
夕

被

デ

無
軽
小
中
大
倒
蜘

．．．．． 

．． 
匪
編
韮
＿＿＿＿
＿

■D

162 



②建築年代別の被害状況

「中破」以上の被災度に注目すると、 一般営

繕施設については昭和56年以前の184棟中31施

設あり、約17％と大きく、昭和56年以降の192

棟中15棟、約 8％となっており、新耐哀設計法

を用いた建築物の被害が少なかったことがわか

る。また、無被害、軽微の率も高くなっている。

ア．中央卸売市場本場北端現場事務所

（昭和56年以降）

昭和56年以降の建築物で、 「倒壊」となった

中央卸売市場本場北端現場事務所は、護岸から

3mにあり、その地点の地盤が側方流動したた

め、杭頭が破断し、建物が傾斜した。ただし、

上部構造に顕著な被害はない。

イ．灘区民ホール（昭和56年以降）

平成4年竣工の灘区民ホールは、柱の損傷度

から 「中破」と診断された。周辺環境は、建物

東面に河川があり、北側、西側は道路となって

いる。また、上屋の概要は直接基礎に地下 1階、

地上 8階の規模で、南北約40m、東西約20mの

SRCラーメ ン造である。この建物の被害状況

は南面の柱 ・梁 ・耐力壁に損似が激しく（写

真） 、また、北西コーナーの柱も被害があった。

灘区民ホール南面外壁

ウ． （昭和56年以前）の例

昭和56年以前の施設では、木造建物（西須磨

公設市場等）の崩壊、地盤沈下等による被害（迫

路機動隊土木室等）が多い。木造以外の施設で

は、前記した勤労会館及び江戸町SKピルの被

害 （両方共 「大破」）が顕著であった。

勤労会館（地上10階、地下 1階）では、被災

階が3階であり、すべての耐力壁でせん断破壊

がみられた。

また、江戸町SKピル（地上7階、地下2階）

では、被災階が2階であり、柱のせん断破壊で

被災度が決定した。

図3-11-2 
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(4)学校施設の被害状況

①被害状況

被災度判定 「｛到壊」が一般営繕施設と比べる

とかなり多く、16校に及んでいる。また「中破」

以上が45校となり、被害の大きさが伺われる。

主な被害状況は次のとおりである。

• J階部分の柱が剪断破壊し、座屈あるいは

圧壊現象が起こっている。

・上部階に講堂あるいは体育室のある建物は、

その部の妻壁及び柱に剪断破壊がみられ、

他の部分でも柱 ・屋根トラス接合部に被害

があった。

・地盤の沈下による建物傾斜がみられた。

②行政区別被害

比較的被害の大きかった行政区は、東灘区、

灘区、長田区、須磨区であり、 一般的な被害傾

向とほぼ一致している。避難場所として利用さ

れるべき施設が家屋等の被害の集中している地

域に多く、今後、施設のあり方として、構造的

見地から見直す必要があると思われる。

③年代別被害

学校施設は、年代別被害が顕著に表れており、

「中破」以上は昭和56年以降が 1校、昭和46年

~55年にかけて 8校、昭和45年以前は35校（不

明2校）と新耐震設計法以前の建築物に集中し

ている。学校施設の平面形状はあまり変化する

ことがなかったため、被害が構造的な要素によ

る影密に大きく左右されている。昭和56年以降

の施設 1校と昭和46年以前の 1校について以下

に例を示す。

東須磨小学校
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（ア）東須磨小学校本館棟 「中破」

（昭和56年以降）

］階は教室、2階は体育室の大空間を有して

いる。 1階部分の柱で被災度が決定しているが、

被害は2階体育室との接合部ひびわれ（写真）、

屋根プレースの曲がりなどに及んでいる。地盤

の沈下が20cm程度みられた。

（イ）飛松中学校5号館 「倒壊」

（昭和46年以降）

1階部分の被害がひどく、柱の大部分が剪断

破壊しており、鉄筋が座屈しているものもあっ

た。このようなケースの被害が 1中破」以上で

約20校あった。

飛松中学校
（崩壊の危険性があるため内部に入れず）



図3-11-3 学校施設の建築年度別 ・被災度

S4年人前 S46~5卑 S56年以降

＊円内の数字は、各建築年代別の検討対象棟数を示す。
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図3-11-4 学校施設の行政区別・被災度
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＊円内の数字は、各区の検討対象棟数を示す。
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